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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 順天堂 大学名 順天堂大学 

研究プロジェクト名 骨格筋機能に着目した統合的な介護予防法開発プロジェクト 

研究観点  研究拠点を形成する研究   
 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

我が国では 2025 年に要介護者 700 万人、介護費用 21 兆円に達すると見込まれており、介護予防法の

確立が急務である。要介護の原因は運動器機能の低下・脳卒中・認知症が主だが、画期的な一次予防策

はほとんど無い。本学では医学と運動の融合研究基盤を形成し、融合点として骨格筋に着目、健常者か

らメタボリックシンドロームまで 30～40 歳台の 152 名を対象に、大腿筋生検サンプル解析や骨格筋機能

（筋力・代謝能）を評価、脳 MRI、骨・軟骨機能、動脈硬化との関連を調査した。その結果、壮年期の健常

者でも軽度の骨格筋機能低下が、介護リスクの初期変化と考えられる「動脈硬化進展・メタボリックシンド

ローム」「脳白質ネットワーク変性」「膝関節軟骨の摩耗」のすべてと相関し、壮年期からの骨格筋機能低

下は要介護者を包括的に減らすための治療標的である可能性が考えられた。本結果をうけ、本プロジェク

トでは介護予防研究発展のため新たなユニットを立ち上げ拠点化し、「運動器の一部」としてのみ捉えられ

がちな「骨格筋機能」を、心血管・脳・関節不全による介護リスクと関連する臓器ネットワークの中心である

という仮説を検証し、最終的に「壮年期からの骨格筋機能保持による集約的な介護予防」の方法論確立

の基盤となるエビデンスを提示し、日本人の健康寿命の延長に役立てることを目的とする。 
 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

本プロジェクトの基盤研究の目的は骨格筋機能と要介護疾患との関連性を詳細に解析することである。そ
のために、未病者を対象にインスリン抵抗性や筋力を精密に評価した既存のデータベースを原資とし、さ
らにその 3 年後に追跡調査を行い、骨格筋機能の経時的変化を評価しながら、骨格筋機能と「メタボリック
シンドローム」「ロコモティブシンドローム」「脳機能障害」との関連に関して検討している。また、すでに 2 型
糖尿病、心疾患患者、変形性膝関節症を有する患者や高齢者を対象とした横断研究、縦断研究を推進し
た。さらに、その結果、関連性が示された因子の因果関係などについては、基礎研究により検証を行っ
た。その結果、以下のような成果が得られた。①BMI が 23~25kg/m2の非肥満者でも、メタボリックシンドロ
ームのリスク因子を 1 つでも有していると骨格筋インスリン抵抗性を認める。②非肥満者の骨格筋インスリ
ン抵抗性は動脈硬化症のリスクファクターと強い関連を認める。③非肥満者のインスリン抵抗性は軽度の
脂肪蓄積の他、低体力、低生活活動量、高脂肪食と関連し、ヒトにおける介入試験や基礎実験により、そ
れらの因果関係を確認するとともに、その事象にかかわる分子を同定しえた。④骨格筋サンプルや血清
サンプルに対する網羅的な代謝産物の解析により、骨格筋インスリン抵抗性に関連する代謝産物が明ら
かとなり、バイオマーカーとしての有用性が示唆された。⑤骨格筋量や筋力の維持における、運動、高脂
肪食、糖尿病、オートファジー、酸化ストレスの役割が明らかとなった。⑥壮年期における 3 年間の関節裂
隙狭小化には、軟骨のみならず骨代謝も関連する可能性が示された。⑦従来関節軟骨の評価は困難で
あったが、MRI T2 マッピング法にてその評価が可能となり、本手法を用いて軟骨変性の新知見を見出し
た。⑧高齢者コホートにより、初期膝OAでも筋力低下と膝関節の変化や身体活動能力低下が関連するこ
とが見出された。⑨拡散 MRI による脳の微細構造変化に関する解析方法の開発と検討を進め、骨格筋イ
ンスリン抵抗性、筋力の低下、最大酸素摂取量の低下、血圧の増加が大脳白質変性と関連することが明
らかとなってきた。⑩高解像度機能的 MRI 計測により、ヒトの視床下部の領域を区分けする手法を開発し
た。この手法により、個々の視床下部神経核の活動を評価することができることを明らかにした。これらの
結果は、筋力や骨格筋インスリン抵抗性で評価される骨格筋機能低下が心血管・脳・関節不全による介
護リスクを高める臓器障害ネットワークの中心である仮説を部分的に支持しており、今後そのネットワーク
解析を進めるとともに、潜在するメカニズム解析やマーカー探索を推進する。 
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平成２６年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名  順天堂                    ２ 大学名  順天堂大学                     

 

３ 研究組織名  スポートロジーセンター先進的予防医学ユニット                                    

 

４ プロジェクト所在地  東京都文京区本郷 2－1－1 及び 東京都文京区湯島 2-15-8 順天堂大学湯島別館                                

 

５ 研究プロジェクト名  骨格筋機能に着目した統合的な介護予防法開発プロジェクト                                

 

６ 研究観点     研究拠点を形成する研究                                   

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

綿田 裕孝 代謝内分泌内科学 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数   105  名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

綿田 裕孝 
大学院医学研究科 

・代謝内分泌内科

学・教授 

「骨格筋機能低下」の原因と「臓器障

害ネットワーク機構」の統合モデルの

作成  

 

研究全体の統括 

田村 好史 
大学院医学研究科 

・代謝内分泌内科

学 

メタボリックシンドローム・糖尿病・動脈

硬化予防における「骨格筋機能低下」

の意義と原因の統括 

メタボリックシンドローム予防グ

ループの統括 

河盛 隆造 
大学院医学研究科 

・代謝内分泌内科

学・特任教授 

骨格筋の代謝的な機能低下の原因と

メカニズムの解明 

メタボリックシンドローム・糖尿病

予防における「骨格筋機能低下」

の意義の解明 

代田 浩之 
大学院医学研究科 

・循環器内科学・教

授 

「骨格筋機能低下」から動脈硬化発症

への進展メカニズムの解明 

メタボリックシンドローム・動脈硬

化症予防における「骨格筋機能

低下」の意義の解明 

島田 和典 
大学院医学研究科 

・循環器内科学・准

教授 

「骨格筋機能低下」と心筋細胞内脂質

蓄積連関の検討とメカニズムの解明 

メタボリックシンドローム・動脈硬

化症予防における「骨格筋機能

低下」の意義の解明 

内藤 久士 
大学院・スポーツ

健康科学研究科・

教授 

骨格筋の量的な骨格筋機能低下メカ

ニズムの解明 

メタボリックシンドローム・動脈硬

化症予防における「骨格筋機能

低下」の意義の解明 

青木 茂樹 
大学院医学研究科 

・放射線医学・教授 

脳の形態・機能障害における「骨格筋

機能低下」の意義と原因の統括 
脳機能障害グループの統括 

服部 信孝 
大学院医学研究科 

・神経学・教授 

「骨格筋機能低下」と脳の形態・機能

低下連関の検討とメカニズムの解明 

認知機能障害・神経疾患予防に

おける「骨格筋機能低下」の意

義の解明 

本井 ゆみ子 

大学院医学研究

科・認知症診断・予

防・治療学・先任准

教授 

「骨格筋機能低下」と脳の形態・機能

低下連関の検討とメカニズムの解明 

認知機能障害・神経疾患予防に

おける「骨格筋機能低下」の意

義の解明 
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小西 清貴 
大学院医学研究科 

・神経生理学・教授 

「骨格筋機能低下」と脳の形態・機能

低下連関の検討とメカニズムの解明 

認知機能障害・神経疾患予防に

おける「骨格筋機能低下」の意

義の解明 

宇賀 貴紀 
大学院医学研究科 

・神経生理学・先任

准教授 

「骨格筋機能低下」と脳の形態・機能

低下連関の検討とメカニズムの解明 

認知機能障害・神経疾患予防に

おける「骨格筋機能低下」の意

義の解明 

金子 和夫 
大学院医学研究

科・整形外科・運動

器医学・教授 

骨代謝機能低下における「骨格筋機能

低下」の意義と原因の統括 

ロコモティブ症候群予防グルー

プの統括 

石島 旨章 
大学院医学研究

科・整形外科・運動

器医学・准教授 

「骨格筋機能低下」と骨代謝機能低下

連関の検討とメカニズムの解明 

ロコモティブ症候群・運動器障害

予防における「骨格筋機能低下」

の意義の解明 

上野 隆 
大学院医学研究科 

・研究基盤センタ

ー・教授 

「骨格筋機能低下」から疾患発症を結

ぶバイオマーカーの探索 
バイオマーカーグループの統括 

三井田 孝 
大学院医学研究科 

・臨床検査医学・教

授 

「骨格筋機能低下」から疾患発症を結

ぶバイオマーカーの探索 

「骨格筋機能低下」から「臓器障

害ネットワーク機構」まで関わる

液性因子の解明 

平山 哲 
大学院医学研究

科・臨床検査医学・

准教授 

「骨格筋機能低下」から疾患発症を結

ぶバイオマーカーの探索 

「骨格筋機能低下」から「臓器障

害ネットワーク機構」まで関わる

液性因子の解明 

（共同研究機関等） 

 
   

前田 士郎 

理化学研究所・ゲ

ノム医科学研究セ

ンター・内分泌・代

謝疾患研究チー

ム・チームリーダー 

データベースのバイオインフォマティク

ス解析 

「骨格筋機能低下」から「臓器障

害ネットワーク機構」のモデル作

成 

山内 敏正 

東京大学大学院医

学系研究科  

統合的分子代謝疾

患科学講座 

・特任准教授 

myokineによる多臓器連関ネットワーク

の解明 

メタボリックシンドローム・糖尿病

予防における「骨格筋機能低下」

の意義の解明 

北澤 茂 
大阪大学大学院・

生命機能研究科・

教授 

「骨格筋機能低下」と脳の形態・機能

低下連関の検討とメカニズムの解明 

認知機能障害・神経疾患予防に

おける「骨格筋機能低下」の意

義の解明 

岩坪 威 

東京大学大学院医

学系研究科  

神経病理学分野・

教授 

「骨格筋機能低下」と脳の形態・機能

低下連関の検討とメカニズムの解明 

認知機能障害・神経疾患予防に

おける「骨格筋機能低下」の意

義の解明 

宇川 義一 
福島県立医大 神

経内科 教授  

「骨格筋機能低下」と脳の形態・機能

低下連関の検討とメカニズムの解明 

認知機能障害・神経疾患予防に

おける「骨格筋機能低下」の意

義の解明 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

データベースのバイオインフォ

マティクス解析 

理化学研究所・ゲノム医科学

研究センター・内分泌・代謝疾

患研究チーム・チームリーダ

ー 
前田 士郎 

「骨格筋機能低下」から「臓器障

害ネットワーク機構」のモデル作

成 

（変更の時期：平成 26 年 8 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

理化学研究所・ゲノム医科学研究

センター・内分泌・代謝疾患研究チ

ーム・チームリーダー 

琉球大学 先進ゲノム検査医学講座・教授 

理化学研究所・ゲノム医科学研究センター・内

分泌・代謝疾患研究チーム・チームリーダー 
前田 士郎 

「骨格筋機能低下」から「臓器

障害ネットワーク機構」のモデ

ル作成 
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
「骨格筋機能低下」と脳の形態・

機能低下連関の検討とメカニズ

ムの解明 

大学院医学研究科 

・神経生理学・先任准教授 宇賀 貴紀 
認知機能障害・神経疾患予防に

おける「骨格筋機能低下」の意

義の解明 

（変更の時期：平成 28 年 7 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

順天堂大学大学院医学研究科 

・神経生理学・先任准教授 
山梨大学大学院医学工学総合研究部  

医学部 生理学講座統合生理学教室・教授 
宇賀 貴紀 

認知機能障害・神経疾患予

防における「骨格筋機能低

下」の意義の解明 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
日本は今後、今まで経験したことのない超高齢化社会を迎え、2025 年には「要介護者」が 700 万人、介護

費用は 21 兆円に達すると見込まれている。これに伴う医療費の爆発的な増加と、労働人口の減少は、我

が国の経済・社会に危機的影響を与えることが予想され、「要介護者」を減らす取り組みが急務となってい

る。この問題を打開するには介護対策をリハビリテーションによる三次予防から、一次予防へシフトさせる

ことが重要であるが、介護の原因疾患は運動器機能の低下から脳卒中・認知症などの脳機能障害まで多

岐に渡っており、集約した一次予防法は未だ提示されていない。そこで、我々はこれまで、ハイテクリサー

チセンター整備事業の補助を受け医学とスポーツ・運動の融合研究基盤を形成し、コアスタディーとして健

常者からメタボリックシンドロームまで 30～50 歳の 152 名を対象に、大腿四頭筋生検サンプル解析を含め

骨格筋機能を「筋力・有酸素代謝能・糖脂質代謝能」に細分化し計測すると伴に、脳 MRI、骨・軟骨機能マ

ーカー、動脈硬化等を測定した。得られたパラメーターからデータベースを構築し解析した結果、壮年期の

無症状者でも軽度の「骨格筋機能低下」がメタボリックシンドロームの主因となっているだけでなく、介護リ

スクの初期変化と考えられる「脳白質ネットワーク変性」「膝関節軟骨の摩耗」「動脈硬化進展」と相関する

可能性を見出した。このことは、壮年期からの骨格筋機能低下は要介護者を包括的に減らすための治療

標的である可能性を示唆している。そこで、本プロジェクトでは 5 年間の探索的研究で得られたこれらの研

究成果を原資とし、「運動器の一部」としてのみ捉えられがちな「骨格筋機能」低下が、「心血管・脳・関節」

機能障害による介護リスクを高める臓器障害ネットワークの中心として捉え、基礎・臨床研究を行う。これ

らの研究成果を統合し、「壮年期からの骨格筋機能保持による集約的な介護予防」の方法論確立の基盤

となるエビデンスを提示し、日本人の健康寿命の延長に役立てることを目的とする（体制図参照）。 
（２）研究組織 
本プロジェクトでは集約的な介護予防法を提示するために、骨格筋機能を中心に疾患群を統合的に研究

する体制を構築している。具体的にはメタボリックシンドローム（代謝内分泌学、循環器内科学、運動生理

学）、脳機能障害（放射線医学・神経学・神経生理学）、ロコモティブシンドローム（整形外科・運動器医学）

の各疾患チームと、バイオマーカー(研究基盤センター、病態解析診断学)の研究分担者(16 名)からなる基

礎・臨床・専門分野の枠を越えた各研究者間の相互連携を図っている(体制図参照）。疾患別の結果につ

いては各領域代表が纏め、最終的に研究代表者（綿田）が全体を統括している。コアスタディーについて

専属のコーディネーターを中心に PD・研究支援者が被験者のリクルート、測定、データマネージメントまで

一括管理している他、若手研究者の底上げのために、本研究を実質的に進めるPD（8名）と研究支援者（1
名）の研究チームに大学院生も加わり研究を推進している。さらに、同様の研究で極めて多くの実績のあ

る理化学研究所、東京大学、大阪大学の研究協力者と連携し研究を推進している。 
（３）研究施設・設備等 
1. 主な研究施設の面積及び使用者数 
順天堂大学大学院医学研究科スポートロジーセンター 
研究施設内訳 
順天堂大学湯島別館 1 階 ： 面積 140.32m2 ： 使用者数 10 名 
順天堂大学湯島別館 2 階 ： 面積 175.56m2 ： 使用者数 10 名 
順天堂大学 9 号館 2 階，5 階，8 階，11 階 ： 総面積 379.69m² ： 使用者数 105 名 
順天堂大学 B 棟 8 階 ： 面積 479.85m² ： 使用者数 18 名 
順天堂大学 1 号館 3 階 ： 面積 9.8m2 ： 使用者数 20 名 
 
2. 研究装置及び利用時間 
MRI システム（AIRIS Vento）；利用時間数 2240 時間 
ヒューマンカロリーメーターチャンバーシステム（FHC-20S）；利用時間数 320 時間 
 
3. 研究設備及び利用時間 
頚頭蓋磁気刺激装置（アグスキム２００スクエアー）；利用時間数 150 時間  
リアルタイム PCR システム（QuantStudio 7）；利用時間数 422 時間 
二重エネルギーX 線吸収測定装置（DiscoveryA 型 X 線骨密度測定装置）；利用時間数 1120 時間 
多用途筋機能評価運動装置（BDX-4）；利用時間数 1080 時間 
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（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
＜現在までの進捗状況及び達成度＞（研究全体の統括：綿田） 
本プロジェクトの基盤研究の目的は骨格筋機能と要介護疾患との関連性を詳細に解析することである。そ
のために、未病者を対象にインスリン抵抗性や筋力を精密に評価した既存のデータベースを原資とし、さ
らにその 3 年後に追跡調査を行い、骨格筋機能の経時的変化を評価しながら、骨格筋機能と「メタボリック
シンドローム」「ロコモティブシンドローム」「脳機能障害」との関連に関して検討している。また、すでに疾患
として発症した 2 型糖尿病、心血管疾患患者、変形性膝関節症や高齢者を対象とした横断研究、縦断研
究を推進した。さらに、関連性が示された因子の因果関係などについては、基礎研究などにより検証を行
った。その結果、筋力や骨格筋インスリン抵抗性で評価される骨格筋機能低下が血管・脳・関節不全によ
る介護リスクを高める臓器障害ネットワークの中心である仮説を支持する結果が複数得られ、これまで研
究は計画に沿って順調に進捗した。今後そのネットワーク解析を進めるとともに、潜在するメカニズム解析
やマーカー探索を推進する。以下、申請書記載の「メタボリックシンドローム予防」「ロコモティブシンドロー
ム予防」「脳機能障害予防」の 3 項目に分けて進捗状況と研究成果を報告する。 
 
① 「メタボリックシンドローム予防 （田村（統括者）、河盛、代田、島田、内藤、上野、三井田、平山） 
骨格筋機能の低下の一つであるインスリン抵抗性は、2 型糖尿病・メタボリックシンドローム・動脈硬化症
進展の根本的原因として認識され、要介護疾患発症のリスクとなる。本戦略的研究基盤においては、イン
スリン抵抗性を精密に評価した既存のコアスタディー・データベースを原資とし、さらに 3 年後の追跡調査
や、すでに疾患として発症した 2 型糖尿病、心血管疾患患者や高齢者を対象とした横断研究、縦断研究を
進めた。その結果、筋インスリン抵抗性や筋力と運動、食事内容、炎症、血清脂質、異所性脂肪の関連性
が明らかとなった（下記 A）。さらに、ヒトや動物、細胞モデルを用いた介入研究を含むメカニズム解析を行
い、種々の因果関係に関する多くの成果を得た（下記 B）。 
A. コアスタディー・データベースを中心とした解析 
1) BMI が 23~25kg/m2でメタボリックシンドローム構成因子を 1 つでも持っていると骨格筋のインスリン抵

抗性を認め、そのレベルは肥満メタボリックシンドロームと同等であった。骨格筋のインスリン抵抗性
は内臓脂肪が多いこと、血中アディポネクチン濃度が低いことに加えて、体力が低い、生活活動量が
低い、脂肪摂取量が多いなどの生活習慣に関連した因子が挙げられた(*15)。また、骨格筋生検サン
プルや血清を用いた含有脂質や代謝産物の網羅的な解析から、幾つかの脂質（論文投稿準備中）や
その構成要素でもある glycerol が骨格筋インスリン抵抗性や動脈硬化症と関連することを解明した。
さらに、骨格筋インスリン抵抗性は肝脂肪量や肝逸脱酵素の軽度上昇などと関連するという、肝筋連
関を認めるとともに(*15, *24)、肝インスリン抵抗性は飲酒が惹起することを見出した(*16)。  

2) 高感度 CRP の上昇で評価される軽度の炎症反応は、骨格筋インスリン抵抗性と関連するとともに
(*15, *24)、経皮的冠動脈形成術後の長期予後の規定因子であることを明らかとした(*10)。さらに、急
性冠症候群患者において、TNF-α, IL-6, IL-10 といったよく知られた炎症性サイトカインのみならず
(*8)、IL-23, IL-27, IL-33, IL-37 等の新規サイトカインの血中濃度が増加していること(*7)。さらに極長
鎖飽和脂肪酸であるヘキサコサノン酸が冠動脈疾患と関連すること(*3)、抗炎症作用を有する ω3 系
脂肪酸が腹部大動脈瘤の最大径や増大に対して抑制的に作用する可能性を見出した(*19)。 

3) ヒトにおけるMRS法による心筋細胞内脂質の非侵襲的測定系を国内で初めて樹立し、心筋内中性脂
肪値が体力レベル、心機能と良く相関するマーカーとなりうること、高血圧性心疾患では肥大型心筋
症の 2 倍脂質が蓄積し、心肥大を来す両疾患では大きく異なることを見出した(*11)。 

4) コアスタディーの 3 年後フォローアップの結果から、骨格筋インスリン抵抗性が強いと耐糖能が増悪
し、動脈硬化促進的に作用する可能性や、中性脂肪値が将来的な脂肪肝の発症予知因子である可
能性を見出した（論文執筆中）。 

5) コアスタディーは壮年期での介護リスクの初期変化を捉えることを主に目的としているが、それらの初
期変化が高齢者における様々な要介護リスクに繋がっていくかは明らかではない。そこで、近隣住民
を対象とした高齢者コホート研究を開始し（目標被験者数 1,600）、コアスタディーと同様に、筋力・筋
量・インスリン抵抗性を評価するとともに、脳及び膝関節 MRI、認知機能などの測定を行っている。中
間解析の結果、インスリン抵抗性や筋力が無症候性脳梗塞と関連する可能性を見出している。 

B. コアスタディー・データベースで明らかとなった関連性などに関するメカニズム解析 
1) 横断研究から高脂肪食や身体活動量がインスリン抵抗性と関連していたが、非肥満健常者に 3 日間

高脂肪食を摂取させると、骨格筋細胞内脂質が蓄積し、インスリン感受性が低下すること(*5)、骨格筋
生検サンプルの解析から、脂質蓄積の変化と脂質燃焼系遺伝子発現の変化が関連すること(*5)、動
物モデルでの検討から不活動が酸化ストレスを起点とした細胞内脂質の組成変化とインスリン抵抗性
の発生に関与する可能性を見出した(*25, *26, *32)。 

2) 横断的検討から骨格筋細胞内脂質が蓄積していても、最大酸素摂取量とインスリン感受性が高い者
がおり（アスリートパラドックス）、骨格筋生検サンプルの解析から脂肪酸輸送担体である FABPpm が
鍵分子の一つである可能性が明らかとした(*1)。また、低強度及び高強度の有酸素運動によるランダ
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ム化比較試験からも、運動強度差が骨格筋細胞内脂質に異なった影響を及ぼすことを見出した
(*22)。 

3) 骨格筋量や筋力の維持は、ADL の維持のみならず、動脈硬化予防にも重要である可能性が示唆さ
れたが、それらの維持機構について以下のことを見出した。骨格筋では絶食によるオートファジー誘導
により蛋白分解が亢進するが、それが運動により抑制される(*6)。骨格筋におけるアンジオテンシン II
による酸化ストレスは骨格筋萎縮をもたらすことが知られているが、そのメカニズムに NAD(P)H オキ
シダーセ 4 とユビキチンプロテアソーム系の亢進が関与する(*33, *34)。Heat shock protein 72 は運動
や骨格筋の加温により発現が増加するが、その下流で骨格筋のインスリン感受性や蛋白分解調節に
寄与している(*17)。糖尿病モデルマウスや高脂肪食負荷で筋力低下や持久的能力の低下を認め、そ
のメカニズムとしてて骨格筋線維組成変化や骨格筋細胞におけるカルシウムフラックスの変化が関与
するが、運動がそれらを改善する(*18, *30, *31)。拡張型心筋症モデルマウスにおいて、自発的な運
動が一部の骨格筋量を増加させ、心機能や予後を改善する(*23)。 

4) 横断研究から炎症と骨格筋インスリン抵抗性や血管疾患の関連性を見出しているがが、炎症が促進
される IκBNS ノックアウトマウスと LDL 受容体ノックアウトマウスを交配すると IL-6 産生が亢進し、動
脈硬化促進的に作用することを見出した(*12)。一方で IL-6 は骨格筋から分泌されるマイオカインとし
ても知られており、IL-6 を中和抗体によりブロックすると運動によるインスリン感受性亢進が抑制され
ることも見出した(*20)。また、ヒトにおいて、ω3系脂肪酸が腹部大動脈瘤の増大に抑制的に働くことが
明らかとなったが、動物モデルにおいても EPA の投与がマクロファージを介した炎症の抑制により、腹
部大動脈瘤の増大に対して抑制的に作用することを見出した(*21)。 
 

② 「ロコモティブシンドローム予防」 （金子（統括者）、石島） 
超高齢社会にある本邦では、高齢者の運動器疾患は、介護を要する原因の約 1/4 を占め、脳血管疾患

を越え最も高い割合を占める。運動器疾患の共通点は、臓器の機能障害程度が早期から症状を有する
(発症)ことである。その最も重要な臨床症状は動作時の疼痛であり、これは移動能力障害を招き介護リス
クを高める。このような観点から、本プロジェクトでは、早期膝変形性関節症（OA） (下記A)及び疼痛(下記
B)の病態解明に取り組んできた。その結果、関節軟骨の変性と摩耗が、従来の想定より早期に壮年期か
ら認められること、50歳を契機に発症頻度が急激に高まること、発症には骨格筋、特に膝周囲筋の筋力低
下が関連することなどが明らかとなってきた。 
A. 膝 OA の早期の病態 
1) コアスタディーデータベースを中心とした解析により、膝 OA のない 40 歳代前半の男性の 3 年間にわ

たる観察研究において、膝関節軟骨の摩耗を示唆する膝関節裂隙狭小化と骨及び軟骨代謝の関連
を検討した。軟骨分解と合成のバイオマーカーを用いて、無症候性に進む 3 年後の膝関節裂隙狭小
化のリスクが、単に軟骨分解のみが亢進するのではなく、合成と分解のバランスによって示されること
を明らかにした（論文執筆中）。さらに、無症候性に進む3年後の膝関節裂隙狭小化と骨代謝との関連
も検討した。対象者の 14％が 3 年後に膝関節裂隙が狭小化を認め（狭小化群）、骨吸収マーカー上位
3 分位では、そのリスクが有意に高かった（オッズ比：10.5）。以上より、壮年期の無症候性の関節裂隙
狭小化には、軟骨のみならず骨代謝も関連する可能性が示唆された（論文執筆中）。 

2) 初期膝 OA 患者を対象に、関節軟骨の 2 型コラーゲンの配向異常を示す MRI T2 マッピング法を用い
た解析を行い、膝 OA の初期病変としての軟骨変性は、大腿骨遠位側の軟骨が、相対する脛骨側の
軟骨より先に進行していることを明らかにした(*4)。 

3) マウスを用いた膝 OA 病態研究では、関節軟骨辺縁に存在する滑膜間葉系細胞が軟骨に分化し骨棘
を形成する過程において、ヘパラン硫酸プロテオグリカンのパールカンが必須の分子であるが 
(Matrix Biology, 2012)、パールカンが欠損したマウスの膝関節の滑膜からの初代滑膜培養細胞を in 
vitro にて軟骨分化誘導しても、軟骨分化のマスター遺伝子である Sox9 と 2 型コラーゲンの発現が有
意に阻害されることを示した(*13)。 

 
B. 膝 OA の疼痛の病態 
1) 膝 OA の疼痛と関連する病態ついての解析を進め、滑膜炎の程度と疼痛が関連することを明らかにし

てきたが(Clin Rheum 2009, Int Orthop 2010)、末期では、MRI により評価した関節軟骨の欠損程度で
なく、軟骨下骨病変と関連することを明らかにした(*9)。 

2) 本邦の大規模コホート研究から、70 歳女性では約 70％が初期膝 OA を認めるなど、超高齢社会では
高齢者の少なくとも半数以上が、初期膝 OA を呈することがすでに明らかである。半数以上が無症候
性ながらも初期膝OAを呈する高齢者を対象としたコホート研究を開始し、MRIを用いた膝OAの病態
と運動機能との関連を検討したが、単純 X 線では同程度の初期膝 OA でも、筋力低下と身体活動能
力低下は関連すること、そして半月内側半月板逸脱の程度がADLや運動機能そして筋力低下と関連
することを明らかにした(国際関節症学会 2017 発表予定)。 
 

③ 「脳機能障害予防」 （青木（統括者）、服部、本井、小西、宇賀） 
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骨格筋機能低下による脳機能障害を多角的に検討するために、構造 MRI（VBM; Voxel Based 
Morphometry）、白質走行を描出する拡散テンソル像に加え、本邦ではほとんど撮像例がない diffusional 
kurtosis imaging（DKI)法による撮像、経頭蓋磁気刺激法による大脳可塑性の変化（rTMS）の計測、視床
下部の高解像度機能的 MRI による代謝調節機構のイメージング、脳波による大脳半球間伝導時間
（IHTT）の測定法の開発及び解析を行った。また、タウトランスジェニックマウスを用いた運動介入による
認知機能改善を担う分子機構解析（服部）を行った。 
1) コアスタディーデータベースを中心とした解析により、メタボリックシンドローム日本人中年男性では拡

散テンソル像で白質の変性を疑う所見が得られたが(Diabetes Care 2013)、骨格筋インスリン抵抗性が
強い人ほど変性の程度が強いことが明らかとなってきた（論文執筆中）。さらに、拡散 MRI による in 
vivo の脳の微細構造変化の解析方法の開発と検討を進め、血圧の増加(*2)や 、筋力や体力レベル
（最大酸素摂取量）の低下が大脳白質変性と関連する可能性が明らかとなってきた。さらに、メタボリッ
ク症候群日本人中年男性の認知機能検査を行ったところ、メタボリックシンドロームでは空間認知機
能、記憶障害が正常群より低下していることを見出した。 

2) 骨格筋機能低下と脳萎縮の関連を調査するために、高齢者コホート研究で撮影した 0.3T の 3DT1 強
調像強調 MRI による脳の局所の体積変化の定量化を行い、画像を数値化することにより、多変量解
析が可能なデータベースの構築を行っている。また、0.3Tと 3T MRIの比較により、0.3Tの膨大なデー
タを日常臨床で使われている 3TMR と対応可能として、0.3T の知見をより一般的な知見とすることの
検討を進めている。 

3) 高解像度機能的 MRI 計測では、ヒトの視床下部を高解像度の fMRI で撮像し、領域を区分けする手
法を開発し、食後のインスリン分泌と関連する部位を特定しつつある (*27, *28, *29)。 

4) rTMS による大脳可塑性計測では、肥満のある被験者のコントロールとしての正常被験者について、
可塑性変化の計測および刺激効果の空間的広がりの画像的評価を行った。 

5) 運動介入による認知機能改善分子機構解析では、運動が脳に及ぼす影響を調べるために 6 ヶ月間の
自発的ホイール運動と強制的トレッドミル運動をタウトランスジェニックマウスに負荷した。ホイール運
動群では学習機能が運動無し群より改善したが、トレッドミル群では変化なかった。炎症性サイトカイ
ンやタウ蛋白リン酸化はホイール群で低く、トレッドミル群では増加していた。以上の結果から、自発的
ホイール運動が脳機能保護効果を示すことがわかった。 

6) 4 週間の短期間の強制的トレッドミル運動をタウトランスジェニックマウスに負荷すると脳内ではかえっ
て、酸化的ストレス、タウ蛋白不溶性、炎症性サイトカインが増加し悪影響を及ぼすことがわかった
(*14)。 

7) 脳波による IHTT 測定（宇賀、北澤グループ）では、視覚（顔）刺激による脳波の N170 成分を用いるこ
とにより、ノイズの影響を受けにくい IHTT 測定手法の開発を行った。 

 
＜特に優れた研究成果＞ 
1) 非肥満者ではインスリン抵抗性はあまり認めないと考えられてきたが、BMIが 23~25kg/m2でメタボリッ

クシンドロームの構成因子を 1 つでも有していると骨格筋のインスリン抵抗性を認め、そのレベルは肥
満メタボリックシンドロームと同等であることや、それに影響を与える生活習慣や血清、骨格筋の代謝
産物などが明らかとしてきた。本研究成果はメディア(新聞掲載*4～*23)でも多く取り上げられた。 

2) 関節軟骨の変性と摩耗が膝 OA の病態の主座だが、従来関節軟骨の評価は困難であった。本研究に
より、MRI T2 マッピング法にて軟骨変性の新知見を本領域の主要雑誌のひとつに報告した。 

3) 拡散MRIによる in vivoの脳の微細構造変化の解析方法の開発と検討を進め、骨格筋インスリン抵抗
性、筋力の低下、最大酸素摂取量の低下、血圧の増加が大脳白質変性と関連することを明らかとして
きた。また、運動介入による認知機能改善分子機構解析では、短期トレッドミル運動の効果はかえって
ストレスになっていることを見出した。 

4) 高解像度機能的MRI計測により、ヒトの視床下部を 1.25 mmの高解像度 fMRIで撮像し、領域を区分
けする手法を開発し、個々の視床下部神経核の位置を同定した。 

 
＜問題点とその克服方法＞ 
1) コアスタディーは壮年期での介護リスクの初期変化を捉えることを主に目的としているが、それらの初

期変化が高齢者における要介護リスクに繋がっていくかは明らかではない。そこで、得られた様々な
介護リスク因子が高齢者でも同様にリスクとなりえるかなどを検証するために、近隣住民を対象とした
高齢者のコホート研究を開始した（目標被験者数 1,600）。コアスタディーと同様に、筋力・筋量・インス
リン抵抗性を評価するとともに、脳及び膝関節 MRI、認知機能などの測定を行い、前向きに観察する
予定としている。 

2) データベースの解析は代謝血管障害に関する研究から着手され多くの成果を得た。今後、脳機能障
害やロコモティブシンドローム予防との連携をさらに深めて、骨格筋機能を中心とした介護予防の観点
から解析と論文化を進めて行く。 

3) 超高齢社会の本邦では、80 歳以上の女性の 8 割近くが初期膝 OA を呈するため、早期の病態解明と
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同時に、初期膝 OA からの進行抑制と、初期膝 OA の中でも高齢者の ADL 低下に影響を与える病態
解明も重要である。そのため、早期膝 OA の病態解析とともに、高齢者のコホートやコアスタディーデ
ータベースを用いてこの現実的な課題克服も進める。 

4) rTMSによる大脳可塑性計測では、30分という連続刺激期間において刺激部位が安定的にフォーカス
することが重要であるので、ナビゲーションシステムを使用して、刺激期間を通してオンラインでモニタ
ーし、刺激部位の安定化を図る。 

 
＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 
1) 血清のリピドーム・メタボローム解析により、様々な代謝産物が骨格筋代謝や動脈硬化などと関連す

ることが明らかとなってきたが、本研究成果を発展させ、骨格筋代謝や動脈硬化症を予測するバイオ
マーカー開発や、因果関係を in vitro, in vivo 実験により検証することにより新たな治療標的の確立に
結び付くことが期待される。 

2) コアスタディーデータベースを中心とした解析による初期膝OAの病態及び初期から末期に至る膝OA
疼痛と病態の関連についての研究を進めてきたことで、現在世界的に関心が高まっている発症前の
膝 OA、いわゆる「早期膝 OA の病態」について、国内のみならず世界的にも最新の知見を発信できる
可能性がでてきた。 

3) rTMS による大脳可塑性計測では、可塑性の変化を計測する技術を標準化すれば、骨格筋機能低下
や肥満被験者のみならず、認知症（予備軍）などの脳疾患への応用ができる可能性がある。高解像度
機能的 MRI 計測では、糖尿病のみならず視床下部が関連する肥満や代謝内分泌疾患の研究に応用
可能である。 

  
＜今後の研究方針＞ 
インスリン抵抗性や筋力といった骨格筋機能が、「血管・脳・関節」の介護リスクを高める臓器障害ネットワ
ークの中心として存在する可能性や、骨格筋機能を低下させうる生活習慣因子が明らかとなってきた。今
後、データベース解析を引き続き行い、骨格筋機能低下の病態的意義についてさらに検討するのと同時
に、得られた事象の因果関係について検証を行う。具体的には、得られた骨格筋機能を低下させうる生活
習慣を改善するような介入を行うことにより、骨格筋機能や要介護関連疾患が改善されうるかを検 
証する。さらに、高齢者コホートも確立し、コアスタディーで得られた成果との整合性や意義について、さら
に検証する。 
 
＜今後期待される研究成果＞ 
骨格筋量・筋力、骨格筋インスリン抵抗性と介護疾患の関連性について、コアスタディーだけでなく、高齢
者のコホートでも同様の検証を進めることにより、より精度の高い骨格筋を中心とした臓器障害ネットワー
クの解明や、その背景にある生活習慣や潜在するメカニズムが明らかとなることが期待される。 
 
＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 
綿田研究代表の統括のもとで運営委員16名（外部運営委員2名を含む）の体制で研究の進捗状況を常に
検討している。本プロジェクトに参加する研究者すべてに、毎年の研究成果発表会、成果報告書の提出を
義務づけており、プロジェクトに参加していない研究者を含む複数の評価者が申請書と報告書をもとに実
績を評価し、予算配分額などに反映させている。さらに、プロジェクトとしての相乗効果を生み出し、かつ、
高い費用対効果を得られるように、プロジェクト間、プロジェクト内で共同して行うコアスタディーを設定し、
予算を多く充てるなど配分を適切に設定した。研究発表の場では、他の研究者から客観的な評価を受け、
新たな共同研究を開始するなどしてプロジェクトの修正に役立てている。また、国際スポートロジー学会で
はすべての研究者が発表し、内部評価とともに、外部の学会員からの意見も頂き、プロジェクトに反映させ
ている。 
 
＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 
外部評価は阿部修（東京大学）、中田研（大阪大学）、藤井宣晴（首都大学東京）の 3 名に委嘱し評価を得
ている。外部評価委員からの中間評価として、本事業が順調に進んでおり、骨格筋機能を血管・脳・関節
不全による介護リスクを高める臓器ネットワーク障害の一部であるという仮説の検証がある程度確認され
てきていると評価を受けた。その一方で、今後の研究成果が期待される項目として、1）分子生物学的な検
証、２）前向きの介入研究、などを行うことによりメカニズム解析、因果関係の検証に繋げることが挙げられ
た。これらの項目については、概ね今後の研究方針に組み込まれていたが、今後、より重点的に研究を進
めることとした。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）   インスリン抵抗性     （２）   筋力      （３）    運動        

（４）  メタボリックシンドローム   （５） ロコモティブシンドローム     （６）認知機能障害         

（７）   動脈硬化症         （８）     臓器障害ネットワーク     

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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神経疾患を含めて－、77-81、2014 年 3 月 20 日、日本臨床社、大阪 

 
41. 西岡健弥、服部信孝 

6 番染色体に連鎖する遺伝性パーキンソン病（PARK2）、Ⅲ変性疾患、錐体外路系疾患・パー
キンソニズムを主とする疾患、家族性パーキンソン病 優性遺伝性パーキンソン症候群 
別冊 日本臨床 新領域別症候群シリーズ No.27、神経症候群（第 2 版）（Ⅱ） －その他の
神経疾患を含めて－、88-92、2014 年 3 月 20 日、日本臨床社、大阪 

 
42. 波田野琢、服部信孝 

1 番染色体に連鎖する遺伝性パーキンソン病（PARK6, PARK7, PARK9(Kufor-Rakeb 症候群), 
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PARK10, PARK16）、Ⅲ変性疾患、錐体外路系疾患・パーキンソニズムを主とする疾患、家族
性パーキンソン病 優性遺伝性パーキンソン症候群 
別冊 日本臨床 新領域別症候群シリーズ No.27、神経症候群（第 2 版）（Ⅱ） －その他の
神経疾患を含めて－、93-98、2014 年 3 月 21 日、日本臨床社、大阪 

 
43. 舩山 学、安藤真矢、服部信孝 ． 

16 番染色体に連鎖する遺伝性パーキンソン病（PARK17）､Ⅲ変性疾患、錐体外路系疾患・パ
ーキンソニズムを主とする疾患、家族性パーキンソン病 優性遺伝性パーキンソン症候群 
別冊 日本臨床 新領域別症候群シリーズ No.27、神経症候群（第 2 版）（Ⅱ） －その他の
神経疾患を含めて－、82-85、2014 年 3 月 20 日、日本臨床社、大阪 

 
44. 内藤久士 , 町田修一, 吉原利典 

Section 5 運動と筋－4 骨格筋の肥大と萎縮 
ニュー運動生理学(I). p224-33, 宮村実晴編, 真興交易株式会社医書出版部, 東京, 2014. 

 
【和文著書 2015】 
1. 平山哲 

第 109 回医師国家試験 問題解説書 
第 109 回医師国家試験 問題解説書 第１版, 医学評論社，東京，p74, 75, 91, 92, 369, 370；
2015 
 

2. 三井田孝 . 
LDL-C 測定法の現状と将来の課題. 
高 LDL-C 血症 低 HDL-C 血症（最新医学別冊 診断と治療の ABC 101）, 倉林正彦(企画), 大
坂, 最新医学社, 2015; 119-125 
 

3. 三井田孝 . 
総コレステロール (TC)・LDL-コレステロール (LDL-C).  
日常診療のための検査値のみかた, 野村文夫、村上正巳、和田隆志、末岡榮三郎(編), 東京, 中
外医学社, 2015; 193-195 
 

4. 三井田孝 . 
HDL-コレステロール. 
日常診療のための検査値のみかた, 野村文夫、村上正巳、和田隆志、末岡榮三郎(編), 東京, 中
外医学社, 2015; 198-199 
 

5. 宮塚健, 綿田裕孝 , 河盛隆造   （編集）門脇孝, 荒木栄一, 稲垣暢也, 植木浩二郎, 羽田勝計,    
綿田裕孝 
糖代謝 
糖尿病学, 2015; 2-7 
 

6. 河盛隆造  （編集）荒木栄一, 稲垣暢也 
α-グルコシダーゼ阻害薬（α-GI）と大血管障害に関するエビデンス 
糖尿病治療薬の最前線, 2015; 改訂第 2 版: 66-72 
 

7. 佐藤淳子, 綿田裕孝 （編集）寺内康夫 
ピオグリタゾンと骨折との関連性について教えてください 
いま知っておきたい 経口糖尿病治療薬の疑問 76, 2015; 210-215 
 

8. 佐藤淳子, 綿田裕孝  （編集）寺内康夫 
チアゾリジン薬の注意すべき副作用とその対策は？ 
いま知っておきたい 経口糖尿病治療薬の疑問 76, 2015; 207-209 
 

9. 荻原健, 綿田裕孝   （編集）桂田菊嗣, 山本保博, 杉本壽, 堤晴彦, 森村尚登,  山口芳裕, 大橋
教良, 尾形純一, 輿水健治, 櫻井淳, 瀧野昌也,玉川進, 中田康城, 畑中哲生, 平出敦, 菩提寺浩, 
宮野收 
糖尿病とその合併症 
救急救命士標準テキスト 下巻, 2015; 改訂第 9 版: 800-807 
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10. 荻原健, 綿田裕孝 （編集）荒木栄一, 稲垣暢也 
α-グルコシダーゼ阻害薬（α-GI） 
糖尿病治療薬の最前線, 2015; 改訂第 2 版: 60-65 
 

11. 加賀英義, 田村好史 , 綿田裕孝  編集）加来浩平, 綿田裕孝 , 松田昌文, 池上博司, 宇都宮一典 
SGLT2 阻害薬の作用・作用機序と適応・禁忌 
SGLT2阻害薬の使用指針～市販後の実臨床から適性使用を考える～, 2015; 糖尿病治療のニュ
ーパラダイム別巻: 8-18 
 

12. 藤谷与士夫, 綿田裕孝 （編集）門脇孝 
IAPP による膵β細胞障害 
糖尿病学 2015,2015; 10-16 
 

13. 金澤昭雄, 綿田裕孝 （編集）門脇孝 
2 型糖尿病における腸内フローラの意義－その臓器としての役割 
糖尿病学 2015,2015; 100-109 
 

14. 金澤昭雄, 綿田裕孝  （編集）門脇孝, 荒木栄一, 稲垣暢也, 植木浩二郎, 羽田勝計,綿田裕孝 
インスリン 
糖尿病学, 2015; 373-384 
 

15. 本田彬, 三田智也, 綿田裕孝（編集）西村正治, 長谷部直幸, 田尻久雄, 渡辺純夫, 小松則夫,  益
崎裕章, 綿田裕孝 , 高木誠, 富野康日己, 今井裕一, 水谷太郎,  二木芳人 
【7.代謝性疾患】⑪高尿酸血症 
内科外来処方 navi, 2015; 145 
 

16. 船山崇, 三田智也, 綿田裕孝（編集）西村正治, 長谷部直幸, 田尻久雄, 渡辺純夫, 小松則夫, 益
崎裕章, 綿田裕孝 , 高木誠, 富野康日己, 今井裕一, 水谷太郎, 二木芳人 
【7.代謝性疾患】⑩高中性脂肪血症薬 
内科外来処方 navi, 2015; 144 
 

17. 飯田雅, 三田智也, 綿田裕孝（編集）西村正治, 長谷部直幸, 田尻久雄, 渡辺純夫, 小松則夫, 益
崎裕章, 綿田裕孝 , 高木誠, 富野康日己, 今井裕一, 水谷太郎,二木芳人 
【7.代謝性疾患】⑨家族性高コレステロール血症 
内科外来処方 navi, 2015; 143 
 

18. 遅野井雄介, 三田智也, 綿田裕孝 （編集）西村正治, 長谷部直幸, 田尻久雄, 渡辺純夫, 小松則
夫,益崎裕章, 綿田裕孝 , 高木誠, 富野康日己, 今井裕一, 水谷太郎,  二木芳人 
【7.代謝性疾患】⑧高 LDL 血症 
内科外来処方 navi, 2015; 141-142 
 

19. 中島健一, 三田智也, 綿田裕孝   （編集）西村正治, 長谷部直幸, 田尻久雄, 渡辺純夫, 小松則
夫, 益崎裕章, 綿田裕孝 , 高木誠, 富野康日己, 今井裕一, 水谷太郎,  二木芳人 
【7.代謝性疾患】⑦胃切除後糖尿病 
内科外来処方 navi, 2015; 140 
 

20. 加賀英義, 三田智也, 綿田裕孝  （編集）西村正治, 長谷部直幸, 田尻久雄, 渡辺純夫, 小松則夫,   
益崎裕章, 綿田裕孝 , 高木誠, 富野康日己, 今井裕一, 水谷太郎,  二木芳人 
【7.代謝性疾患】⑥ステロイド糖尿病 
内科外来処方 navi, 2015; 139 
 

21. 古川康彦, 三田智也, 綿田裕孝（編集）西村正治, 長谷部直幸, 田尻久雄, 渡辺純夫, 小松則夫, 
益崎裕章, 綿田裕孝 , 高木誠, 富野康日己, 今井裕一, 水谷太郎,  二木芳人 
【7.代謝性疾患】⑤肝疾患合併糖尿病 
内科外来処方 navi, 2015; 138 
 

22. 本田彬, 三田智也, 綿田裕孝（編集）西村正治, 長谷部直幸, 田尻久雄, 渡辺純夫, 小松則夫, 益
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崎裕章, 綿田裕孝 , 高木誠, 富野康日己, 今井裕一, 水谷太郎,   二木芳人 
【7.代謝性疾患】④膵性糖尿病 
内科外来処方 navi, 2015; 137 
 

23. 船山崇, 三田智也, 綿田裕孝（編集）西村正治, 長谷部直幸, 田尻久雄, 渡辺純夫, 小松則夫,  益
崎裕章, 綿田裕孝 , 高木誠, 富野康日己, 今井裕一, 水谷太郎,二木芳人 
【7.代謝性疾患】③やせ型の 2 型糖尿病 
内科外来処方 navi, 2015; 136 
 

24. 飯田雅, 三田智也, 綿田裕孝  （編集）西村正治, 長谷部直幸, 田尻久雄, 渡辺純夫, 小松則夫,
益崎裕章, 綿田裕孝 , 高木誠, 富野康日己, 今井裕一, 水谷太郎,二木芳人 
【7.代謝性疾患】②肥満合併 2 型糖尿病 
内科外来処方 navi, 2015; 135 
 

25. 三浦正樹, 三田智也, 綿田裕孝    （編集）西村正治, 長谷部直幸, 田尻久雄, 渡辺純夫, 小松則
夫,  益崎裕章, 綿田裕孝 , 高木誠, 富野康日己, 今井裕一, 水谷太郎, 二木芳人 
【7.代謝性疾患】①1 型糖尿病 
内科外来処方 navi, 2015; 134 
 

26. 宮塚健, 綿田裕孝 （編集）井村裕夫, 清野進, 石井秀始 
膵臓β細胞再生研究の現状 
膵島の再生医療―膵β細胞の発生と再生をめぐる新展開―, 2015；108-112  
 

27. 田村好史  （編集）田城孝雄, 内藤久士 
5.運動とメタボリックシンドローム 
健康長寿のためのスポートロジー, 2015; 70-79 
 

28. 田村好史   （編集）田城孝雄, 内藤久士 
6.運動と糖尿病 
健康長寿のためのスポートロジー, 2015; 80-92 
 

29. 加賀英義, 田村好史 （編集）門脇孝, 荒木栄一, 稲垣暢也, 植木浩二郎, 羽田勝計,綿田裕孝 
運動療法 
糖尿病学, 2015; 339-348 
 

30. 加賀英義, 鈴木瑠璃子, 田村好史（編集）清野裕, 門脇孝, 南条輝志男, 大平雅美, 石黒友康, 野
村卓生 
血糖降下のメカニズムとエビデンス 
糖尿病の理学療法, 2015; 82-91 
 

31. 鈴木瑠璃子, 田村好史 （編）齋藤英胤, 木下茂, 斎藤一郎, 堀江重郎, 南野徹, 山田秀和, 米井
嘉一, 葦沢龍人, 新村健 
筋・骨格のアンチエイジングと運動の生理学・生化学 
アンチエイジング医学の基礎と臨床, 2015 
 

32. 頼高朝子、服部信孝 ． 
パーキンソン病・アルツハイマー型認知症、 
コエンザイム Q10 の基礎と応用、編者：日本コエンザイム Q 協会、発行所：丸善プラネット
㈱、発売所：丸善出版（株）、pp 97-104, 2015, 東京  
 

33. 下泰司、服部信孝 
2-①基底核の変性疾患 Pakinson 病、B 変性疾患、 
神経内科 研修ノート（シリーズ監修 永井良三）、 pp 277-280、診断と治療社、2015 年 1
月 5 日、東京 
 

34. 島田和典 
運動と心血管疾患（１）.健康長寿のためのスポートロジー 
NHK 出版. 東京. 93-109; 2015. 
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35. 島田和典 
運動と心血管疾患（２）.健康長寿のためのスポートロジー 
NHK 出版. 東京. 110-123; 2015. 
 

36. 内藤久士  (田城孝雄他 9 名と分担執筆) 
運動と骨格筋, 子どもの体力・運動能力の現状とその課題 
健康長寿のためのスポートロジー, 田城孝雄, 内藤久士  (編), NHK, 2015; pp.180-196, 
pp.243-258. 
 

37. 石島旨章 
運動と運動器疾患(1) -運動と骨粗鬆症- 
健康長寿のためのスポートロジー, 124-147, 放送大学教材, 放送大学教育振興会(発行), 2015
年 3 月(発刊) 
 

38. 石島旨章 
運動と運動器疾患(2) -運動と変形性膝関節症- 
健康長寿のためのスポートロジー, 148-179, 放送大学教材, 放送大学教育振興会(発行), 2015
年 3 月(発刊) 

 
【和文著書 2016年】 
1. 三井田孝 

脂質検査の採血は空腹時それとも非空腹時？―何を測りどう解釈する？―. 
そうだったんだ！脂質異常症―メカニズムがわかれば治療が変わる―. 伊藤 浩（編）, 東京; 
文光堂，2016; 118-123  
 

2. 平山哲 , 三井田孝 
酸化 LDL の計測と問題点.  
そうだったんだ！脂質異常症―メカニズムがわかれば治療が変わる―. 伊藤 浩（編）, 東京; 
文光堂，2016; 84-86 
 

3. 平山哲 , 三井田孝 
small dense LDL, レムナントの存在を血液検査からどう推定する？  
そうだったんだ！脂質異常症―メカニズムがわかれば治療が変わる―. 伊藤 浩（編）, 東京; 
文光堂, 2016; 124-125 
 

4. 平山哲 
第 110 回医師国家試験問題解説書 
第 110 回医師国家試験問題解説書 第１版. 医師国家試験問題解説書編集委員会編, 東京; 医学
評論社，2016; 96, 337, 346, 348, 349 
 

5. 金子和夫 (監訳) 
X 線読影サバイバルガイド（原著第３版） 
医歯薬出版株式会社, 第１版第１刷発行, ２０１７年２月２０日 
 

6. 金子和夫 
第３８章 骨折・脱臼 
標準整形外科;2017:第 13 版:759-830,医学書院 
 

7. 木下真由子, 石島旨章 
Q&A デノスマブ中止後も骨粗鬆症治療は継続する必要はあるのでしょうか 
ファーマナビゲーターシリーズ 抗 RANKL 抗体編, 第 1 版, 408-411, 2016 
 

8. 伊藤宣, 石島旨章 , 岡崎賢 
変形性関節症 
シリーズ・骨の話④ 変形性関節症, ミネルブァ書房, 2017 年 1 月 20 日初版 
 

9. 藤谷与士夫, 綿田裕孝   （編集）寺内康夫, 伊藤裕, 石橋俊 
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膵島アミロイドと膵β細胞 
Annual Review2016 糖尿病・代謝・内分泌, 2016; 5-12, 2016.1 
 

10. 田村好史  （監修）山口徹, 北原光夫（総編集）福井次矢, 高木誠, 小室一成 
糖尿病の運動療法 
今日の治療指針, 2016; 746-747, 2016.1.1 
 

11. 加賀英義, 田村好史  （編集）羽田勝計, 門脇孝, 荒木栄一 
運動療法の効果と実際、注意点 
糖尿病最新の治療 2016-2018, 2016; 101-109, 2016.2.10 
 

12. 登坂祐佳, 綿田裕孝  （編集）伊藤浩, 綿田裕孝 
Q45. α-グルコシダーゼ阻害薬の作用機序と心血管事故予防の臨床エビデンスに関して教え
てください。 
心血管事故を予防するための糖尿病治療戦略 実践のための Q&A, 2016; 176-178, 2016.3.1 
 

13. 田村好史  （編集）細井雅之 
1. 運動療法をまずはやってみよう！ 
魔法の糖尿病患者説明シート, 2016; 168-171, 2016.3.5 
 

14. 鈴木路可, 宮塚健, 綿田裕孝   （編集）寺内康夫, 田島一樹, 近藤義宣 
Q41.TZD 薬の作用機序を教えてください 
糖尿病治療薬クリニカルクエスチョン 120 －多様な薬剤をうまく使いこなすために－, 診断
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Corticobasal Syndrome-Alzheimer's Disease 
4th AOPMC, Pattaya, Thailand, Nov. 28-30, 2014 

 
35. Nakajima A, Shimo Y, Uka T, Hattori N. 

The effect of electrical stimulation of the subthalamic nucleus (STN) or internal part of the 
globus pallidus (GPi) to primate striatal interneurons 
4th AOPMC, Pattaya, Thailand, Nov. 28-30, 2014 

 
36. Moriya S, Hayata T, Suzuki T, Yamada T, Shirakawa J, Kaneko K, Yamamoto T, Ezura Y, 

Noda M 
Administration of PTH and Tob deficiency in mice synergistically enhances the levels of 
both cancellous and cortical bone mass 
ASBMR, Huston,2014 Oct 

 
37. Mukaihara K, Kubota D, Suehara Y, Akaike K, Ishii M, Takagi T, Kohsaka S, Kaneko K, 

Saito T  
Functional analysis of F-actin-capping protein subunit beta in epithelioid sarcomas  
CTOS Annual Meeting, Berlin, October 15-18, 2014 

 
38. Mukaihara K, Kubota D, Suehara Y, Akaike K, Ishii M, Takagi T, Kohsaka S, Kaneko K, 

Saito T  
Protein expression profiling of giant cell tumors of bone treated with denosumab  
CTOS Annual Meeting, Berlin, October 15-18, 2014 

 
39. Naito K, Zemirline A, Sugiyama Y, Igeta Y, Obata H, Obayashi O, Kaneko K, Liverneaux P. 

Distal radius fracture fixation through a mini-invasive volar approach. 
16 ème Réunion de la Societe Franco-Japonaise d’ Orthopedie Fukuoka Sep 
 

40. Obata H, Naito K, Sugiyama Y,Igeta Y, Obayashi O, Kaneko K. 
Irreducible dislocation of the thumb interphalangeal joint due to displaced flexor pollicis 
longus tendon: case report and new reduction technique. 
16 ème Réunion de la Societe Franco-Japonaise d’ Orthopedie Fukuoka Sep 
 

41. Ochi H, Kobayashi H, Baba T, Homma Y, Matsumoto M, Yuasa T, Ogawa S, Kaneko K 
The examination about component position of THA after changing from posterior approach 
to anterior approach 
2014 年 9 月 6 日,16 ème Réunion de la Societe Franco-Japonaise d’ Orthopedie, Fukuoka, 
Sep 

 
42. Onda S, Kanayama M, Hashimoto T, Shigenobu K, Oha F, Iwata A, Tanaka M, Kaneko K    

Perioperative complications of lumbar spine surgery in patients over 85 years. 
41th ISSLS, Seoul, Korea, June 3-7,2014 

 
43. Sadatsuki R, Kaneko H, Futami I, Hada S, K. L. Culley, M. Otero, C. Dragomir, Kinoshita 

M, Liu Litz, Yusp A, Mary B. Goldring, Yamada Y, Arikawa-Hirasawa E, Kaneko K, 
Ishijima M 
Role of perlecan in chondogenic, osteogenic and adipoginic differentiation of synovial 
mesenchymal cells 
OARSI, Paris, France, April, 24-27 2014 

 
44. Saita Y, Kurata K, Sato T, Fukasaku S, Kaneko K, Nemoto M 

Bone turnover markers (BMTs) in the synovial fluid in the patients with severe 
osteoarthritis correlates witih the serum level of BTMs though some patients with 
osteoporosis exhibit mismatched increase of bone resorption activity in synovial fluid 
OARSI, Paris, France, April, 24-27 2014 
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45. Suehara Y, Kohsaka S, Mukaihara K, Kubota D, Akaike K, Ishii M, Kazuno S, Mineki R, 

Fujimura T, Kaneko K, Ladanyi M, Saito T 
Proteomic approaches for defining the protein profiles of EWS/FLi1 in patients with 
Ewing's sarcoma.  
Connective Tissue Oncology Society, 2014 Annual Meeting, October 15-18, 2014, Berlin, 
Germany  

 
46. Sugiyama Y, Naito K, Igeta Y, Obata H, Obayashi O, Kaneko K. 

Treatment strategy for distal radius fractures of arteriovenous shunt forearm in 
maintenance hemodialysis patients. 
16 ème Réunion de la Societe Franco-Japonaise d’ Orthopedie Fukuoka Sep 

 
47. Tsuchiya M, Kurosawa H, Shimura Y, Kaneko H, Liu L, Sadatsuki R,  Yusup 

A, Hada S, Kinoshita M, Makino Y, Sawa M, Iwase Y, Kaneko K, Ishijima M 
Depression complicated with knee osteoarthritis 
OARSI（Osteoarthritis Research Society International）Paris, France April 24-27、2014 

 
48. Yuasa T, Makino Y, Suehara Y, Kaneko K 

PRDX2 as a possible pathologic mediator of hip osteoarthritis revealed by proteomics 
ESCEO2014 Seville, Spain April 2-5 

 
49. 本間康弘、越智宏徳、馬場智規、小林英生、松本幹生、湯浅崇仁、金子和夫 

Prevention for the dislocation using Dual Mobility Cup and Anterior Approach: Pitfall and 
its solution. 
16 ème Réunion de la Societe Franco-Japonaise d’ Orthopedie, Fukuoka, Sep、2014 年 9 月 
 

学会発表（国際）2015 年 
 

1. Y. Furukawa, Y. Tamura, K. Takeno, T. Funayama, R. Suzuki, H. Kaga, T. Watanabe, Y. 
Fujitani, R. Kawamori, H. Watada. 
Potential usefulness of intrahepatic lipid accumulation and liver function tests to identify 
insulin resistance phenotype in non-obese type 2 diabetes. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportlogy, 東京都, 2015.09.12, ポスター 
 

2. T. Funayama, Y. Tamura, K. Takeno, M. Kawaguchi, T. Watanabe, H. Kaga, Y. Furukawa, 
R. Suzuki, R. Yamamoto,S. Kakehi, Y. Fujitani, R. Kawamori, H. Watada. 
Role of exercise intensity on intramyocelluar lipid level after exercise in subjects with 
moderate insulin resistance. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportlogy, 東京都, 2015.09.12, ポスター 
 

3. S. Ikeda, Y. Tamura, S. Kakehi, R. Kawamori, H. Watada. 
Exercise-induced transient increase in IL-stimulates GLUT4 expression and enhances 
insulin sensitivity in mouse skeletal muscle.  
The 2nd Congress, International Academy of Sportlogy, 東京都, 2015.09.12, ポスター 
 

4. S. Kakehi, Y. Tamura, K. Takeno, Y. Sakurai, M. Kawaguchi,T. Watanabe, T. Funayama, F. 
Sato, S. Ikeda, A. Kanazawa, Y. Fujitani, R. Kawamori, H. Watada. 
Intramyocellular lipid accumulation after high-fat diet is associated with the gene 
expression involved in lipid metabolism in skeletal muscle of non-obese men. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportlogy, 東京都, 2015.09.12, ポスター 
 

5. K. Shimoji, Y. Tamura, T. Uka, M. Hori, K. Kamagata, H. Watada, R. Kawamori, S. Aoki 
What we learned from brain MR study from the Sportlogy project. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportlogy, 東京都, 2015.09.12, ポスター 
 

6. H. Watada. 
Etiology of insulin resistance in non-obese subjects -Juntendo Sportology Center core 
study-. 
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The 2nd Congress, International Academy of Sportlogy, 東京都, 2015.09.12, 口演 
 

7. T. Mita, N. Katakami, I. Simomura, H. Watada. 
The Study of Preventive Effects of Alogliptin on Diabetic Atherosclerosis (SPEAD-A). 
American Diabetes Association 75th  scientific sessions(ADA),  Boston(USA), 
2015.6.5-9(2015.6.8), ポスター 
 

8. A.Hara, Y. Fujitani, T. Ogihara, T. Miyatsuka, H. Watada. 
Human IAPP impairs the success of islet transplantation. 
51st EASD Annual Meeting, Stockholm（Sweden）, 2015.9.14-18(2015.9.15), ポスター 

 
9. K Kamagata, M Hori, A Nishikori, K Tsuruta, A Okuzumi, T Hatano, K Kamiya, N Hattori, 

S Aoki 
High-resolution Neurite Orientation Dispersion and Density Imaging in the substantia 
nigra of de novo Parkinson disease 
ISMRM 23rd Annual Meeting & Exhibition: 30 May - 05 June 2015: Toronto, Canada. 
 

10. Akifumi Hagiwara, Christina Andica, Masaaki Hori, Saori Shiota, Mariko Yoshida, Kanako 
Sato, Yuko Adachi, Kanako Kumamaru, Michimasa Suzuki, Atsushi Nakanishi, Misaki 
Nakazawa, Kouhei Tsuruta, Shigeki Aoki 
Contrast-enhanced Synthetic MRI for the Detection of Brain Metastases 
10th AOCNR：5-7 Nov, 2015：Fukuoka, Japan 
 

11. Masaaki Hori, Ryuji Nojiri, Katsutoshi Murata, Yuichi Suzuki, Koji Kamagata, Mariko 
Yoshida, Kouhei Tsuruta, Keiichi Ishigame, Shigeki Aoki 
Optimization of Spinal Cord NODDI Protocol with Multi-band EPI for Clinical Use 
ISMRM 21nd annual meeting: 30 May-5 Jun 2015: Toronto, Ontario, Canada. 
 

12. K.Tsuruta, R.Irie, M.Hori, I.Fukunaga, Y.Masutani, K.Kamiya, A.Nishikori, M.Yoshida, 
M.Suzuki, M.Miyajima, M.Namajima, K.Kamagata, H.Arai, A.Nakanishi, S.Aoki, A.Seno 
Neurite Orientation Dispersion and Density Imaging could show the microstractual 
changes of Cortico-Spinal Tract in patients with Idiopathic Normal Pressure 
Hydrocephalus 
ISMRM 23rd annual meeting: 30 May-5 June 2015: Tronto，Ontario，Canada． 
 

13. Kouhei Kamiya, Yuichi Suzuki, Shiori Amemiya, Naoto Kunii, Kensuke Kawai, Harushi 
Mori, Akira Kunimatsu, Nobuhito Saito, Shigeki Aoki, Kuni Ohtomo 
Machine learning approach for lateralization of temporal lobe epilepsy utilizing DTI 
structural connectome 
ISMRM 23rd annual meeting: 30 May-5 June 2015: Tronto, Ontario, Canada. 
 

14. Kouhei Kamiya, Yuichi Suzuki, Shota Tanaka, Akitake Mukasa, Masaaki Hori, Harushi 
Mori, Akira Kunimatsu, Nobuhito Saito, Shigeki Aoki, Kuni Ohtomo 
Discrimination between tumor-infiltration and vasogenic edema using non-gaussian 
diffusion MRI techniques: preliminary experience 
ISMRM 23rd annual meeting: 30 May-5 June 2015: Tronto, Ontario, Canada. 
 

15. Kanako Sato, Koji Kamagata, Ryuji Sakakibara, Hitoshi Terada, Shigeki Aoki 
Neurite orientation dispersion and density imaging in patients with spinocerebellar ataxia 
type 6 
21st Annual Meeting of the Organization for Human Brain Mapping: 14-18 June 2015: 
Honolulu, Hawaii. 
 

16. Christina Andica、Akifumi Hagiwara, Masaaki Hori, Saori Shiota, Mariko Yoshida, Kanako 
Sato, Yuko Takahashi, Kanako Kumamaru, Michimasa Suzuki, Atsushi Nakanishi, Misaki 
Nakazawa, Kouhei Tsuruta, Shigeki Aoki 
Synthetic MRI: an old concept becomes practical 
10th AOCNR：5-7 Nov, 2015：Fukuoka, Japan 
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17. A Nishikori, K Tsuruta, K Kamagata, T Hatano, A Okuzumi, M Hori, M Suzuki, S Aoki, A 
Seno 
Detection of Microstructural Changes of Nigra-Striatum Dopaminergic Neurons in 
Parkinson's Disease using High Resolution DWI 
ISMRM 23rd Annual Meeting & Exhibition: 30 May - 05 June 2015: Toronto, Canada. 
 

18. Masaki Katsura, Yuichi Suzuki, Akihiro Kasahara, Harushi Mori, Akira Kunimatsu, 
Yoshitaka Masutani, Masaaki Hori, Shigeki Aoki, and Kuni Ohtomo 
Non-Gaussian diffusion weighted imaging for assessing degenerative changes in 
intervertebral disc composition 
ISMRM 21nd annual meeting: 30 May-5 Jun 2015: Toronto, Ontario, Canada. 
 

19. Hattori N, Funayama M.   
Clinicogenetic study of CHCHD2 in patients with autosomal dominant familial Parkinson's 
disease 
Poster, XXII World Congress of Neurology, Casa Piedra, Centro de Eventos, Congresos y 
Exhibiciones, World Congress of Neurology 2015- Nov. 1, 2015, Santiago, Chili 
 

20. Funayama M, Hattori N.   
Symposium "At the Bench": CHCHD2 is novel gene for autosomal dominant Parkinson's 
disease, -Neurodegenerative disorders in cells to animals-,  
10th Annual Genetic Epidemiology of Parkinson's Disease Consortium (GEO-PD), 
Roppongi Academyhills 49, Oct. 2, 2015, Tokyo  
 

21. Sato S, Hattori N.  
Symposium "At the Bench": Pathological perspective on autophagy lysosome pathway in 
Parkinson's disease, -Neurodegenerative disorders in cells to animals-,  
10th Annual Genetic Epidemiology of Parkinson's Disease Consortium (GEO-PD), 
Roppongi Academyhills 49, Oct. 2, 2015, Tokyo  
 

22. Takanashi M, Hattori N.   
Hot Topic: Neuropathology of PINK1 homozygous mutation: Lewy-independent nigral 
degeneration resembling parkin mutation,  
10th Annual Genetic Epidemiology of Parkinson's Disease Consortium (GEO-PD), 
Roppongi Academyhills 49, Oct. 2, 2015, Tokyo  
 

23. Yoritaka A, Hattori N,  
The Hydrogen Water Parkinson Study Group. Poster Session 2, Randomized double-blind, 
placebo-controlled multi-center trial for determining effi cacy of molecular hydrogen water 
for Parkinson’s disease, baseline characteristics,  
XXI World Congress on Parkinson’s Disease and Related Disorders, Dec 8, 2015, Milan, 
Italy 
 

24. Miyamoto N, Tanaka R, Ueno Y, Watanabe M, Tanaka Y, Shimada Y, Kuroki T, Yamashiro 
K, Hattori N, Urabe T.  
Analysis for usefulness of WORSEN score; the predicting score for the deterioration of 
acute ischemic stroke.  
International Stroke conference, 2015. Feb.10-13, 2015, Nashville, Texas, USA 
 

25. Hatano T, Saiki S, Okuzumi A, Hattori N.  
Identification of novel biomarkers for Parkinson’s disease by metabolomics technologies, 
19th International Congress of Parkinson's Disease and Movement Disorders, June 14-18, 
2015, San Diego, CA, USA 
 

26. Jo T, Oyama G, Yoshimi K, Sato S, Danjo T, Uemura A, Shimo Y, Hattori N.  
Optical neuromodulation of nigrostriatal pathway, 
19th International Congress of Parkinson's Disease and Movement Disorders, June 14-18, 
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2015, San Diego, CA, USA 
 

27. Fukae J, Yanamoto S, Fujioka S, Hatano T, Mori A, Nomi T, Fukuhara K, Hattori N, Tsuboi 
Y.  
Relationship between serum uric acid concentration and disease progression in multiple 
system atrophy,  
19th International Congress of Parkinson's Disease and Movement Disorders, June 14-18, 
2015, San Diego, CA, USA 
 

28. Satake W, Ando Y, Suzuki M, Tomiyama H, Nagai Y, Kashihara K, Murayama S, Mochizuki 
H, Nakashima K, Hasegawa K, Takeda A, Wada K, Tsuji S, Yamamoto M, Murata M, 
Hattori N, Toda T.  
Exome association study and 2nd SNP-GWAS of Japanese Parkinson’s disease  
19th International Congress of Parkinson's Disease and Movement Disorders, June 14-18, 
2015, San Diego, CA, USA 
 

29. Sai E, Shimada K, Yokoyama T, Sato S, Nishizaki Y, Miyazaki T, Hiki M, Tamura Y, Aoki S, 
Watada H, Kawamori R, Daida H. 
Myocardial Triglyceride Content in Patients with Left Ventricular Hypertrophy: 
Comparison between Hypertensive Heart and Hypertrophic Cardiomyopathy. 
SCMR/Euro CMR Meetings 2015, Nice France, 2015.2.5. 
 

30. Shiozawa T, Shimada K, Sekita G, Hayashi H, Tabuchi H, Yamagami S, Suwa S, Sumiyoshi 
M, Nakazato Y, Daida H. 
Is Watching National Team Matches in World Cup Soccer 2014 on TV associated with 
Increasing Ventricular Arrhythmia? 
EuroPREVENT 2015.5.15. Lisbon. Portogal. 
 

31. Tadaki S, Sakata Y, Miyata S, Asakura M, Shimada K, Yamamoto T, Kadokami T, Yasuda 
S, Miura T, Ando S, Yano M, Kitakaze M, Daida H, Shimokawa H. 
Prognostic Impacts of Metabolic Syndrome in Patients with Chronic Heart Failure -A 
Multicenter Prospective Cohort Study. 
American Heart Association Scientific Session 2015. 9 Nov, 2015. Orlando. 
 

32. Takahashi S, Shimada K, Miyauchi K, Sai E, Miyazaki T, Shiozawa T, Tamura H, Okazaki 
S, Isoda K, Daida H. 
Low and Exacerbated Levels Of 1,5-anhydroglucitol are Associated with Cardiovascular 
Events in Patients After First-time Elective Percutaneous Coronary Intervention. 
American Heart Association Scientific Session 2015. 9 Nov, 2015. Orlando. 
 

33. Akita K, Isoda K, Sato-Okabayashi Y, Ishii Y, Shimada K, Daida H. 
Increased Atherosclerosis in the Lack of IkBNS in LDL Receptor-deficient Mice is 
Associated with Increased Interleukin-6 Production by Macrophages. 
American Heart Association Scientific Session 2015. 8 Nov, 2015. Orlando. 
 

34. Tsuzuki T, Nakamoto H, Kobayashi H, Goto S, Ichinoseki-Sekine N, Naito H. 
Elevated oxidative stress in type 2 diabetic OLETF rat liver. 
Experimental Biology 2015, Boston, MA. March 28-April 1, 2015 
 

35. Yoshihara T, Machida S, Kurosaka Y, Kakigi R, Ichinoseki-Sekine N, Tsuzuki T, Takamine 
Y, Sugiura T, Naito H. 
Immobilization-induced rat skeletal muscle atrophy enhances histone modification 
through HDAC4. 
Experimental Biology 2015, Boston, MA. March 28-April 1, 2015 
 

36. Takamine Y, Ichinoseki-Sekine N, Yoshihara T, Tsuzuki T, Machida S, Naito H. 
Effect of long-term voluntary running on bone tissue in mice. 
Experimental Biology 2015, Boston, MA. March 28-April 1, 2015 
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37. Ichinoseki-Sekine N, Tsuzuki T, Yoshihara T, Takamine Y, Kobayashi H, Naito H. 
Effects of long-termvoluntary exercise on the respiratory muscles in young type 2 diabetic 
rats. 
Experimental Biology 2015, Boston, MA. March 28-April 1, 2015 
 

38. Ozaki H, Natsume T, Abe T, Machida S, Naito H. 
Effect of neuromuscular electrical stimulation with blood flow restriction on muscle size 
and strength. 
The American College of Sports Medicine 62th Annual Meeting, San Diego, USA, May 
26-30, 2015 
 

39. Kawanishi N, Naito H, Shuichi Machida S. 
Role Of Toll-like Receptor 4 In Cast Immobilization-induced Muscle Atrophy. 
The American College of Sports Medicine 62th Annual Meeting, San Diego, USA, May 
26-30, 2015 
 

40. Kitada T, Kawai S, Nakamura A, Sakuma K, Machida S, Naito H. 
Lower Limb and Respiratory Muscle Oxygenation During 800-m Running. 
The American College of Sports Medicine 62th Annual Meeting, San Diego, USA, May 
26-30, 2015 
 

41. Pengyu D, Naito H. 
Longitudinal change in physical activity of children in Hunan, China. 
The 20th Annual Congress of European College of Sports Science, Malmo, Sweden, June 
24-27, 2015 
 

42. Ishihara Y, Naito H, Sakamoto A, Ozaki H, Yoshimura M. 
Relationship between aerobic fitness and match activity profiles of Japanese young soccer 
referees.  
The 20th Annual Congress of European College of Sports Science, Malmo, Sweden, June 
24-27, 2015 
 

43. Ozaki H, Nakagata T, Natsume T, Machida S, Naito H. 
The effect of the combination of increased physical activity with walking with blood flow 
restriction on leg muscle thickness and walking performance in older adults.  
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

44. Nakagata T, Ozaki H, Machida S, Ishibashi M, Naito H.  
The effects of exercise training combined increase physical activity with walking with blood 
flow re-striction on locomotive syndrome risk test parameters in the elderly adults. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

45. Kitada T, Ozaki H, Nakagata T, Ishibashi M, Machida S, Naito H. 
Effect of exercise intervention on locomotive syndrome in Japanese elderly. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

46. Ishihara Y, Ozaki H, Nakagata T, Ishibashi M, Machida S, Naito H. 
Relationship between locomotive syndrome risk test parameters and physical activities in 
elderly people. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

47. Yoshihara T, Ozaki H, Nakagata T, Natsume T, Machida S, Naito H. 
Assessment of a University-Based Exercise Program for Locomotive and Metabolic 
Syndrome in the elder-ly people.  
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

48. Natsume T, Ozaki H, Nakagata T, Machida S, Naito H. 
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Acute changes in blood lactate concentration, muscle thickness and strength after walking 
with blood flow restriction in older adults. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

49. Pengyu D, Ishihara Y, Naito H. 
Physical activity of children and adolescents in medium city in China.  
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

50. Kakigi R, Watanabe M, Naito H, Iesaki T, Okada T. 
A bout of acute exercise attenuates cardiac dysfunction after ischemia/ reperfusion in 
isolated rat heart. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

Suzuki K, Naito H, Govindasamy BALASEKARAN, Jong Kook SONG, Yiing Mei LIOU, 
Dajiang LU, Bee Koon POH, Kallaya KIJBOONCHOO, Stanley Sai-chuen HUI. 
Japanese adolescents are the most physically fit and active in East and Southeast Asia. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

51. Naito H, Fuku N, Zenpo H, Miyamoto-Mikami E, Kikuchi N, Murakami H, Miyachi M. 
Polymorphism in the CNTF receptor gene is associated with elite Japanese endurance 
athlete status: a case-control study. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

52. Tsuzuki T, Yoshihara T, Ichinoseki-Sekine N, Takamine Y, Kakigi R, Kobayashi H, Naito H. 
Effects of exercise before development of type 2 diabetes on glucose and lipid metabolism 
remain partly following exercise cessation in OLETF rats.  
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

53. Sakamoto A, Naito H, Chow CM. 
Hyperventilation-induced respiratory alkalosis increases the number of repetitions able to 
be performed during resistance training. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

54. Takamine Y, Yoshihara T, Ichinoseki-Sekine N, Naito H. 
Effects of treadmill running on bone density and strength in young mice. 
The 2nd Congress, International Academy of Sportology, Tokyo, Japan, September 12, 2015 
 

55. Ozaki H, Kitada T, Machida S, Naito H, Katamoto S.  
Cycling inhibits age-related decreases in muscle thickness of the lower extremities and 
maximum oxygen uptake. 
2015 ASICS Sports Medicine Australia Conference, Gold Coast, Australia, October 21-24, 
2015 
 

56. Suzuki K, Naito H, Stanley Sai-chuen Hui, Govindasamy Balasekaran, Jong Kook Song, 
Yiing Mei Liou, Dajiang Lu, Bee Koon Poh, Kallaya Kijboonchoo. 
School Sports Club Promotion Reduces Physically Unfit and Inactive Adolescents: The 
Asia-fit Study. 
2015ASICS Sports Medicine Australia Conference, Gold Coast, Australia, October 21-24, 
2015 
 

57. Sakamoto A, Naito H, Chow CM. 
Hyperventilation-induced respiratory alkalosis increases the number of repetitions to be 
able to per-form during resistance training. 
2015ASICS Sports Medicine Australia Conference, Gold Coast, Australia, October 21-24, 
2015 
 

58. Kitada T, Ozaki H, Nakagata T, Ishibashi M, Ishihara Y, Yoshihara T, Natsume T, Machida 
S, Naito H. 
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Effects of 6-month exercise intervention program on locomotive syndrome risk test scores 
in Japanese el-derly. 
The 20th Shizuoka Forum on Health and Longevity, Shizuoka, Japan, October 30-31, 2015 
(Poster Presentation Award) 
 

59. Ozaki H, Ozaki M, Machida S, Naito H.  
The changes of muscle and subcutaneous fat thicknesses in an infant for a year after birth. 
The 20th Shizuoka Forum on Health and Longevity, Shizuoka, Japan, October 30-31, 2015 
(Poster Presentation Award) 
 

60. 張碩文, 吉原利典, 高嶺由梨, 町田修一, 内藤久士 . 
不同時間點實施運動對於肌肉萎縮後恢復期的自體吞噬(Autophagy)的影響 
2015 年體育運動學術團體聯合年會暨學術研討會, 台湾, December 5-6, 2015 
 

61. Yumiko Motoi, MD, PhD,1,2 Yuko Hara, PhD,1  Keigo Hikishima, PhD,3,4 Hiroshi 
Mizuma, PhD,5 Hirotaka Onoe, PhD,5 Shin-Ei Matsumoto, PhD,1 Montasir Elahi, 
PhDHideyuki Okano, MD, PhD,3, 6 Shigeki Aoki, MD, PhD,7 Nobutaka Hattori, MD, 
PhD1,2 
Selective involvement of the Septo-hippocampal fiber tract and upregulation of 
acetylcholinesterase in tauopathy model mice.  
Society for Neuroscience October 17-21 Chicago 
 

62. Takahashi S, Shimada K, Miyauchi K, Sai T, Miyazaki T, Shiozawa T, Tamura S, Okazaki 
S, Isoda K, Daida H 
Impact of low serum levels of 1,5-anhydroglucitol on cardiovascular events in patients after 
first-time elective percutaneous coronary intervention. 
ESC congress 2015, London, 29-31/8/2015 
 

63. Ryo Naitoh, Katsumi Miyauchi, Hirokazu Konishi, Shuta Tsuboi, Manabu Ogita, Takatoshi 
Kasai, Hiroshi Tamura, Shinya Okazaki, Kikuo Isoda, Hiroyuki Daida 
Gender difference in 5-year clinical outcomes following percutaneous coronary 
intervention. 
ESC congress 2015, London, 29-31/8/2015 
 

64. Koji Akita, Kikuo Isoda, Hiroyuki Daida 
Interleukin-1receptor antagonist contributes to the suppression of both angiotensin 
II-induced hypertention and organ damage. 
ESC congress 2015, London, 29-31/8/2015 
 

65. Ryo Naitoh, Katsumi Miyauchi, Hirokazu Konishi, Shuta Tsuboi, Manabu Ogita, Takatoshi 
Kasai, Hiroshi Tamura, Shinya Okazaki, Kikuo Isoda, Hiroyuki Daida 
Temporal trends in clinical features and outcomes in the elderly following percutaneous 
coronary intervention. 
ESC congress 2015, London, 29-31/8/2015 
 

66. Koji Akita, Kikuo Isoda, Yayoi Sato-Okabayashi, Yuko Ishii, Kazunori Shimada, Hiroyuki 
Daida 
Increased atherosclerosis in the lack of IkBNS in LDL receptor-deficient mice is asociated 
with increased interleukin-6 production by macrophages 
AHA Scientific Session 2015, Orlando, USA, 7-11/11/2015 
 

67. Shuhei Takahashi, Kazunori Shimada, Katsumi Miyauchi, Eiryu Sai, Tetsuro Miyazaki, 
Tomoyuki Shiozawa, Hiroshi Tamura, Shinya Okazaki, Kikuo Isoda, Hiroyuki Daida 
Low and exacerbated levels of 1,5-anhydroglucitol are associated with cardiovascular 
events in patients after first-time elective percutaneous coronary intervention 
AHA Scientific Session 2015, Orlando, USA, 7-11/11/2015 
 

68. Shoichiro Yatsu, Takatoshi Kasai, Shoko Suda, Azusa Murata, Takao Kato, Masaru Hiki, 
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Hiroyuki Daida 
Association between periodic leg movements during sleep and clinical outcomes in 
hospitalized patients with systolic heart failure following acute decompensation  
American College of Cardiology Scientific Session 2015,San Diego,USA;2015/3/14-16 
 

69. Shoko Suda, Takatoshi Kasai, Azusa Murata, Shoichiro Yatsu, Takao Kato, Masaru Hiki, 
Hiroyuki Daida 
Influences of sleep-disordered breathing and its treatment by positive airway pressure on 
mortality and rehospitalization in patients with systolic heart failure following acute 
decompensation 
American Thoracic Society 2015 Inernational Conference,Denver, USA;2015-5/16-20 
 

70. Takao Kato, Takatoshi Kasai, Shoko Suda, Masaru Hiki, Azusa Murata, Shoichiro Yatsu, 
Hiroyuki Daida 
Association between periodic leg movements during sleep and clinical outcomes in 
hospitalized patients with systolic heart failure following acute decompensation 
American Thoracic Society 2015 Inernational Conference,Denver, USA;2015-5/16-20 
 

71. Shoko Suda, Takatoshi Kasai, Hiroki Matsumoto, Azusa Murata, Shoichiro Yatsu, Takao 
Kato, Masaru Hiki, Hiroyuki Daida 
Impact of sleep-disordered breathing and its treatment on post-discharge outcomes in 
hospitalized patients with left ventricular systolic dysfunction following acute 
decompensated heart failure  
Eurpoean Society of CardiologyC 2015,London,UK;2015-8/29-9/2 
 

72. Ryo Naito, Takatoshi Kasai, Shoko Suda, Hiroki Matsumoto, Azusa Murata, Shoichiro 
Yatsu, Takao Kato, Masaru Hiki, Hiroyuki Daida 
Influence of sleep-disordered breathing and its treatment on post-discharge outcomes in 
hospitalized patients following acute decompensated heart failure  
14th International Symposium on Sleep and Breathing,Recife, Brazil;2015-10-25-28 
 

73. Takamura: K, Fujimoto S, Kondo T, Kumamaru K, Kawaguchi Y,  Suda S, Matsumori R., 
Kato E, Hiki M, Takase S, Rybicki FJ, Daida H. 
Prognostic Value of Coronary CT Angiography and Coronary Artery Calcium Score 
Performed Before Revascularization. 
第 85 回 AHA orland USA 2015.11 
 

74. Takamura: K, Fujimoto S, Kondo T, Kumamaru K, Kawaguchi Y,  Suda S, Matsumori R., 
Kato E, Hiki M, Takase S, Rybicki FJ, Daida H. 
Prognostic Value of Coronary CT Angiography and Coronary Artery Calcium Score 
Performed Before Revascularization. 
American Heart Association, 88th Scientific Session, Orland, USA 2015.11 
 

75. Naito R, Miyauchi K, Konishi H, Tsuboi S, Ogita M, Dohi T, Kasai T, Tamura H, Okazaki S, 
Isoda K, Daida H.  
Gender difference in long-term clinical outcomes  
following percutaneous coronary intervention during 1984 - 2008 
American College of Cardiology, San Diego, 2015.03.14-16 
 

76. Naito R, Miyauchi K, Shitara J, Endo H, Wada H, Doi S, Konishi H, Tsuboi S, Ogita M, 
Dohi T, Kasai T, Tamura H, Okazaki S, Isoda K, Daida H 
Gender differences in 5-year clinical outcomes following percutaneous coronary 
intervention 
ESC Congress 2015 London, 2015.08.29-09.02 

 
77. Ryo Naito, Takatoshi Kasai, Azusa Murata, Shoichiro Yatsu, Takao Kato, ,Shoko Suda, 

Masaru Hiki, Tetsuro Miyazaki, Hiroyuki Daida 
Impact of sleep-disordered breathing and its treatment on post-discharge outcomes in 
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hospitalized patients with left ventricular systolic dysfunction following acute 
decompensated heart failure 
14th International Symposium on Sleep and Breathing, Brazil, 2015.10.25-28  
 

78. Naito R, Miyauchi K, Shitara J, Endo H, Wada H, Doi S, Konishi H, Tsuboi S, Ogita M, 
Dohi T, Kasai T, Tamura H, Okazaki S, Isoda K, Daida H 
Combined effect of BMI and Renal function on Long-term Clinical Outcomes in the Elderly 
following Percutaneous Coronary Intervention 
AHA 2015 Orland, 2015.11.07-11 

 
79. Le Jiang; Hakuoh Konishi; Hiroyuki Daida  

LR11 PLAYS A PIVOTAL ROLE IN PULMONARY A ARTERIAL HYPERTENSION 
American College of Cardiology 2015.March 
 

80. H. Watada. 
Effect of Islet-derived Zinc on Hepatic Insulin Extraction. 
American Diabetes Association 75th  scientific sessions(ADA), Boston (USA), 
2015.06.05-09, 2015.06.05, 口演 
 

81. M. Kamitani, T. Miyatsuka, M. Miura, T. Ogihara, Y. Fujitani, H. Watada. 
Heterogeneity Of Autophagy Status In Pancreatic β Cells Under Metabolic Stress. 
75th Scientific Sessions American Diabetes Association (ADA), Boston(USA), 2015.6.5-9, 
2015.6.8, ポスター 
 

82. Akaike K, Kurisaki-Arakawa A, Hara K, Suehara Y, Takagi T, Kaneko K, Yao T, Saito T. 
Distinct Clinicopathologic Features Of Nab2-stat6 Fusion Gene Variants In Solitary 
Fibrous Tumor With Emphasis On The Acquisition Of Highly Malignant Potential   
ORS 2015 Annual Meeting, USA, March 28, 2015 
 

83. Akaike K, Suehara Y, Mukaihara K, Kurisaki-Arakawa A, Kubota D, Okubo T,  
Ishii M, Mitomi H, Takahashi M, Takagi T, Kaneko K, Yao T, Saito T. 
KCTD12 MAY BE NEGATIVELY REGULATED BY KIT IN GASTROINTESTINAL 
STROMAL CELL TUMORS   
2015 CTOS Annual Meeting, USA, November 4, 2015 
 

84. Yohei Kobayashi, Yoshitomo Saita, Masashi Nagao, Hiroshi Ikeda, Kazuo Kaneko 
Platelet-rich plasma (PRP) accelerates murine patellar tendon healing through 
enhancement of angiogenesis and collagen synthesis. 
ORS 2015 Annual Meeting, Las Vegas, USA, March 28-31, 2015 
 

85. Yohei Kobayashi, Yoshitomo Saita, Masashi Nagao, Hiroshi Ikeda, Kazuo Kaneko 
Platelet-rich plasma (PRP) accelerates murine patellar tendon healing through 
enhancement of angiogenesis and collagen synthesis 
ISAKOS 2015 Congress in Lyon, France, June 7-11, 2015 
 

86. Midori Ishii, Yoshiyuki Suehara, Keisuke Akaike, Kenta Mukaihara, Daisuke Kubota, 
Taketo Okubo, Tatsuya Takagi, Takashi Yao, Kazuo Kaneko, Tsuyoshi Saito 
Clinicopathological impacts of protein phosphatase 2, regulatory subunit A, alpha 
mutations in gastrointestinal stromal tumors 
ASCO, Chicago, USA, May 29-June 2, 2015 
 

87. Midori Ishii, Yoshiyuki Suehara, Keisuke Akaike, Kenta Mukaihara, Daisuke Kubota, 
Taketo Okubo, Tatsuya Takagi, Takashi Yao, Kazuo Kaneko, Tsuyoshi Saito 
CLINICOPATHOLOGICAL IMPACT OF PROTEIN PHOSPHATASE 2, REGULATORY 
SUBUNIT A, ALPHA MUTATIONS IN GASTROINTESTINAL STROMAL TUMORS 
CTOS, Salt Lake City, USA, November 4-7, 2015 
 

88. Midori Ishii, Yoshiyuki Suehara, Keisuke Akaike, Kenta Mukaihara, Daisuke Kubota, 
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Taketo Okubo, Tatsuya Takagi, Takashi Yao, Kazuo Kaneko, Tsuyoshi Saito 
Clinicopathological and functional analyses of protein phosphatase 2, regulatory subunit A, 
alpha mutations in gastrointestinal stromal tumors 
ESMO-ASIA, Singapore, December 18-21, 2015 
 

89. M Kinoshita, H Kaneko, L Liu, R Sadatsuki, S Hada, K Shimura, A Yusup, I Futami, Y 
Tamura, H Watada, K Kaneko, M Ishijima 
THE LOWER CARTILAGE SYNTHESIS, BUT NOT HIGHER CARTILAGE 
DESTRUCTION, IS ASSOCIATED WITH THE KNEE JOINT SPACE WIDTH IN MEN IN 
EARLY FORTIES WITHOUT KNEE PAIN 
第 25 回 OARSI 2015、Seattle USA、2015 年 5 月 2 日 
 

90. M Kinoshita, M Ishijima, Y Sakamoto  ,H Nojiri, H Kaneko, L Liu, R Sadatsuki, S Hada, 
K Kaneko 
The serum levels of calcium required for the increase in bone mineral density by the 
combination therapy of bisphosphonate and active vitamin D3 analog for the treatment of 
osteoporosis 
第 37 回 ASBMR 2015、Seattle USA、2015 年 10 月 11 日 
 

91. Hiromitsu Takano, Ikuho Yonezawa, Takatoshi Okuda, Yukitoshi Shimamura, Kei 
Yoshikawa, Tatsuya Sato, Kazuo Kaneko 
The spontaneous improvement of the cervical kyphosis in eosinophilic granuloma. A case 
report with long-term follow-up 
31st Annual Meeting of the Cervical Spine Research Society, London, May26-28, 2015 
 

92. Kubota D., Kobayashi K., Tanzawa Y., Mukaihara K., Suehara Y., Kaneko K., Kawai A 
Functional outcome of total femoral endoprosthetic replacement following excision of bone 
and soft tissue sarcomas 
ISOLS2015, Orland, 2015 Oct 6-10 
 

93. Kubota D., Mukaihara K., Takagi T., Suehara Y., Kaneko K. 
DISCOVERY OF TARGETABLE TYROSINE KINASES AND ANTI-TUMOR ACTIVITY 
OF TYROSINE KINASE INHIBITORS IN ALVEOLAR SOFT PART SARCOMA 
CTOS2015, Salt lake city, Utah, 2015 Nov 4-7 
 

94. Kubota D., Suehara Y., Kobayashi K., Kanko K., Kawai A., Kondo T. 
Chemo-responsiveness predictive biomarker discovery for osteosarcoma using 
microRNA-microarray, ESMO ASIA 2015, Singapore, 2015 Dec. 
ESMO ASIA 2015, Singapore, 2015 Dec 18-21 
 

95. Shimura Y, Kurosawa H, Tsuchiya M, Kaneko H, Liu L, Sadatsuki R, Hada S, Kinoshita M, 
Yusup A, Kaneko K, Ishijima M 
The exercise therapy decreases the serum interleukin-6 levels in patients with knee OA 
OARSI2015, 2015 年 4-5 月, Seattle, USA 
 

96. Tsuchiya M, Kurosawa H, Shimura Y, Kaneko H, Liz L, Sadatsuki R, Yusup A, Hada S, 
Kinoshita M, Makino Y, Sawa M, Iwase Y, Kaneko K, Ishijima M 
The influential factors for the depressive state in patients with knee osteoarthritis 
OARSI2015, 2015 年 4-5 月, Seattle, USA 
 

97. Kameda S, Tanaka Y, Kumai T, Taniguchi A, Kurokawa H, Ohara K, Tomiwa K, Nozawa M, 
Kaneko K, Takakura Y 
Radiographic features of atraumatic osteochondral lesion of the talus 
International congress on cartilage repair of the ankle, Seoul, Korea, April 28-29, 2015 
 

98. Kanazawa H, Maruyama Y, Osawa A, Satou K, Shitoto K, Kaneko K:  
Increased risk of Osteoarthritis after Anterior Cruciate Ligament Reconstruction with 
hamstrings autograft - Long term follow up.  
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12th  Congres of Association France Japan Orthopadie, San malo，France, June 6, 2015 
 

99. Osawa A, Urayasu, Yuichiro Maruyama,Kazuo Kaneko 
AN EXAMINATION OF GROWTH FACTOR LEVELS IN PLATELET-RICH PLASMA 
AND CORRELATIONS WITH AGE, GENDER, PLATELET COUNT, AND DHEAS 
2015 World Congress on Osteoarthritis, being held April 30 - May 3, 2015 at the 
Washington State Convention Center 
 

100. Osawa A, Urayasu, Yuichiro Maruyama,Kazuo Kaneko 
An Examination of Growth Factor Levels in Platelet-rich Plasma and Correlations with 
Age, Gender, Platelet Count, and DHEAS 
10th Biennial ISAKOS Congress • Lyon, France • June 7-11, 2015 
 

101. Yuasa T, Yamakawa J, Maezawa K, Kaneko K 
Prospective study on antimicrobial prophylaxis in total hip arthroplasty.  
16th EFFORT Prague, Czech. May 27-29. 
 

102. Yuji Takazawa, Hiroshi Ikeda, Yoshitomo Saita, Muneaki Ishijima, Haruka Kaneko, 
Shinnosuke Hada, Yohei Kobayashi, Ryo Sadatsuki , Kazuo Kaneko 
Clinical Results After Revision ACL Reconstruction With Patellar Tendon Autograft 
10th ISAKOS Congress, June 7-11, 2015, , Lyon, France 
 

103. Yasuhiro Homma, Tomonori Baba, Hideo Kobayashi, Hironori Ochi, Mikio Matsumoto, 
Takahito Yuasa, Kazuo Kaneko 
Benefit And Risk In The Prevention For Dislocation With Dual Mobility Cup Combined 
With Anterior Approach For Primary Total Hip Arthroplaty 
16th EFFORT Congress, Prague, 2015.5.27 
 

104. Yasuhiro Homma, Tomonori Baba, Hideo Kobayashi, Hironori Ochi, Mikio Matsumoto, 
Takahito Yuasa, Kazuo Kaneko 
The Importance Of Soft Tissue Stabilizer Of The Hip: Learning From 3 Catastrophic 
Failures Of Rapid Osteoarthritis Development After Hip Arthroscopy. 
16th EFFORT Congress, Prague, 2015.5.29 
 

105. Yasuhiro Homma, Tomonori Baba, Hideo Kobayashi, Hironori Ochi, Mikio Matsumoto, 
Takahito Yuasa, Kazuo ＫＡＮＥＫＯ 
Benefit And Risk In The Prevention For Dislocation With Dual Mobility Cup Combined 
With Anterior Approach For Primary Total Hip Arthroplaty 
13th AFJO, France, Saint malo. 2015.6.5 
 

106. Yasuhiro Homma, Tomonori Baba, Hideo Kobayashi, Hironori Ochi, Mikio Matsumoto, 
Takahito Yuasa, Kazuo Kaneko 
The Importance Of Soft Tissue Stabilizer Of The Hip: Learning From 4 Catastrophic 
Failures Of Rapid Osteoarthritis Development After Hip Arthroscopy. 
13th AFJO, France, Saint malo, 2015.6.5 
 

107. Kaneko H, Ishijima M, Ishibashi M, Sadatsuki R, Hada S, Kinoshita M, Liu L, Yusup A, 
Kobayashi Y, Saita Y, Takazawa Y, Ikeda H, Kaneko K 
Development of a novel miniaturized motion capture technology to assess gait of 
outpatients with knee osteoarthritis in the clinical setting 
OARSI2015, 2015 年 4-5 月, Seattle, USA 
 

108. Kinoshita M, Kaneko H, Liu L, Sadatsuki R, Hada S, Shimura Y, Tsuchiya M, Yusup A, 
Futami I, Tamura Y, Watada H, R Kawamori, Kaneko K, Ishijima M 
The lower cartilage synthesis, but not higher cartilage destruction, is associated with the 
knee joint space width in men in earkly forties without knee pain 
OARSI2015, 2015 年 4-5 月, Seattle, USA 
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109. Hada S,  Kaneko H, Sadatsuki R, Liu L, Yusup A, Kinoshita M, Futami I, Shimura Y, 

Tsuchiya T, Saita Y, Takazawa Y, Ikeda H, Kaneko K, Ishijima M 
The site-specific associations between the meniscus changes and the osteophyte formations 
in early-stage knee osteoarthritis 
OARSI2015, 2015 年 4-5 月, Seattle, USA 
 

110. Yusup A, Kaneko H, Liu L, Ning L, Sadatsuki R, Hada S, Kinoshita M, Futami I, Shimura 
Y, Tsuchiya T, Saita Y, Takazawa Y, Ikeda H, Kaneko K, Ishijima M 
Bone marrow lesions are associated with local histological synovitis in patients with 
end-stage knee osteoarthritis: A cross-sectional study 
OARSI2015, 2015 年 4-5 月, Seattle, USA 
 

111. R Sadatsuki, H Kaneko, S Hada, M Kinoshita, L Liu, A Yusup, Y Kobayashi, Y Sait, Y 
Takazawa, H Ikeda, K Kaneko, M Ishijima 
4. Medial cartilage lesions detected by 3.0-Tesla MRI are the risk factor for the progression 
of early-stage medial knee osteoarthritis 
OARSI,2015,October,Siattle  
 

112. Liu L, Kaneko H, Kurosawa H, Sadatsuki R, Hada S, Kinoshita M, Yusup A, Shimura Y, 
Tsuchiya T, Futami I, Kobayashi Y, Saita Y, Takazawa Y, Ikeda H, Kaneko K, Ishijima M 
Postoperative mechanical alignment of the lower limb corresponding to the successful 
clinical outcome after total knee arthroplasty (TKA) 
OARSI2015, 2015 年 4-5 月, Seattle, USA 
 

113. Kinoshita K, Ishijima M, Kaneko H, Lui L, Sadatsuki R, Hada S, Yusup A, Nojiri H, 
Sakamoto Y, Kaneko K 
Serum calcium levels required for the increase in bone mineral density by the combination 
therapy of bisphosphonate and active vitamin D3 analog for the treatment of osteoporosis 
OARSI2015, 2015 年 4-5 月, Seattle, USA 
 

114. Hironori Ochi, Tomonori Baba, Yasuhiro Homma, Mikio Matsumoto, Kentaro Futamura, 
Atsuhiko Mogami, Akio Kanda, Itaru Morohashi, Kazuo Kaneko  
New Classification Focusing On Implant Designs Useful For Setting Therapeutic Strategy 
For Periprosthetic Femoral Fractures 
16th EFORT Congress,Prague,May,2015 
 

115. Yoshikawa K, Yonezawa I, Okuda T, Shimamura Y,Takano H, Satho T, Kaneko K 
Analysis Of The Optimum Fixed Angle In Occipitocervical Fusion 
31 th CSRS-ES, London England, May 26-28, 2015 
 

116. Suehara Y, Ishii M, Akaike K, Mukaihara K, Kubota D, Okubo T, Takagi T, Yao T, Kaneko 
K, Saito T.  
Clinicopathological and functional analyses of protein phosphatase 2, regulatory subunit A, 
alpha mutations in gastrointestinal stromal cell tumors. 
European Society For Medical Oncology - ASAIA, December 18 – 21, 2015, Singapore. 
 
 

117. Kim Y, Takagi T, Katagiri H, Suehara Y, Kubota D, Akaike D, Ishii M, Mukaihara K, 
Okubo T, Yazawa Y, Murata H, Takahashi M, Kaneko K, Saito T 
Skeletal metastasis of unknown primary origin at the initial visit: A retrospective analysis 
of 286 cases.  
18th, International Symposium on Limb Salvage; October 6 - 10, 2015, Orlando, Florida, 
US 
 

118. Mukaihara K, Suehara Y, Kubota D, Okubo T, Kohsaka S, Ishii M, Akaike K, Takagi T, 
Kaneko K, Yazawa Y, Saito T. 
Protein Expression Profiling Of Giant Cell Tumors Of Bone Treated With Denosumab. 
18th, International Symposium on Limb Salvage; October 6 - 10, 2015, Orlando, Florida, 
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119. Tanabe Y, Suehara Y, Kim Y, Ishii M, Kawasaki T, Matsuoka J, Akaike K, Mukaihara K, 
Okubo T, Kubota D, Saito  T, Takagi T, Kaneko K 
An outpatient-based survey about the recognition of locomotive syndrome in Tokyo: a 
survey for 3 years.  
2nd Annual Meeting International Academy of Sportology September 12, 2015, Tokyo, 
Japan 
 

120. Suehara Y, Kohsaka S, Mukaihara K, Akaike K, Ishii M, Kubota D, Kazuno S, Mineki R, 
Fujimura T, Kaneko K, Ladanyi M, Saito T. 
Proteomic approaches for defining the protein profiles of EWS/FLi1 in Ewing's sarcomas. 
the 61th Annual Meeting of the Orthopaedic Research Society March 28-31 2015, Las 
vegans USA 

 
【学会発表（国際）2016 年】 
1. Takashi Miida, Toshiyuki Watanabe, Terumichi Nakagawa, Mamoru Yokomura, Masaomi 

Kohno, Taiki Sato, Satoshi Hirayama 
Interindividual differences in free glycerol are dependent on adiposity and fasting status: 
the necessity of glycerol elimination in triglyceride measurement. 
The 5th International Symposium on Chylomicrons and Disease, Boston, USA, November 
9, 2016 
 

2. Kaneko H, Ishibashi M, Arita H, Liu L, Sadatsuki R, Hada S, Kinoshita M, Yusup A, 
Shiozawa S, Takazawa Y, Ikeda H, Kaneko K, Ishijima M 
The variations for the recovery processes of the several parameters those monitor the 
walking ability in patients with end-stage knee osteoarthritis using a novel motion capture 
devices 
OARSI 2016, 2016 年 3 月 31 日-4 月 3 日, Amsterdam, Netherland 
 

3. Hada S, Ishijima M, Kaneko H, Sadatsuki R, Liz L, Kinoshita M, Arita H, Shiozawa J, 
Yusup Y, Y. Takazawa, H. Ikeda, K. Kaneko 
Association between the degeneration and medial radial displacement of the medial 
meniscus on T2 mapping at 3T MRI in patients with early-stage knee osteoarthritis 
OARSI 2016, 2016 年 3 月 31 日-4 月 3 日, Amsterdam, Netherland 
 

4. Kinoshita M, Kaneko H, Sadatsuki, aR. Futami I, Hada S, Arita H, Shiozawa J, 
Hirasawa-Arikawa E, Yamada Y, Kaneko K,  Ishijima M 
Perlecan regulates chondrogenic differentiation from synovial mesenchymal cells via smad 
and MAPK signaling pathways 
OARSI 2016, 2016 年 3 月 31 日-4 月 3 日, Amsterdam, Netherland 
 

5. Liu L, Kaneko H, Sadatsuki R, Hada S, Yusup A, Kinoshita M, Arita H, Shiozawa J, Y 
Saita, Takazawa Y, Ikeda H, Kaneko K, Ishijima M 
Higher bone turnover detected by serum levels of tartrate-resistant acid phosphatase 5b 
(TRACP-5b) is a risk for the radiographic medial knee joint space narrowing in men in 
early forties without knee pain –the three years prospective observational study 
OARSI 2016, 2016 年 3 月 31 日-4 月 3 日, Amsterdam, Netherland 
 

6. Yusup A, Kaneko H, Liu L Hada S, Kinoshita M,  Arita H, Shiozawa J, Saita Y, Takazawa 
Y, Ikeda H, Kaneko K, Ishijima M 
Association between the histological synovitis, subchondral pathologies and synovial 
TGF-β/Smad signaling in patient with end-stage knee osteoarthritis 
OARSI 2016, 2016 年 3 月 31 日-4 月 3 日, Amsterdam, Netherland 
 

7. Shiozawa J,Miyazaki T, Nagayama M, Kaneko H, Hiki M,  Hada S, Kinoshita M, Liu L, 
Arita H, Saita Y, Takazawa Y, Ikeda H, Daida H, Kaneko K, Ishijima M 
Serum polyunsaturated fatty acid (PUFAs) levels as a risk factor for the post-operative 
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development of venous thromboembolism (VTE) in patients with end-stage knee 
osteoarthritis who receiving total knee arthroplasty (TKA) 
OARSI 2016, 2016 年 3 月 31 日-4 月 3 日, Amsterdam, Netherland 
 

8. Shiozawa J,Miyazaki T, Nagayama M, Kaneko H, Hiki M,  Hada S, Kinoshita M, Liu L, 
Arita H, Saita Y, Takazawa Y, Ikeda H, Daida H, Kaneko K, Ishijima M 
Patient-oriented outcome measure for knee osteoarthritis is associated with gait analysis 
data obtained from the novel downsized motion capture technology in patients with the 
end-stage knee osteoarthritis 
OARSI 2016, 2016 年 3 月 31 日-4 月 3 日, Amsterdam, Netherland 
 

9. Arita H, Kaneko H, Ishibashi M, Sadatsuki R, Liu L, Hada S, Kinoshita M, Shiozawa J, 
Takazawa Y, Ikeda H, Kaneko K, Ishijima M 
Pain and symptoms of patients with the medial type of knee OA are exacerbated by the 
development of varus knee deformation 
OARSI 2016, 2016 年 3 月 31 日-4 月 3 日, Amsterdam, Netherland 
 

10. Hada S, Ishijima M, Kaneko H, Liu L, Kinoshita M, Arita H, Shiozawa J, Anwarjan Y, 
Takazawa Y, Ikeda H, Okada Y, Kaneko K 
Medial meniscal extrusion is associated with medial tibial osteophyte development and the 
degeneration of medial meniscus in earlly-stage of knee osteoartheitis 
2016IWOAI, 2016 年 6 月 15-18 日, Oulu, Finland 

 
 

11. Takeno K, Tamura Y, Kakehi S, Funayama T, Furukawa Y, Kaga H, Suzuki R, Someya Y, 
Kawamori R, Watada H. 
Association between Decreased Insulin Clearance and Initial Changes Predisposing toward 
Obesity in Apparently Healthy Men. 
The American Diabetes Association’s 76th Scientific Sessions, New Orleans(USA), 
2016.6.10-14, ポスター 
 

12. Miura M, Miyatsuka T, Matsuoka T, Sasaki S, Fujitani Y, Watada H. 
Inhibition of Stat3 Signal Promotes Acinar-to-Beta Reprogramming. 
The American Diabetes Association’s 76th Scientific Sessions, New Orleans(USA), 
2016.6.10-14, ポスター 
 

13. Sato J, AKanazawa A, Makita S, Hatae C, Komiya K, Shimizu T, Ikeda F, Tamura Y, 
Ogihara T, Mita T, Goto H, Uchida T, Miyatsuka T, Takeno K, Shimada S, Ohmura C, 
Watanabe T, Kobayashi K, Miura Y, Iwaoka M, Hirashima N,Fujitani Y., Watada H. 
The Efficacy and Safety of 130g/day Low-Carbohydrate Diet in Japanese Type 2 Diabetes 
Patients with Poor Glycemic Control. 
The American Diabetes Association’s 76th Scientific Sessions, New Orleans(USA), 
2016.6.10-14(2016.6.11), ポスター 
 

14. Shitara J, Ogita M, Miyauchi K, Wada H, Naito R, Konishi H, Tsuboi S, Dohi T, Kasai T, 
Tamura H, Okazaki S, Isoda K, Suwa S, Daida H 
Association between sustained increase of c-reactive protein (CRP) and long –term 
mortality in patients with coronary artery disease treated with percutaneous coronary 
intervention 
European Society of Cardiology2016・ローマ・2016/8/30 
 

15. Shiozawa T, Shimada K, Sekita G, Miura S, Tabuchi T, Hayashi H, Al Shahi H, Kadoguchi 
T, Sugita Y, Ouchi S, Aikawa T, Takahashi S, Miyazaki T, Fujimoto S, Sumiyoshi M, 
Nakazato Y, Daida H 
Atrial Fibrillation Recurrence After Catheter Ablation is Associated With Left Atrial 
Appendage Volume and Plasma Docosahexaenoic Acid Levels. 
Circulation. 2016;134:A13231 
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16. Koji Akita, Kikuo Isoda, Yayoi Okabayashi, Yuko Ishii, Kazunori Shimada, Hiroyuki Daida 
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原発不明のレニン産生腫瘍と考えレニン阻害薬投与を試みた一例 
第 25 回臨床内分泌代謝 Update, 東京都, 2015.11.27-28(2015.11.28), ポスター 
 

35. 岩下紋子, 小宮幸次, 内田豊義, 鈴木路可, 佐藤元律, 菅野玲,野澤和久, 仲野総一郎, 築根豊, 
小松則夫, 高崎芳成, 綿田裕孝 
診断に苦慮した自己免疫性関節炎合併の高カルシウム血症の一例 
第 25 回臨床内分泌代謝 Update, 東京都, 2015.11.27-28(2015.11.28), 口演 
 

36. 内田豊義, 綿田裕孝 
バセドウ病に対する無機ヨウ素治療 
第 25 回臨床内分泌代謝 Update,  東京都, 2015.11.27-28(2015.11.27),口演 
 

37. 本田彬, 内田豊義, 後藤広昌, 小宮幸次, 竹野景海, 佐藤淳子,河野結衣, 鈴木瑠璃子, 氷室美
和, 藤谷与士夫, 綿田裕孝 
抗甲状腺剤の代替治療で用いる無機ヨード治療の効果と限界に関する検討 
第 88 回 日本内分泌学会学術総会, 東京都, 2015.4.23-25(2015.4.23), ポスター 
 

38. 鈴木路可, 後藤広昌, 内田豊義, 池田富貴, 金澤昭雄,藤谷与士夫, 三井田孝 , 藤原典子, 川崎誠
治,綿田裕孝 
薬剤過敏症候群に合併しリポ蛋白 X 上昇を伴った脂質異常症の１例 
第 25 回臨床内分泌代謝, 東京都, 2015.11-27-28(2015.11.28), 口演 
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39. 綿田裕孝 
アジア人 2 型糖尿病患者に対するインスリン導入療法としてのインスリンリスプロ混合製剤
25 と 50 の比較 
第 58 回日本糖尿病学会年次学術集会, 山口県, 2015.5.21-24(2015.5.23), 口演 
 

40. 綿田裕孝 
経口血糖降下薬の分類と適応 
第 52 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会,神奈川県, 2015.01.24, シンポジウム 
 

41. 綿田裕孝 
臨床応用を見据えた膵β細胞再生研究アップ 
第 49 回日本糖尿病学の進歩, 岡山県, 2015.02.20-21(2015.02.20), シンポジウム 
 

42. 福中彩子, 藤谷与士夫, 深田俊幸, 梶村真吾, 綿田裕孝 
エーラス・ダンロス症候群原因遺伝子 Zip13 を介した脂肪細胞の褐色化制御機構 
第 29 回日本糖尿病・肥満動物学会年次学術集会, 京都府, 2015.02.13-14(2015.02.14), シンポ
ジウム 
 

43. 原朱美, 藤谷与士夫, 荻原健, 宮塚健, 綿田裕孝 
ヒト型 IAPP は膵島移植の成功率を低下させる 
第 88 回日本内分泌学会学術集会, 東京都, 2015.4.23-25(2015.4.23), 若手研究奨励賞（YIA）
審査講演 
 

44. 綿田裕孝 
糖尿病治療をめぐる最近の話題 
第 25 回臨床内分泌代謝 Update, 東京都, 2015.11.27-28(2015.11.28),  モーニングセミナー 
 

45. 澤田亨, 丸藤祐子, 川上諒子, 田村好史 , 津田瞳美, 齋藤光,宮地元彦 
日本人女性における複合運動の実施頻度と糖尿病羅患：症例対照研究 
第 70 回日本体力医学会大会, 和歌山県,  2015.09.18-20(2015.09.20), 口演 
 

46. 田村好史 
健康寿命延伸とスポートロジー 
第 13 回日本フットケア学会年次学術集会, 東京都, 2015.02.14-15(2015.02.14), 口演 
 

47. 田村好史 
糖尿病運動療法の指針 
第 49 回日本糖尿病学の進歩, 岡山県, 2015.02.20-21(2015.02.20),  レクチャー 
 

48. 田村好史 
非肥満者の代謝障害発生メカニズム～細胞内肥満から考える新規アプローチ～ 
第 163 回日本体力医学会関東地方会,  東京都,  2015.02.28, トピックス講演(講演+質疑) 
 

49. 田村好史 
チアゾリジン誘導体と異所性脂肪 
第 36 回日本肥満学会, 愛知県, 2015.10.2-3(2015.10.2), シンポジウム 
 

50. 田村好史 , 筧佐織, 竹野景海, 船山崇 
インスリン抵抗性に関わる生活習慣・退室と異所性脂肪 
第 70 回日本体力医学会大会, 和歌山県, 2015.09.18-20(2015.09.20), シンポジウム 
 

51. 田村好史 , 筧佐織, 竹野景海, 船山崇, 染谷由希 
糖尿病における運動療法の強度の意義と臨床的適応 
第 70 回日本体力医学会大会, 和歌山県, 2015.09.18-20(2015.09.18), シンポジウム 
 

52. 田村好史 
内臓脂肪と異所性脂肪“脂肪筋”から考える運動の役割 
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第 17 回脂質栄養シンポジウム～内臓脂肪をためない生活習慣～, 東京都, 2015.02.21, シンポ
ジウム 
 

53. 田村好史 
健康寿命延伸に対する運動と骨格筋代謝の役割 
第 58 回日本糖尿病学会年次学術集会, 山口県, 2015.5.21-24(2015.5.22), シンポジウム 

 
54. 筧 佐織、田村 好史、池田 真一、加賀 直子、河盛 隆造、綿田 裕孝 

高脂肪・不活動による骨格筋インスリン抵抗性惹起メカニズム 
分子糖尿病学シンポジウム 平成 27 年 12 月 5 日 東京 
 

55. 入江隆介、鶴田航平、堀正明、鈴木通真、鎌形康司、吉田茉莉子、中西淳、神谷昂平、中島円、
宮嶋雅一、青木茂樹 
Neurite orientation dispersion and density imaging を用いた特発性正常圧水頭症の皮質脊髄
路の評価 
第 44 回日本神経放射線学会：2015 年 3 月 6 日～7 日：名古屋 
 

56. 鎌形 康司、榊原 隆次、中塚 智也、堀 正明、鈴木 通真、岸 雅彦、露崎 洋平、舘野 
冬樹、青木 茂樹、寺田 一志 
磁化率強調像による Lewy 小体病におけるニグロソームの評価：ドパミントランスポーター
SPECT との比較 
第 44 回日本神経放射線学会：2015 年 3 月 6 日～7 日：名古屋 
 

57. 鎌形 康司、ケレベール オーレリアン、横沢 俊、大竹 陽介、吉田 茉莉子、鈴木 通真、
堀 正明、越智 久晃、青木 茂樹、平澤 恵理 
透明脳化技術と MRI による微細構造の対比：自閉症マウスと正常マウスにおける初期検討 
第 44 回日本神経放射線学会：2015 年 3 月 6 日～7 日：名古屋 
 

58. 鈴木通真、入江隆介、高野直、鎌形康司、堀正明、吉田茉利子、濱崎望、佐藤秀二、山本宗孝、
大石英則、青木茂樹 . 
サイレント MRA の基礎的検討と臨床応用 
第 44 回日本神経放射線学会：2015 年 3 月 6 日～7 日：名古屋 
 

59. 堀正明、野尻龍二,村田勝俊,鎌形康司,石亀慶一，吉田茉莉子、青木茂樹 
頚髄の neurite orientation dispersion and density imaging：motion probing gradient 数に関
する検討 
第 44 回日本神経放射線学会：2015 年 3 月 6 日～7 日：名古屋 
 

60. 吉田茉莉子, 横山和正 , 錦織瞭, 堀正明, 鎌形康司，鈴木通真, 神谷昂平，下地啓五, 京極伸介, 
青木茂樹 , 服部信孝 
多発性硬化症における潜在性の脳微細構造の変化～NODDI を利用した全脳解析～ 
2015 年 3 月 6 日～7 日：名古屋 
 

61. 神谷昂平、雨宮史織、鈴木雄一、國井尚人、川合謙介、森墾、國松聡、斉藤延人、青木茂樹 、
大友邦. 
DTI-connectome のグラフ理論解析と機械学習の組み合わせによる、側頭葉てんかん焦点側の
識別 
第 44 回日本神経放射線学会：2015 年 3 月 6 日～7 日：名古屋 
 

62. 鎌形康司、波田野琢、鶴田航平、奥住文美、堀正明、鈴木通真、下地啓五、濱崎望、佐藤秀二、
上田亮、服部信孝 、青木茂樹 
拡散テンソル構造的ネットワーク解析を用いたパーキンソン病における脳内ネットワーク変容 
の解明 
第 43 回日本磁気共鳴医学会大会：2015 年 9 月 10 日〜12 日：東京 
 

63. 隈丸加奈子, Bedayat A, Bhivasankar R, Cai T, George E, Imanzadeh A, Hussain Z, Dunne 
R, Hunsaker AR, Rybicki FJ 
肺塞栓 CT レポート内の診断の曖昧さと患者アウトカムの関連解析 
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第 74 回 日本医学放射線学会総会：2015 年 4 月 16 日〜19 日:横浜 
 

64. 隈丸加奈子, Cai T, Mitsouras D, Imanzadeh A, George E, Schultz K, Grant GT, Liacouras 
PC,  Steigner M, Bueno E, Pomahac B, Rybicki FJ 
顔面骨 CT の 3D プリンティングにおける被ばく低減と逐次近似法の検討 
第 74 回 日本医学放射線学会総会：2015 年 4 月 16 日〜19 日:横浜 
 

65. 隈丸加奈子, Hiraku Kumamaru, Brian T. Bateman, Jun Liu, Laurence D. Higgins, Frank J. 
Rybicki, Elisabetta Patorn 
米国大規模入院データベースを用いた股／膝関節置換術後の肺塞栓 CT 利用のばらつきの解
析 
第 74 回 日本医学放射線学会総会：2015 年 4 月 16 日〜19 日:横浜 
 

66. 隈丸加奈子, Saboo S, Cai T, Gonzalez-Quesada C, George E, Hussain Z, Dunne R, Bedayat 
A, Aghayev A, Wake N, Imanzadeh A, Bhivasankar R, Hunsaker AR, Rybicki FJ 
包括的 CT 所見に基づいたスコアリングによる肺塞栓後の死亡予測 
第 74 回 日本医学放射線学会総会：2015 年 4 月 16 日〜19 日:横浜 
 

67. 中西淳、玉本文彦、朝日公一、松波環、柘植大輔、桑鶴良平、青木茂樹 
甲状腺・副甲状腺疾患の機能・形態画像診断 
第 74 回日本医学放射線学会学術集会：2015 年 4 月 16 日～19 日：横浜 
 

68. 川崎英生、熊谷文孝、濱崎望、佐藤秀二、堀正明、青木茂樹 
Synthetic MRI 及び従来法での T1 値 , T2 値の比較検討 
第 43 回日本磁気共鳴医学会大会：2015 年 9 月 10 日〜12 日：東京． 
 

69. 熊谷文孝、鎌形康司、奥住文美、波田野琢、佐藤秀二、濱崎望、川崎英生、鶴田航平、堀正明、
服部信孝、青木茂樹 
fMRI を用いたパーキンソン病患者における両側協調運動時の脳機能活動の変化 
第 43 回日本磁気共鳴医学会大会：2015 年 9 月 10～12 日：東京 
 

70. 佐藤秀二、高野直、川崎英生、濱崎望、熊谷文孝、鈴木通真、芳士戸治義、堀正明、青木茂樹 
静音型 MR angiography における狭窄血管ファントムの描出検討 
第 43 回日本磁気共鳴医学会大会：2015 年 9 月 10 日〜12 日：東京 
 

71. 髙野直、鈴木通真、佐藤秀二、濱崎望、川崎英生、芳士戸治義、山本宗孝、堀正明、大石英則、
青木茂樹 
Silent MRA における 2 種類の頭蓋内ステントの信号強度比の変化 
Advanced CT・MR：2015 年 6 月 6～7 日：軽井沢 
 

72. 髙野直、鈴木通真、佐藤秀二、濱崎望、川崎英生、芳士戸治義、山本宗孝、堀正明、大石英則、
青木茂樹 
Silent MRA における 2 種類の頭蓋内ステントの描出能の検討 
第 43 回日本磁気共鳴医学会大会：2015 年 9 月 10～12 日：東京 
 

73. 髙野直、鈴木通真、山本宗孝、堀正明、大石英則、青木茂樹 
Silent MRA におけるセルデザインの異なる頭蓋内ステントの描出能の検討 
第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会：2015 年 11 月 19～21 日：岡山  
 

74. 濱崎望、堀正明、佐藤秀二、川崎英生、高野直、鈴木由里子、芳士戸治義、青木茂樹 
Reference scan が Multi band に及ぼす影響  
第 43 回日本磁気共鳴医学会大会：2015 年 9 月 10 日〜12 日：東京 
 

75. 福永一星、堀正明、増谷佳孝、濱崎望、佐藤秀二、熊谷文孝、鶴田航平、鎌形康司、鈴木由里
子、伊藤憲之、小美野高志、堂領和彦、芳士戸治義、青木茂樹 
拡散時間が Diffusional kurtosis imaging（DKI）の定量値に与える影響 
日本磁気共鳴医学会大会：2015 年 9 月 10～12 日：東京 
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76. Ryusuke Irie, Michimasa Suzuki, Munetaka Yamamoto, Nao Takano, Yasuo Suga, Masaaki 

Hori, Koji Kamagata, Mariko Yoshida, Hidenori Oishi, Shigeki Aoki 
Magnetic resonance angiography using silent scan after stent-assisted coil embolization for 
posterior circulation aneurysms 
第 74 回日本医学放射線学会総会：2015 年 4 月 16 日～19 日：横浜. 
 

77. 上田亮、鶴田航平、堀正明、錦織瞭、鎌形康司、神谷昂平、下地啓五、吉田茉莉子、萩原彰文、
熊谷文孝、中澤美咲、村田渉、青木茂樹、妹尾淳史 
パーキンソン病患者と健常者の拡散テンソルを用いた connectome の比較 
Advanced CT・MR 2015：2015 年 6 月 6 日：軽井沢 
 

78. 神谷昂平、鈴木雄一、田中将太 、武笠晃丈、堀正明、森墾、國松聡、青木茂樹 、大友邦 
腫瘍周囲の T2WI 高信号域における、DKI・NODDI 定量値の初期検討：腫瘍浸潤 vs 血管原性
浮腫 
第 74 回日本医学放射線学会総会：2015 年 4 月 16 日〜19 日：横浜 
 

79. 高橋(安達)木綿子、池野充、萩原彰文、青木茂樹 
Sensenbrenner 症候群の 1 例 
小児神経放射線研究会：2015 年 11 月 14 日：東京 
 

80. 鶴田航平、鎌形康司、本井ゆみ子 、堀正明、鈴木通真、下地啓五、上田亮、中澤美咲、村田渉、
佐藤秀二、濱崎望、熊谷文孝、服部信孝、青木茂樹、妹尾淳史 
グラフ理論を用いたネットワーク解析による Alzheimer's Disease と Dementia with Lewy 
Bodies の評価 
第 43 回日本磁気共鳴医学会大会：2015 年 9 月 10～12 日：東京 
 

81. 鶴田航平、立花泰彦、神谷昂平、入江隆介、鎌形康司、堀正明、鈴木通真、中西淳、佐藤秀二、
濱崎望、服部信孝 、青木茂樹 、妹尾淳史 
異方性を考慮した拡散尖度画像を推定する手法(eDKI)の臨床応用に関する検討 
第 43 回日本磁気共鳴医学会大会：2015 年 9 月 10～12 日：東京 
 

82. 中澤美咲、鶴田航平、堀正明、萩原彰文、高野直、熊谷文孝、濱崎望、佐藤秀二、川崎英生、
鎌形康司、吉田茉莉子、村田渉、上田亮、青木茂樹 、妹尾淳史 
Synthetic MR の使用経験 
Advanced CT・MR 2015：2015 年 6 月 6 日：軽井沢 
 

83. 中澤美咲、萩原彰文、クリスティナアンディカ、堀正明、鶴田航平、高野直、熊谷文孝、濱崎
望、佐藤秀二、川崎英生、鎌形康司、吉田茉莉子、村田渉、上田亮、青木茂樹 、妹尾淳史 
Synthetic MR の使用経験 
日本磁気共鳴医学会大会：2015 年 9 月 10～12 日：東京 
 

84. 村田渉、鎌形康司、波田野琢、奥住文美、堀正明、鈴木通真、下地啓五、 濱崎望、佐藤秀二、
鶴田航平、中澤美咲、上田亮、服部信孝、青木茂樹、妹尾淳史 
NODDI を用いたパーキンソン病における基底核変性の評価：ドパミントランスポーター 
SPECT との関連 
第 43 回日本磁気共鳴医学会大会：2015 年 9 月 10～12 日：東京 
 

85. 石川 景一、斉木 臣二、古屋 徳彦、山田 大介、今道 洋子、李 元哲、河尻 澄宏、小池 正人、
坪井 義夫、服部 信孝． 
p150glued-Associated Disorders Are Caused by Intrinsic Apoptotic Pathway、[Pe-039] ポス
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181. 棗寿喜, 尾崎隼朗, 吉原利典, 柿木亮, 小林裕幸, 町田修一, 内藤久士 .  
筋電気刺激がヒト骨格筋におけるオートファジーに及ぼす影響. 
第 70 回日本体力医学会, 和歌山, 2015 年 9 月 18-20 日 
 

182. 吉原利典, 柿木亮,都築孝允，張碩文, 棗寿喜, 杉浦崇夫, 内藤久士 . 
若年期の運動習慣がラットヒラメ筋におけるヒストン修飾に及ぼす影響. 
第 70 回日本体力医学会, 和歌山, 2015 年 9 月 18-20 日 
 

183. 中村智洋, 柿木亮, 関根紀子, 小林裕幸, 佐久間和彦, 内藤久士 . 
男性短距離走者の骨格筋における ACTN3 タンパク質発現量. 
第 70 回日本体力医学会, 和歌山, 2015 年 9 月 18-20 日 
 

184. 高嶺由梨, 吉原利典, 都築孝允, 関根紀子, 内藤久士 . 
強制運動または高脂肪食摂取が成長期マウスの発育状態に及ぼす影響. 
第 70 回日本体力医学会, 和歌山, 2015 年 9 月 18-20 日 
 

185. 柿木亮, 吉原利典, 棗寿喜, 関根紀子, 小林裕幸, 町田修一, 内藤久士 .  
タンパク質摂取がヒト骨格筋 mTOR シグナル伝達に及ぼす影響. 
第 70 回日本体力医学会, 和歌山, 2015 年 9 月 18-20 日 
 

186. 杉山康司, 白井友加里, 祝原豊, 朝倉徹, 富田寿人, 辻川比呂斗, 内藤久士 . 
スポーツ活動種目別にみた小、中学生の体力水準の現状と課題. 
第 70 回日本体力医学会, 和歌山, 2015 年 9 月 18-20 日 
 

187. 芝口翼, 杉浦崇夫, 吉原利典, 内藤久士 , 後藤勝正, 大平充宣, 吉岡利忠. 
筋損傷後の異なる温度刺激の組み合わせが再生過程における筋衛星細胞の動態に及ぼす影響. 
第 70 回日本体力医学会, 和歌山, 2015 年 9 月 18-20 日 
 

188. 杉浦崇夫, 芝口翼, 吉原利典, 内藤久士 , 後藤勝正, 吉岡利忠. 
筋損傷後のアイシングと温熱刺激の組み合わせが回復過程におけるミオシン重鎖分子種に及
ぼす影響. 
第 70 回日本体力医学会, 和歌山, 2015 年 9 月 18-20 日 
 

189. 宇田宗弘, 川崎広明, 飯泉恭一, 重永綾子, 馬場猛, 内藤久士 , 吉岡利忠, 山倉文幸. 
骨格筋で新たに見出された分子量の異なるα-アクチンの細胞内局在の検討. 
第 70 回日本体力医学会, 和歌山, 2015 年 9 月 18-20 日 
 

190. 駒野悠太, 三浦裕, 藤原大介, 内藤久士 , 中潟崇, 島田和典 , 代田浩之 . 
ウイルス感染防御機能を制御するプラズマサイトイド樹状細胞に及ぼす運動の影響.  
第 26 回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 神戸, 2015 年 11 月 7, 8 日 
 

191. 膳法浩史, 福典之, 西田裕一郎, 桧垣靖樹, 内藤久士 , 原めぐみ, 田中恵太郎.  
ミトコンドリア由来ペプチド MOTS-ｃアミノ酸置換（K14Q)を生じさせる m.1382A>C 多型
と 2 型糖尿病との関連. 
第 15 回日本ミトコンドリア学会年会, 福井, 2015 年 11 月 19,20 日 
 

192. 尾崎隼朗, 北田友治, 棗寿喜, 安部孝, 内藤久士 , 形本靜夫. 
サイクリング運動は加齢による筋サイズと最大酸素摂取量の低下を抑制する.  
第 28 回日本トレーニング科学会大会, 鹿児島, 2015 年 11 月 14, 15 日 
 

193. 尾崎隼朗, 亀岡舞, 大野佳南子, 今井由佳, 町田修一, 内藤久士 .  
若年女性におけるスクワットジャンプ中の動作スピード及びジャンプ高に月経周期のフェー
ズの違いが与える影響.  
NSCA ジャパンカンファレンス 2015, 東京, 2015 年 12 月 5, 6 日 
 

194. 林徹生， 中山茶千子， 本井ゆみ子， 服部信孝   
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運動障害の目立たない Possible DLB のドパミントランスポーターシンチを用いた臨床解析 
第 56 回日本神経学会学術大会 2015 年 5 月 20 日～23 日 新潟コンベンションセンター 
 

195. 中村亮太， 中山茶千子， 本井ゆみ子， 服部信孝 
ドパミントランスポーターシンチグラフィを用いた原発性進行性失語症の臨床解析 
第 56 回日本神経学会学術大会 2015 年 5 月 20 日～23 日 新潟コンベンションセンター 
 

196. 須田晃充， 中山茶千子， 佐々木芙悠子， 森聡生， 中島明日香， 田中亮太， 久保紳一郎，
本井ゆみ子 ， 服部信孝   
アルツハイマー病患者におけるガランタミンの効果と、有効症例の特徴の検討 
第 56 回日本神経学会学術大会 2015 年 5 月 20 日～23 日 新潟コンベンションセンター 
 

197. 林田有紗， 中山茶千子， 高梨雅史， 本井ゆみ子， 服部信孝   
アルツハイマー病理をもつ皮質基底核症候群と診断された２症例の脳血流分布と神経病理 
第 56 回日本神経学会学術大会 2015 年 5 月 20 日～23 日 新潟コンベンションセンター 
 

198. 松島隆史， 西岡健弥， 山城一雄， 李元哲， 島田佳明， 吉野浩代， 舩山学， 田中亮太， 
本井ゆみ子 ， 服部信孝 
Cliniogenetic study of CADASIL pedigrees with notch3 mutation 
第 56 回日本神経学会学術大会 2015 年 5 月 20 日～23 日 新潟コンベンションセンター 
 

199. 本井ゆみ子 , エラヒモンタシル， ハッサンザフラル， 松本信英， 服部信孝 
Neuroinflammation Associated with the Regional Difference of Tau Phosphorylation 
第 56 回日本神経学会学術大会 2015 年 5 月 20 日～23 日 新潟コンベンションセンター 

 
200. Aya Ikeda, Kenya Nishioka, Li Yuanzhe, Hiroyo Yoshino, Manabu Funayama, Shinichi 

Ueno, Naohide Kurita, Yuji Ueno, Yumiko Motoi, Nobutaka Hattori 
The three pedigrees with MAPT N279K accompanying the analyze of DAT-scan 
第 56 回日本神経学会学術大会 2015 年 5 月 20 日～23 日 新潟コンベンションセンター 
 

201. 本井ゆみ子 、Hassan Zafrul, Monastir Elahi, 松本信英, 石黒幸一, 服部信孝 
実験的糖尿病タウオパチーモデルマウスにおける炎症性変化の脳部位別解析 
第 56 回日本神経病理学会総会学術研究会 2015 年 6 月 3 日～5 日 九州大学医学部百年講堂 
 

202. 林田有紗、中山茶千子、高梨雅史、本井ゆみ子、服部信孝 
アルツハイマー病理をもつ皮質基底核症候群と診断された 2 症例の脳血流分布と神経病理 
第 56 回日本神経病理学会総会学術研究会 2015 年 6 月 3 日～5 日 九州大学医学部百年講堂 
 

203. 本井ゆみ子 、須田晃充、林徹生、中山茶千子 
アルツハイマー病におけるガランタミンの効果の解析 
第 33 回 日本神経治療学会総会 名古屋国際会議場 2015 年 11 月 26 日～28 日 
 

204. 谷もも、本井ゆみ子 、服部信孝 
長期療養型病院におけるメマンチン単独療法の使用状況の検討 
 第 34 回日本認知症学会 2015 年 10 月 2 日～4 日 リンクステーション青森 
 

205. Montasir Elahi, Yumiko Motoi, Shin-Ei Matsumoto, Zafrul Hassan, Koichi Ishiguro, 
Nobutaka Hattori. 
Short-term treadmill exercises increased tau insolubility in tauopathy model mice. 
第 34 回日本認知症学会 2015 年 10 月 2 日～4 日 リンクステーション青森 
 

206. Montasir Elahi, Yumiko Motoi, Shin-Ei Matsumoto, Zafrul Hassan, Koichi Ishiguro, 
Nobutaka Hattori. 
Region-specific Vulnerability to Oxidative Stress, Neuroinflammation, and Tau 
hyperphosphorylation in experimental Diabetes Mellitis mice. 
 第 34 回日本認知症学会 2015 年 10 月 2 日～4 日 リンクステーション青森 
 

207. 松本信英、本井ゆみ子 、石黒幸一、田平武、亀谷冬樹、長谷川成人、服部信孝 
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タウオパチーモデルマウスの加齢に伴い増加する新規切断タウの伝播と機能解析 
第 34 回日本認知症学会 2015 年 10 月 2 日～4 日 リンクステーション青森 
 

208. 原 裕子、松本 信英、モンタシル・エラヒ、本井 ゆみ子、服部 信孝 
タウ蛋白過剰がコリン作動性神経障害を引き起こす 
第 34 回日本認知症学会 2015 年 10 月 2 日～4 日 リンクステーション青森 
 

209. 林 徹生、本井 ゆみ子 、松本信英、中村真一郎、服部信孝 
アルツハイマー病と軽度認知機能障害患者における遂行機能と介護負担との関連について 
第 34 回日本認知症学会 2015 年 10 月 2 日～4 日 リンクステーション青森 
 

210. Koji Akita, Kikuo Isoda, Hiroyuki Daida 
The Role of Interleukin-1 Receptor Antagonist in the Suppresion of Aortic Inflammation 
and Aneurysm after Angiotensin II Infusion 
The 79th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society, 大阪, 24-26/4/2015 
 

211. Hiroki Nishiyama, Katsumi Miyauchi, Yuji Nishizaki, Ryo Naitoh, Hirokazu Konishi, 
Shuta Tsuboi, Manabu Ogita, Hiroshi Tamura, Shinya Okazaki, Kikuo Isoda, Hiroyuki 
Daida 
Hypertension and Elderis Associated with Cardiovascular and Bleeding Events in Patients 
Undergoing PCI with Oral Anticoagulation and Dual Antiplatelet Therapy 
The 79th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society, 大阪, 24-26/4/2015 
 

212. Ryo Naito, Katsumi Miyauchi, Hirokazu Konishi, Shuta Tsuboi, Manabu Ogita, Takatoshi 
Kasai, Hiroshi Tamura, Shinya Okazaki, Kikuo Isoda, Hiroyuki Daida 
Temporal Trends in Long-term Clinical Outcomes following Percutaneous Coronary 
Intervention in Patients with Renal Insufficiency 
The 79th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society, 大阪, 24-26/4/2015 
 

213. Ryo Naito, Katsumi Miyauchi, Hirokazu Konishi, Shuta Tsuboi, Manabu Ogita, Takatoshi 
Kasai, Hiroshi Tamura, Shinya Okazaki, Kikuo Isoda, Hiroyuki Daida 
Appropriate Value of Low-density Lipoprotein Cholesterol for Secondary Prevention of 
Coronary Artery Disease 
The 79th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society, 大阪, 24-26/4/2015 
 

214. Hiroshi Tamura, Katsumi Miyauchi, Yuji Nishizaki, Hiroki Nishiyama, Ryo Naito, 
Hirokazu Konishi, Shuta Tsuboi, Manabu Ogita, Shinya Okazaki, Kikuo Isoda, Hiroyuki 
Daida 
Glycosylated Hemoglobin A1c was not Associated with Long-Term Clinical Outcomes of 
Diabetic Patients 
The 79th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society, 大阪, 24-26/4/2015 
 

215. 秋田耕嗣、磯田菊生、代田浩之 
インターロイキン1受容体アンタゴニストはアンジオテンシン II投与によって誘導された動脈
の炎症及び瘤形成を抑制する 
第 47 回日本動脈硬化学会, 仙台, 9-10/7/2015 
 

216. Taketo Sonoda, Katsumi Miyauchi, Yuji Nishizaki, Ryo Naitoh, Hirokazu Konishi, Etsuro 
Karoh, Hiroki Nishiyama, Hiroshi Tamura, Shinya Okazaki, Kikuo Isoda, Hiroyuki Daida 
Predicting Normal Coronary Arteries at Coronary Angiography in Patients Admitted in 
Diagnosis of Ischemic Heart Disease  
CVIT 2015, 福岡, 30-31/7/2015 
 

217. Shinichiro Doi, Katsumi Miyauchi, Hiroki Nishiyama, Ryo Naitoh, Hirokazu Konishi, 
Tomotaka Dohi, Hiroshi Tamura, Shinya Okazaki, Kikuo Isoda, Hiroyuki Daida 
Comparison of long-term outcomes between second-generation stents and first-generation 
stents in coronary long lesions. 
CVIT 2015, 福岡, 30-31/7/2015 
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218. Shinichiro Doi, Katsumi Miyauchi, Hiroki Nishiyama, Ryo Naitoh, Hirokazu Konishi, 
Tomotaka Dohi, Hiroshi Tamura, Shinya Okazaki, Kikuo Isoda, Hiroyuki Daida 
Impact of a Burr Artery Diameter Ratio on Target Vessel Revascularization in Patients 
Performed Rotational Atherectomy. 
CVIT 2015, 福岡, 30-31/7/2015 
 

219. Hirokazu Konishi, Katsumi Miyauchi, Ryo Naitoh, Shuta Tsuboi, Manabu Ogita, Tomotaka 
Dohi, Takatoshi Kasai, Hiroshi Tamura, Shinya Okazaki, Kikuo Isoda, Hiroyuki Daida 
Lipoprotein(a) Predicts Cardiovascular Events in Diabetes Patients with Multi-vessel 
Disease after PCI 
CVIT 2015, 福岡, 30-31/7/2015 
 

220. Ryo Naitoh, Katsumi Miyauchi,  Manabu Ogita, Shuta Tsuboi, Hirokazu Konishi, 
Takatoshi Kasai, Hiroshi Tamura, Shinya Okazaki, Kikuo Isoda, Hiroyuki Daida 
Glycosylated Hemoglobin A1c as a Predictor of Coronary Artery Disease 
CVIT 2015, 福岡, 30-31/7/2015 
 

221. 清水孝史、宮内克己、西崎祐史、園田健人、内藤亮、小西宏和、加藤悦郎、西山大樹、田村浩、
岡崎真也、磯田菊生、代田浩之 
女性の冠動脈疾患に対する危険因子としての高尿酸血症の重要性 
第 63 回日本心臓病学会学術集会, 横浜, 18-20/9/2015 
 

222. 内藤亮、宮内克己、設楽準、遠藤裕久、和田英樹、土井信一郎、小西宏和、坪井秀太、荻田学、
葛西隆敏、田村浩、岡崎真也、山本平、磯田菊生、天野篤、代田浩之 
Comparison between CABG and PCI with Drug-eluting Stents in Mortality of Elderly with 
Diabetes and Multivessel Coronary Disease 
第 63 回日本心臓病学会学術集会, 横浜, 18-20/9/2015 
 

223. 遠藤裕久、坪井秀太、宮内克己、荻田学、土肥智貴、葛西隆敏、設楽準、和田英樹、土井信一
郎、小西宏和、内藤亮、田村浩、岡崎真也、磯田菊生、諏訪哲、代田浩之 
The Association between high sensitive CRP and Coronary Artery Disease in non-Elderly 
Patients 
第 63 回日本心臓病学会学術集会, 横浜, 18-20/9/2015 
 

224. 土肥智貴、宮内克己、坪井秀太、荻田学、葛西隆敏、内藤亮、小西宏和、田村浩、岡崎真也、
磯田菊生、代田浩之 
Pre-procedural hs-CRP Predicts Long-term Outcomes in Patients Undergoing 
Percutaneous Coronary Intervention 
第 63 回日本心臓病学会学術集会, 横浜, 18-20/9/2015 
 

225. 設楽準、宮内克己、坪井秀太、荻田学、葛西隆敏、土肥智貴、内藤亮、小西宏和、土井信一郎、
和田英樹、遠藤裕久、田村浩、岡崎真也、磯田菊生、諏訪哲、代田浩之 
待機的冠動脈造影時の患者背景、内服状況に関する検討：冠動脈疾患の有無による比較 
第 63 回日本心臓病学会学術集会, 横浜, 18-20/9/2015 
 

226. 土井信一郎、宮内克己、内藤亮、小西宏和、坪井秀太、荻田学、土肥智貴、葛西隆敏、田村浩、
磯田菊生、岡崎真也、代田浩之 
糖尿病を有する第 2 世代薬剤溶出性ステント留置患者において慢性腎臓病は予後規定因子にな
り得るか 
第 63 回日本心臓病学会学術集会, 横浜, 18-20/9/2015 
 

227. 圓山雅己、加藤倫子、森本良子、宮崎彩記子、大門雅夫、大村寛敏、天野篤、代田浩之 
大動脈弁狭窄症患者における弁置換・冠動脈バイパス術同時施行例における術後心房細動発症
に関わる因子の検討 
第 26 回日本心エコー図学会 北九州 2015 年 3 月 28 日 
 

228. 須田翔子、葛西隆敏、小松さやか、田淵春名、林英盛、関田学、中里祐二、代田浩之 
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ApneaScan アルゴリズムによる睡眠呼吸障害の重症度と簡易睡眠検査および睡眠ポリグラフ
検査による重症度と比較しえた一例 
日本不整脈学会 第 7 回植え込みデバイス関連冬季大会,東京,2015/2/19-21 
 

229. Sharma Kattel, Takatoshi Kasai, Shoichiro Yatsu, Azusa Murata, Takao Kato, Shoko Suda, 
Masaru Hiki, Kiyoshi Takasu, Tetsuro Miyazaki, Atsutoshi Takagi, Katsumi Miyauchi, 
Hiroyuki Daida 
Relationship between long-term mortality and elevated blood glucose level on admission in 
patients with acute decompensated heart failure 
第 79 回日本循環器学会学術集会,大阪,2015-4-24-26 
 

230. Shoko Suda, Takatoshi Kasai, Shoichiro Yatsu, Azusa Murata, Takao Kato, Masaru Hiki, 
Tetsuro Miyazaki, Atsutoshi Takagi, Hiroyuki Daida 
Relationship between overnight rostral fluid shift and severity of sleep disordered 
breathing. 
第 79 回日本循環器学会学術集会,大阪,2015-4-24-26 
 

231. Shoko Suda, Takatoshi Kasai, Azusa Murata, Shoichiro Yatsu, Takao Kato, Masaru Hiki, 
Hiroyuki Daida 
Relationship between sleep-disordered breathing and clinical outcomes in hospitalized 
patients with left ventricular systolic dysfunction following acute decompensated heart 
failure  
第 79 回日本循環器学会学術集会,大阪,2015-4-24-26 
 

232. 加藤隆生、葛西隆敏、谷津翔一朗、村田梓、須田翔子、比企優、宮崎哲朗、高木篤俊、代田浩
之 
夜間の下肢からの体液移動と睡眠呼吸障害の重症度の関係性 
第 63 回日本心臓病学会学術集会,横浜,2015-9-17-19 
 

233. 谷津翔一朗、葛西隆敏、内藤亮、須田翔子、村田梓、加藤隆生、比企優、小西博応、代田浩之 
日本人の冠動脈疾患患者における レストレスレッグス症候群の臨床的意義 
第 63 回日本心臓病学会学術集会,横浜,2015-9-17-19 
 

234. 加藤隆生、葛西隆敏、村田梓、谷津翔一朗、須田翔子、比企優、宮崎哲朗、代田浩之 
急性心不全で入院中の左室収縮機能不全患者における睡眠呼吸障害の合併と死亡・再入院との
関係 
第 63 回日本心臓病学会学術集会,横浜,2015-9-17-19 
 

235. Shoichiro Yatsu, Takatoshi Kasai, Shoko Suda, Hiroki Matsumoto, Azusa Murata, Takao 
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第 17 回日本骨粗鬆症学会, 2015 年 9 月 17〜19 日, 広島 
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第 17 回日本骨粗鬆症学会, 2015 年 9 月 17〜19 日, 広島 
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パールカンは SOX9 遺伝子発現制御を介して滑膜間葉系細胞の軟骨分化誘導を制御する 
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Direct Anterior Approach による Dual Mobility Cup を使用した THA の短期成績 
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295. 本間康弘、渡泰士、馬場智規、越智宏徳、松本幹生、小林英生、湯浅崇仁、金子和夫 
土砂災害は高い致死率・重症胸部骨盤外傷を呈し、事前避難が極めて重要である：離島での大
規模土砂災害の外傷患者分析より 
第 88 回日本整形外科学会、神戸、2015 年 5 月 21 日〜24 日 
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胞巣型横紋筋肉腫における PAX3-FOXO1 融合遺伝子発現のプロテオーム解析 
第 88 回日本整形外科学会学術総会 ，神戸，2015 年 5 月 21 日 
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第 48 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，香川，2015 年 7 月 9 日 
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PAX3-FOXO1 融合遺伝子が横紋筋肉腫に及ぼす影響とプロテオミクス解析 
第 48 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，香川，2015 年 7 月 9 日 
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309. 赤池慶祐，末原義之，石井翠，高橋路子，三谷惠子，大久保武人，髙木辰哉，金子和夫，八尾
隆史，齋藤剛 
Gastrointestinal stromal tumor における Telomerase 活性の臨床病理学的検討  
第 104 回日本病理学会総会，名古屋，2015 年 4 月 30 日   
 

310. 杉山陽一、内藤聖人、木下真由子、有冨健太郎、金子和夫 . 
橈骨遠位端骨折術後に尺骨頭掌側脱臼を生じた 1 例. 
第 16 回順天堂大学整形外科手肘外科研究会 東京 7 月 11 日 2015. 
 

311. 杉山陽一、内藤聖人、有冨健太郎、木下真由子、金子和夫 . 
橈骨遠位端骨折に合併した豆状骨亜脱臼. 
第 17 回順天堂大学整形外科手肘外科研究会 東京 11 月 28 日 2015. 
 

312. 杉山陽一、木下真由子、内藤聖人、有冨健太郎、金子和夫 . 
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第 52 回東京手・肘の外科研究会 東京 11 月 17 日 2015. 
 

313. 杉山陽一、内藤聖人、有冨健太郎、金子和夫、大林 治. 
橈骨遠位端骨折に対する手術治療の工夫−関節内掌側転位骨片の整復操作. 
第 58 回日本手外科学会 東京 4 月 16 日～17 日 2015. 
 

314. 内藤聖人、宮本英明、金子和夫 、Liverneaux P. 
腕神経叢損傷における手術用ロボットシステムを用いた神経移行術の経験. 
第 26 回日本末梢神経学会 松本 9 月 18 日〜19 日 2015. 
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橈骨遠位端骨折に合併する尺骨遠位端骨折の治療経験：内固定の適応に対する考察. 
第 41 回日本骨折治療学会(奈良) ６月２６日〜２７日 
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第 88 回日本整形外科学術総会，神戸，2015 年 5 月 21-24 日 
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317. 井下田有芳、内藤聖人、金子和夫、梶原 一. 
中手骨頚部・骨幹部骨折に対する治療成績と問題点. 
第 58 回日本手外科学会 東京 4 月 16 日〜１７日 2015. 
 

318. 有冨健太郎、岩瀬嘉志、内藤聖人、楠瀬浩一、金子和夫 . 
若年者における肘部管症候群の治療成績. 
第 58 回日本手外科学会 東京 4 月 16 日〜１７日 2015. 
 

319. 有冨健太郎、内藤聖人、岩瀬嘉志、富田善雅、楠瀬浩一、金子和夫 . 
狭窄性腱鞘炎治療中に生じた化膿性腱鞘炎−2 例報告. 
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320. 小林洋平 齋田良知 長尾雅史 池田 浩 金子和夫 
マウス膝蓋腱損傷モデルにおける多血小板血漿(Platelet-rich plasma ; PRP)による組織修復促
進効果の検討 
第 88 回日本整形外科学術総会，神戸，2015 年 5 月 21-24 日 
 

321. 小林洋平 齋田良知 中島啓樹 長尾雅史 小林慶司 池田 浩 金子和夫 
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322. 小林洋平 齋田良知 長尾雅史 池田浩 金子和夫 
多血小板血漿（Platelet-rich plasma：PRP）中の白血球濃度および分画の違いが成長因子濃
度に及ぼす影響の検討 
第 41 回日本整形外科スポーツ医学会学術集会，京都，2015 年 9 月 11-12 日 
 

323. 小林洋平 齋田良知 長尾雅史 池田浩 金子和夫 
多血小板血漿（Platelet-rich plasma：PRP）中の白血球濃度および分画の違いが成長因子濃
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隆史、齋藤剛 
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日本病理学会総会、名古屋、4 月 30 日-5 月 2 日 2015 
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EGFR 変異と TP53 変異を伴う肉腫様に形態変化した肺腺癌による転移性骨腫瘍の一例 
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夫、Marc Ladanyi、齋藤剛 
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ビスフォスフォネートと活性型ビタミン D 製剤併用療法の骨密度上昇関連因子としての血清
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第 40 回日本足の外科学会・学術集会, 千葉, 2015 年 10 月 29-30 日 
 

390. 清村 幸雄, 黒澤 尚, 石島 旨章 , 土屋 勝, 金子 晴香, 定月 亮, 劉 立足, 牧野 祐司, 澤 満美
子,岩瀬 嘉志, 金子和夫 
変形性膝関節症の抑うつ状態は滑膜炎と関連する：横断研究 
日本整形外科学会学術総会   2015 年 5 月 21 日 兵庫県神戸市 
 

391. 小池正人、野尻英俊、渡辺憲史、金子和夫、清水孝彦 
機械的負荷はミトコンドリアスーパーオキシドを介して軟骨変性を誘導する 
第 15 回抗加齢医学会総会、福岡、2015 年 5 月 29 日～31 日 
 

392. 野尻英俊、金子和夫 、清水孝彦 
ロコモティブシンドロームと酸化ストレス 基礎的実験から臨床応用への展望.（シンポジウ
ム） 
日本整形外科学会合同シンポジウム ロコモティブシンドロームと運動療法. 福岡,５月２９
日, 2015 
 

393. 前澤克彦、成嶋靖博、丸山祐一郎、一青勝雄、金子和夫 
人工股関節全置換術術後の活動能力と股関節周囲筋力との関連性. 
第 4５回日本人工関節学会, 福岡, 2015 年 2 月 27 日 
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394. 前澤克彦、湯浅崇仁、酒井健介、野沢雅彦、金子和夫 
人工股関節全置換術術後の“メンタル”と股関節周囲筋力. 
第 42 回日本股関節学会学術集会, 大阪, 2015 年 10 月 30-31 日 
 

395. 金澤博明, 丸山祐一郎, 大沢亜紀, 糸魚川善昭, 金子和夫 
PFC-Sigma人工膝関節全置換術の客観的,立脚的評価の検討 ―CR, Fixed-PS, Mobile-PS型で
の比較― 
第 45 回日本人工関節学会, 福岡, 2015 年 2 月 27 日 
 

396. 金澤博明, 丸山祐一郎, 大沢亜紀, 吉田圭一, 金子和夫 
ACL 再建術後の変形性関節症変化―自覚, 他覚的評価を踏まえた長期臨床成績と X 線学的分
析  
JOSKAS,札幌, 2015 年 6 月 19 日 
 

397. 丸山祐一郎, 大沢亜紀,金澤博明,吉田圭一, 金子和夫 
人工膝関節置換術のナビゲーション使用と従来型《2 機種》の下肢アライメントの 3 群比較―
重度内反変形症例の検討―  
JOSKAS,札幌, 2015 年 6 月 19 日 
 

398. 大沢亜紀,金澤博明,吉田圭一, 糸魚川義昭,丸山祐一郎,金子和夫 
人工膝関節置換術における関節周囲多剤の薬剤による比較 
JOSKAS,札幌, 2015 年 6 月 19 日 
 

399. 湯浅崇仁 前澤克彦 馬場智規 松本幹生 本間康弘 野沢雅彦 金子和夫 
大腿骨骨切り術後に行ったセメントレス THA の臨床成績 
日本人工関節学会 福岡 2015 年 2 月 27,28 日 
 

400. 湯浅崇仁 前澤克彦 馬場智規 松本幹生 本間康弘 金子和夫  野沢雅彦 
臼蓋回転骨切り術後 15 年以上の長期臨床成績 
日本股関節学会 大阪 2015 年 10 月 30-31 日 
 

401. 室谷錬太郎、丸山祐一郎、金子和夫 
化膿性脊椎炎待機的前後合併固定術の治療経験‐骨欠損が及ぼす治療期間への影響‐ 
第 55 回関東整形災害外科学会、ラフレ埼玉、浦和市、2015 年 3 月 28 日 
 

402. 室谷錬太郎、丸山祐一郎、金子和夫 
慢性期難治性化膿性脊椎炎に対する PTH 併用椎体骨置換手術の治療経験‐ステロイド骨粗鬆
症症例に対する周術期 PTH 併用の工夫 
第 24 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会、新潟市民芸術文化会館、新潟市、2015 年
11 月 7 日 
 

403. 室谷錬太郎、丸山祐一郎、金子和夫 
閉経後骨粗鬆症に対する骨吸収抑制剤の効果判定の検討‐活性型ビタミン D（エルデカルシト
ール）の薬剤効果‐ 
第 23 回日本腰痛学会、JP タワーホール＆カンファレンス、千代田区、2015 年 11 月 14 日 
 

404. 糸魚川善昭、Sperling John、Steinmann Scott、Chen Qingshan、Song Pengfei、Chen Shigao、
井樋栄二、金子和夫 、An Kai-Nan 
腱板構成筋の弾性率(硬さ)に対する超音波エラストグラフィーでの評価方法 
第 7 回日本関節鏡、膝、スポーツ整形外科学会 北海道, 6/18-20, 2015. 
 

405. 糸魚川善昭、山本宣幸、金子和夫、井樋栄二 
Latarjet 手術での intra articular bone graft は安定性を損なわずに外旋可動域を増加させる 
第 42 回日本肩関節学会 仙台, 10/9-10, 2015. 
 

406. 糸魚川善昭、井樋栄二、金子和夫 
超音波剪断波エラストグラフィーを用いた腱板構成筋の弾性率の計測方法 
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第 42 回日本肩関節学会 仙台, 10/9-10, 2015. 
 

407. 西嶋智子, 糸魚川善昭, 丸山祐一郎 金子和夫 
Corona mortis の走行と骨盤との関係についての解剖学的検討 
骨折治療学会、 奈良、2015 年 6 月 26-27 日 
 

408. 青木浩平 工藤俊哉 丸山祐一郎 前澤克彦 金子和夫 
足舟状骨体部粉砕骨折に対し一時架橋プレートにて治療した一例 
第４１回骨折治療学会 奈良  ２０１５年 6 月 26，27 日 
 

409. 吉田圭一，糸魚川善昭，丸山祐一郎，齋田良知，高澤祐治，池田浩，金子和夫 
超音波エラストグラフィーを用いた腓腹筋内側頭筋腱移行部の弾性率（硬さ）の計測 
第 7 回日本関節鏡、膝、スポーツ整形外科学会 北海道, 6/18-20, 2015. 
 

410. 吉田圭一，工藤俊哉，武内紗矢佳，五味基央，青木浩平，山本康弘，西嶋智子，金子和夫 
大腿骨遠位部骨折の内顆剪断骨片に対して VariAx Elbow Plate を用いた治療経験 
第４１回骨折治療学会 奈良  ２０１５年 6 月 26，27 日 
 

411. 吉田圭一，鳥越知明，原章，前澤克彦，丸山祐一郎，金子和夫 
手掌に発生した superficial acral fibromyxoma の 1 例 
第 48 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，高松，2015 年 7 月 9 日〜10 日 
 

412. 市原理司、Liverneaux Philippe、三上容司、越智健介、原章、楠瀬浩一、金子和夫 
手術支援ロボット・da Vinci を使用した絞扼性神経障害に対する神経外剥離術の課題と展望 
第 26 回日本末梢神経学会学術総会,松本,2015 年 9 月 18-19 日） 
 

413. 市原理司、原章、工藤俊哉、丸山祐一郎、楠瀬浩一、金子和夫、フィリップ リベルノ、ギロ
ウム プルネリ、宮本英明 
フランス・ストラスブールにおけるコンニャクを用いたマイクロサージャリーのトレーニング
方法の紹介 
第 42 回日本マイクロサージャリー学会学術集会 埼玉,2015 年 11 月 26-27 日 
 

414. 大久保武人、栗原大聖、今西淳悟、若山貴則、矢澤康男、鈴木智成、西川亮、髙木辰哉、末原
義之、鳥越知明、金子和夫 
骨破壊像を呈し悪性腫瘍と鑑別になった脊髄神経鞘腫の 4 例 
第 48 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，高松，2015 年 7 月 9 日 
 

415. 越智宏徳、馬場智規、本間康弘、松本幹生、小林英生、湯浅崇仁、金子和夫   
Bikini incision を用いた前方アプローチによる人工股関節全置換術の検討 
第 45 回日本人工関節学会, 福岡, 2015 年 2 月 27 日 
 

416. 越智宏徳 馬場智規 尾崎友 本間康弘 松本幹生 小林英生 野尻英俊 湯浅崇仁 金子
和夫 
股関節疾患を有する患者において姿勢変化が骨盤傾斜変化に与える因子の検討 
第 42 回日本股関節学会学術集会, 大阪, 2015 年 10 月 30-31 日 
 

417. 越智 宏徳, 馬場 智規, 本間 康弘, 松本 幹生, 湯浅 崇仁, 野尻 英俊, 金子 和夫 
人工股関節全置換術前患者における立位から坐位の骨盤傾斜変化に影響を与える脊椎骨盤因
子の検討 
第 30 回日本整形外科学会基礎学術集会, 富山, 10/22-23, 2015. 
 

418. 金栄智, 小林英介, 窪田大介, 末原義之, 高木辰哉, 金子和夫 , 川井章, 中馬広一, 北野滋久 
メタボリックエラーを利用したドキソルビシン耐性肉腫に対する新規治療開発. 
第 30 回 日本整形外科学会基礎学術集会 
 

419. 金栄智, 小林英介, 窪田大介, 末原義之, 高木辰哉, 金子和夫 , 川井章, 中馬広一, 北野滋久 
メタボリックエラーを利用したドキソルビシン耐性肉腫に対する新規治療開発. 
第 48 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，高松，2015 年 7 月 9 日〜10 日 
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420. 金 栄智, 末原 義之, 川崎 隆之, 石井 翠, 松岡 淨, 赤池 慶裕, 向原 健太, 大久保武
人, 齋藤 剛, 高木 辰哉, 金子 和夫 
IRT に基づくロコモティブシンドローム診断ツールの解析 
第 88 回日本整形外科学会学術集会, 神戸, 2015 年 5 月 21-24 日 
 

421. 有田均、中原大志、岩崎英二、小林慶司、高澤祐治、金子和夫 
アキレス腱付着部断裂に対して人工靭帯を用いて再建した１例 
第 64 回東日本整形災害外科学会，福島，2015 年 9 月 11 日 
 

422. 金子晴香, 石島旨章 , 定月亮, 劉立足, 羽田晋之介, 木下真由子，AnwarjanYusup,  小林洋平, 
齋田良知, 高澤祐治, 池田浩, 金子和夫 
末期変形性膝関節症の膝周囲骨変形とビタミン D 充足状態との関連 
第 45 回日本人工関節学会, 福岡, 2015 年 2 月 27 日 
 

423. 金子晴香, 石島旨章 , 劉立足,定月亮, 羽田晋之介, 木下真由子，アニワルジャン ユスプ, 二見
一平, 金子和夫 
軟骨分解マーカー・CTX-II による変形性膝関節症の重症度別進行予測 
第 45 回日本人工関節学会, 福岡, 2015 年 2 月 27 日 
 

424. 石島旨章 , 中潟崇, 町田修一, 内藤久士 , 濱田千江子, 石橋雅義, 平澤恵理, 金子晴香, 金子和
夫 
ロコモ予備軍の日常生活活動度指標におけるリスク因子 
第 88 回日本整形外科学会学術集会, 神戸, 2015 年 5 月 21-24 日 
 

425. 清村幸雄, 黒澤尚, 石島旨章 , 土屋勝, 金子晴香, 定月亮, 劉立足, 牧野祐司, 澤満美子, 岩瀬嘉
志, 金子和夫 
変形性膝関節症患者の抑うつは滑膜炎と関連する：横断研究 
第 88 回日本整形外科学会学術集会, 神戸, 2015 年 5 月 21-24 日 
 

426. 土屋勝, 黒澤尚, 石島旨章 , 金子晴香, 定月亮, 清村幸雄, 牧野祐司, 澤満美子, 野尻英俊, 岩瀬
嘉志, 金子和夫 
変形性膝関節症患者における抑うつ状態の影響因子 
第 88 回日本整形外科学会学術集会, 神戸, 2015 年 5 月 21-24 日 
 

427. 斎田良知, 高澤祐治, 川崎隆之, 久保田光昭, 石島旨章 , 金子晴香, 黒澤尚, 金子和夫 , 池田浩 
遺残靭帯温存解剖学的 1 束前十字靭帯再建術の臨床成績 
第 88 回日本整形外科学会学術集会, 神戸, 2015 年 5 月 21-24 日 
 

428. 金乾勝, 長尾雅史, 黒澤尚, 池田浩, 高澤祐治, 石島旨章 , 斎田良知, 野沢雅彦, 金子和夫 , 土肥
徳秀 
前十字靭帯再建術後評価における力学的変量解析を用いた患者立脚型質問票(JACL-25)の有用
性の検討 
第 88 回日本整形外科学会学術集会, 神戸, 2015 年 5 月 21-24 日 
 

429. 池上隆司、高橋健剛、奥田貴俊、金子和夫 
仰臥位前側方進入法による人工骨頭置換術の有用性 
第４１回骨折治療学会 奈良  2015 年 6 月 26，27 日 
 

430. 田代 薫、金山 雅弘、大羽 文博、岩田 玲、遠田 慎吾、渡辺 尭仁、橋本 友幸、金子 
和夫 
腰椎固定術後の遺残腰痛と脊椎骨盤アライメントの関連性 
第 10 回 御茶ノ水脊椎セミナー,2015 年 2 月,東京 
 

431. 田代 薫、金山 雅弘、大羽 文博、岩田 玲、遠田 慎吾、渡辺 尭仁、橋本 友幸、金子 
和夫 
腰椎固定術後の遺残腰痛と脊椎骨盤アライメントの関連性 
第 44 回 日本脊椎脊髄病学会,2015 年 4 月 16 日,福岡 
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432. 田代 薫、金山 雅弘、大羽 文博、岩田 玲、遠田 慎吾、渡辺 尭仁、橋本 友幸、金子 
和夫 
腰椎固定術後の遺残腰痛と脊椎骨盤アライメントの関連性 
第 68 回 道南医学会,2015 年 11 月 21 日,函館 
 

433. 鈴木雅生、藤原三郎、千野孔三、岩瀬弘明、松尾智次、金子和夫 
膝関節軽度屈曲位での関節外アプローチを用いた脛骨骨幹部骨折に対する髄内釘固定術の治
療経験 
第４１回骨折治療学会 奈良  2015 年 6 月 26，27 日 
 

434. 高持 一矢, 末原 義之, 茂櫛 薫, 高阪 真路, 間野 博行, 竹内 賢吾, 齋藤 剛, 鈴木 健司, 高
橋 和久, 高橋 史行 
ライバー遺伝子変異検査法の現状と課題 肺腺癌における NanoString を用いたドライバー融
合遺伝子の新規スクリーニング法の開発 
第 56 回日本肺癌学会学術集会、  横浜、2015 年 11 月 26 日-28 日  
 

435. 向井原 健太, 末原 義之, 窪田 大介, 石井 翠, 赤池 慶祐, 金子 和夫 , 斎藤 剛 
骨巨細胞腫におけるデノスマブ治療後の網羅的タンパク質発現解析 
第 53 回日本癌治療学会学術集会 、京都、2015 年 10 月 29 日-31 日  

 
436. 末原 義之, 高阪 真路, 向井原 健太, 赤池 慶祐, 石井 翠, 峯木 礼子, 藤村 努, 數野 彩子, 

金子 和夫 , Ladanyi Marc, 齋藤 剛 
Ewing 肉腫 EWS/FLI1 融合遺伝子発現に関わる網羅的タンパク質発現解析 
第 88 回日本整形外科学会学術総会、神戸、2015 年 5 月 21 - 24 日 
 

437. 向井原 健太, 末原 義之, 高阪 真路, 窪田 大介, 赤池 慶祐, 石井 翠, 高木 辰哉, 金子 和夫 , 
齋藤 剛 
デノスマブ治療後の骨巨細胞腫における網羅的タンパク質発現解析 
第 48 回日本整形外科学会・骨軟部腫瘍学術集会、高松、2015 年 7 月 9-10 日 
 

438. 栗原 大聖, 大久保 武人, 今西 淳悟, 矢澤 康男, 藤野 節, 中村 勝, 瀬山 敦, 清水 道生, 鳥
越 知明, 末原 義之, 高木 辰哉, 金子 和夫 
Ollier 病に発生した二次性軟骨肉腫における染色体異常 
第 48 回日本整形外科学会・骨軟部腫瘍学術集会、高松、2015 年 7 月 9-19 日 
 

439. 末原 義之, 向井原 健太, 赤池 慶祐, 石井 翠, 高阪 真路, 藤村 努, 高木 辰哉, 金子 和夫 , 
Ladanvi Marc, 齋藤 剛 
Ewing 肉腫 EWS/FLI1 融合遺伝子発現のプロテオミクス解析 
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ァレンスセンター、2017 年 2 月 24 日、東京 
 

46. 栗田実佳, 若林侑香, 飯村祐子, 後藤広昌, 内田豊義,  池田富貴, 金澤昭雄, 藤谷与士夫, 綿田
裕孝 
ボリコナゾール投与直後にインスリン投与量が著減したステロイド糖尿病の 1 例 
第 53 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会, 神奈川県（日本）, 2016.1.23-24(2016.1.23), 口演 
 

47. 若林侑香, 佐藤淳子, 後藤広昌, 内田豊義, 池田富貴, 金澤昭雄, 金井数明, 藤谷与士夫, 高梨
雅史, 服部信孝 ,綿田裕孝 
糖尿病診断を契機に確定診断に至ったミトコンドリア病中年男性の一例 
第 53 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会, 神奈川県（日本）, 2016.1.23-24(2016.1.23), 口演 
 

48. 佐藤淳子, 金澤昭雄, 牧田寿美子, 波多江千恵,小宮幸次, 清水友章, 池田富貴, 渡邉威仁, 藤谷
与士夫, 綿田裕孝 
2 型糖尿病患者における糖質制限食（130ｇ/日）の有用性と安全性 
第 113 回日本内科学会総会, 東京都（日本）, 2016.4.15-17,ポスター               
 

49. 福中彩子, 藤谷与士夫, 深田俊幸, 梶村真吾, 綿田裕孝 
亜鉛トランスポーターZIP13 による脂肪細胞褐色化制御機構の解明 
第 89 回日本内分泌学会学術総会, 京都府（日本） ,                                   
2016.4.21-23(2016.4.21), 若手研究奨励賞（YIA）審査講演 
 

50. 古川康彦, 田村好史 , 竹野景海, 船山崇, 鈴木瑠璃子, 加賀英義, 渡邉隆宏, 染谷由希, 藤谷与
士夫, 河盛隆造 ,綿田裕孝 
日本人非肥満 2 型糖尿病患者における肝内脂肪蓄積及び肝逸脱酵素と臓器特異的インスリン感
受性の関連性 
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第 89 回日本内分泌学会学術総会, 京都府（日本）,2016.4.21-23(2016.4.22), 口演 
 

51. 若杉理美, 早稲田直子, 児玉悠紀, 佐藤淳子, 伊藤千春, 後藤広昌, 内田豊義, 池田富貴, 金澤
昭雄, 加藤悦郎, 宮崎哲朗, 藤田修英, 丹下祐一, 石井尚登, 藤谷与士夫,  代田浩之 , 新井一, 
綿田裕孝 
急性腎障害を合併し尿量管理に難渋した頭蓋咽頭腫術後中枢性尿崩症の 1 例 
第 89 回日本内分泌学会学術総会, 京都府（日本）,2016.4.21-23(2016.4.22), ポスター 
 

52. 木村菜摘, 鈴木路可, 増山敦, 後藤広昌, 内田豊義,   池田富貴, 金澤昭雄, 牧野真太郎, 藤谷
与士夫, 板倉敦夫, 竹田省, 綿田裕孝 
妊娠糖尿病の治療経過中に診断し得た褐色細胞腫合併妊婦の 1 例 
第 89 回日本内分泌学会学術総会, 京都府（日本）,2016.4.21-23(2016.4.22), ポスター 
 

53. 中島朋, 若林侑香, 飯村祐子, 後藤広昌, 内田豊義, 池田富貴, 金澤昭雄, 藤谷与士夫, 綿田裕
孝 
摂食障害の既往を持つ菜食主義者に生じたビタミン D 欠乏性骨軟化症の一例 
第 89 回日本内分泌学会学術総会, 京都府（日本）,2016.4.21-23(2016.4.23), ポスター 
 

54. 氷室美和, 池田富貴, 後藤広昌, 小宮幸次, 荻原健, 金澤昭雄, 大村千恵, 藤谷与士夫, 綿田裕
孝 
当院における妊娠糖尿病患者の出産後耐糖能の検討 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.19), ポスター 
 

55. 中島健一, 池田富貴, 早稲田直子, 若林侑香, 登坂祐佳, 竹野景海, 後藤広昌, 清水友章, 荻原
健, 綿田裕孝 
インスリン頻回注射から Sensor Augmented Pump (SAP) 療法導入による有効性の検討 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.19), ポスター 
 

56. 佐々木周伍, 宮塚健, 松岡孝昭, 藤谷与士夫, 綿田裕孝 , 下村伊一郎 
β細胞新生には 2 つの異なる分化様式が存在する 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.19), 若手研究奨
励賞(YIA)審査口演 
 

57. 三浦正樹, 宮塚健, 松岡孝昭, 佐々木周伍, 藤谷与士夫, 綿田裕孝 
Stat3 シグナルの抑制は膵腺房細胞からβ細胞へのリプログラミングを亢進させる 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.19), 若手研究奨
励賞(YIA)審査口演 
 

58. 吉田千紗, 池田富貴, 堀綾, 佐藤淳子, 田村好史 , 宮塚健, 清水友章, 藤谷与士夫, 綿田裕孝 
従来の CSII から Sensor Augmented Pump (SAP) への切り替え症例の検討 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.19), ポスター 
 

59. 熊代尚記, 古川康彦, 船山崇, 竹野景海, 白神伸之,佐野泰清, 田村好史 , 河盛隆造 , 綿田裕孝 , 
弘世貴久 
日本人 NAFLD 患者の肝インスリン感受性保持因子として、アディポネクチンとミトコンドリ
アクエン酸回路が関与する 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.20), ポスター 
 

60. 片上直人, 二宮浩世, 高原充佳, 河盛段, 松岡孝昭, 遅野井健, 清水一紀, 大野敬三, 石橋不可
止, 今村憲市,                  川井紘一, 柏木厚典, 河盛隆造 , 下村伊一
郎, 山﨑義光 
炎症に関連する遺伝子多型の集積は心血管疾患に関連する 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.20), 口演 
 

61. 橋上聖, 三田智也, 片上直人, 綿田裕孝 , 下村伊一郎 
J-DISCOVER：日本の実臨床下における 2 型糖尿病患者の治療実態調査 ベースライン報告（前
向きコホート研究） 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.20), ポスター 
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62. 中村二郎, 植木浩二郎, 谷澤幸生, 綿田裕孝 ,  山田祐一郎, 下村伊一郎, 西村理明, 山﨑力, 門
脇孝 
大規模臨床研究 J-BRAND Registry：第 3 回中間報告 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.20), ポスター 
 

63. 藤谷与士夫, 藤本新平, 高橋清仁, 佐藤博亮, 弘世貴久, 日吉徹, 藍真澄, 岡田洋右, 五所正彦, 
三田智也, 綿田裕孝 
リナグリプチンの食後血糖に及ぼす効果の検討：Linagliptin Study of Effects on Postprandial 
blood glucose (L-STEP) 研究 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.20), 口演 
 

64. 本田彬, 小宮幸次, 藤谷与士夫, 綿田裕孝 
p62 欠損が膵β細胞機能に与える影響 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.20), ポスター 
 

65. 鈴木路可, 宮塚健, 西尾理恵, 内田豊義, 後藤広昌, 金澤昭雄, 藤谷与士夫, 綿田裕孝 
Everolimus によるインスリン分泌抑制機序の検討－症例検討および in vitro 実験を通じて－ 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.20), 口演 
 

66. 古川康彦, 田村好史 , 竹野景海, 船山崇, 鈴木瑠璃子, 加賀英義, 渡邉隆宏, 筧佐織, 藤谷与士
夫, 河盛隆造 , 綿田裕孝 
日本人非肥満 2 型糖尿病患者における肝内脂肪蓄積及び肝逸脱酵素と臓器特異的インスリン感
受性の関連性 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.21), 口演 
 

67. 竹野景海, 田村好史 , 筧佐織, 船山崇, 古川康彦, 加賀英義, 鈴木瑠璃子, 染谷由希, 河盛隆造 , 
綿田裕孝 
インスリンクリアランスとインスリン抵抗性、空腹時インスリン値の生理学的関連性 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.21), 口演 
 

68. 山本裕一, 宮塚健, 佐々木周伍, 久保典代, 宮下和幸,  安田哲行, 綿田裕孝 , 金藤秀明, 松岡孝
昭, 下村伊一郎 
転写因子 Pdx1 は Akita マウスのβ細胞不全を改善する 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.21), 口演 
 

69. 荒木栄一, 山下静也, 荒井秀典, 横手幸太郎, 佐藤譲, 井口登與志, 中村二郎, 前川聡, 吉岡成
人, 谷澤幸生,  綿田裕孝 , 菅波秀規, 石橋俊 
選択的 PPARa モジュレーター（SPPARMa）・K-877 による脂質異常症合併 2 型糖尿病患者の
糖脂質代謝への影響（国内二重盲検） 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.21), 口演 
 

70. 佐藤淳子, 金澤昭雄, 牧田寿美子, 波多江千恵,小宮幸次, 清水友章, 池田富貴, 田村好史 , 荻原
健,三田智也, 後藤広昌, 内田豊義, 宮塚健, 竹野景海, 島田聡, 大村千恵, 渡邉威仁, 小林喜代
惠, 三浦佳子, 岩岡愛美, 飯島香織, 平嶋奈緒, 藤谷与士夫, 綿田裕孝 
2 型糖尿病患者における糖質制限食研究（130g /日）・終了後 1 年の経過報告 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.21), 口演 
 

71. 加藤晴香, 廣居伸蔵, 宇田晃仁, 土屋志織, 寺島玄, 田村好史 
2 型糖尿病患者におけるメトホルミンと DPP-4 阻害薬の使用実態 
第 54 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会, 神奈川県（日本）, 2017.1.21-22(2017.1.21), 口演 
 

72. 飯田真由, 金澤昭雄, 西尾理恵, 児玉悠紀, 増山敦, 中島健一, 片平雄大, 氷室美和, 若林侑香, 
池田富貴,後藤広昌, 内田豊義, 藤谷与士夫, 綿田裕孝 
ステロイド使用中の 2 型糖尿病患者における超速効性インスリンと速効性インスリンの食後高
血糖に対する効果の比較検討 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.21), 口演 
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73. 綿田裕孝 

アジア人 2 型糖尿病患者に対するインスリン導入療法としてのインスリンリスプロ混合剤 25
と 50 の比較試験－日本人部分集団解析結果 
第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会, 京都府（日本）, 2016.5.19-21(2016.5.21), 口演 
 

74. 竹野景海, 田村好史 , 筧佐織, 船山崇, 古川康彦,加賀英義, 鈴木瑠璃子, 染谷由希, 河盛隆造 , 
綿田裕孝 
健常者におけるインスリンクリアランスと肥満との関連性 
第 37 回日本肥満学会, 東京都（日本）, 2016.10.7-8(2016.10.7), ポスター 
 

75. 江島弘晃、筧佐織、田村好史、河盛隆造、綿田裕孝． 
長期間の高脂肪食摂取は筋線維タイプを変化させ発揮筋力の低下を引き起こす． 
第 168 回日本体力医学会関東地方会、首都大学東京、荒川キャンパス、2016 年 12 月 
 

76. 江島弘晃、筧佐織、田村好史、河盛隆造、綿田裕孝． 
12 週間の高脂肪食摂取は骨格筋の疲労耐性を亢進させる．第 71 回日本体力医学会大会、アイ
ーナ、マリオス、岩手、2016 年 9 月 
 

77. 江島弘晃、田村好史、中村京子、筧佐織、呉林なごみ、村山尚、柿木亮、河盛隆造、綿田裕孝．
2 型糖尿病は細胞内 Ca2+恒常性の障害に伴い筋機能の低下を惹起する． 
第 2 回筋学会．国立精神・神経研究医療研究センター、東京、2016 年 8 月 
 

78. 筧佐織, 田村好史 , 加賀直子, 池田真一, 河盛隆造 , 綿田裕孝 
不活動・高脂肪食によるインスリン抵抗性惹起について 
第 37 回日本肥満学会, 東京都（日本）, 2016.10.7-8(2016.10.7), ポスター 
 

79. 齊藤実穂, 平井千裕, 竹田純, 上里忠好, 牧野真太郎, 板倉敦夫, 竹田省, 池田富貴, 綿田裕孝 
当院における 50gGCT 導入前後の GDM 合併妊婦の検討（1 年間） 
第 32 回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会, 岡山県（日本）, 2016.11.18-19(2016.11.18), 口
演 
 

80. 上里忠好, 荻原健, 板倉敦夫, 竹田省, 綿田裕孝 
妊娠期の膵β細胞における PBK の役割 
第 32 回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会, 岡山県（日本）, 2016.11.18-19(2016.11.19), ポ
スター 
 

81. 持田曜弘, 遅野井雄介, 篠原舞, 玉城晶子, 後藤広昌, 金澤昭雄, 綿田裕孝 
潰瘍性大腸炎でステロイド使用中に発症した劇症 1 型糖尿病の 1 例 
第 54 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会, 神奈川県（日本）, 2017.1.21-22(2017.1.21), 口演 
 

82. 飯田真由, 後藤広昌, 鵜澤博嗣, 早稲田直子, 岩下紋子, 金澤昭雄, 綿田裕孝 
混合性酸塩基平衡障害の為アルカレミアを呈した糖尿病性ケトアシドーシスの 1 例 
第 54 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会, 神奈川県（日本）, 2017.1.21-22(2017.1.21), 口演 
 

83. 氷室美和, 宮塚健, 鈴木路可, 小池正人, George, K. G., 藤谷与士夫, 綿田裕孝 
膵α細胞のオートファジー不全は膵島の形態異常をきたす 
第 31 回日本糖尿病・肥満動物学会, 神奈川県（日本）,2017.2.10.-11(2017.2.10), 口演（若手
研究奨励賞審査） 
 

84. 三浦正樹, 宮塚健, 松岡孝昭, 佐々木周伍, 藤谷与士夫, 綿田裕孝 
Stat3 シグナルの抑制は膵腺房細胞からβ細胞へのリプログラミングを亢進させる 
第 31 回日本糖尿病・肥満動物学会, 神奈川県（日本）,2017.2.10.-11(2017.2.10), 口演 
 

85. 鈴木路可, 宮塚健, 氷室美和, 神谷麻衣, 三浦正樹, 藤谷与士夫, 西田友哉, 綿田裕孝 
膵β細胞における時間特異的 Atg7 欠損マウスの作製と機能解析 
第 31 回日本糖尿病・肥満動物学会, 神奈川県（日本）,2017.2.10-11(2017.2.10), 口演（若手研
究奨励賞審査） 
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86. 藤本進一郎、高村和久、川口裕子、加藤悦郎、比企誠、土肥智貴、隈丸加奈子、代田浩之 

Development of comprehensive plaque evaluation by coronary CT angiography.  
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Neuromelanin-imaging を用いたパーキンソン病と PARK2 の解析 
第 10 回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス，京都：2016 年 10 月 6 日～11 日 
 

180. 安達木絹子, 入江隆介, 鈴木通真, 堀正明, 青木茂樹 
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画像から遺伝性小血管病を疑い COL4A1 遺伝子変異を認めた 1 例 
第 11 回小児神経放射線研究会, 大阪, 2016 年 10 月 29 日 
 

181. Christina Andica, 萩原彰文, 堀正明, 安達木綿子, 青木茂樹 
The Utility of Synthetic MRI in Pediatric Patients 
第 11 回小児神経放射線研究会, 大阪, 2016 年 10 月 29 日 
 

182. 波田野 琢, 鎌形 康司, 奥住 文美, 吉野 浩代, 堀 正明, 青木 茂樹 , 服部 信孝 
ニューロメラニンイメージングを用いた孤発性パーキンソン病および PARK2 の臨床症状に関
する解析 
第 34 回日本神経治療学会，米子：2016 年 11 月 3 日～5 日 
 

183. 中西淳, 玉本文彦, 本井ゆみ子 , 鈴木通真, 鎌形康司, 堀正明, 青木茂樹 
非典型パーキンソン症候群における 123I-FP-CIT SPECT の検討 
第 56 回日本核医学総会, 名古屋, 2016 年 11 月 3～5 日 
 

184. 萩原彰文, 堀正明, 越野沙織, 中澤美咲, 堀田萌子, 上田亮, クリスティナアンディカ, 武中祐
樹, 高野直, 濱崎望, 青木茂樹 
軸索量とミエリン量を in vivo に評価する新しい MRI 手法による多発性硬化症患者の白質障害
の評価 
第 46 回日本神経放射線学会, 東京, 2017 年 2 月 17～19 日 
 

185. 入江隆介, 上田亮, 神谷昂平, 齊藤麻美, 堀正明, 鎌形康司, 中島円, 宮嶋雅一, 新井一, 青木茂
樹 
Per-axon diffusion coefficient を用いた特発性正常圧水頭症の脳微細構造の評価； TBSS によ
る検討 
第 46 回日本神経放射線学会, 東京, 2017 年 2 月 17～19 日 
 

186. 齊藤麻美, 鎌形康司, 上田亮, アンディカクリスティナ, 入江隆介, 神谷昂平, 鈴木通真, 隈丸
加奈子, 堀正明, 青木茂樹 
特発性正常圧水頭症における錐体路の tract profile 
第 46 回日本神経放射線学会, 東京, 2017 年 2 月 17～19 日 

 
187. 神谷昂平, 入江隆介, 堀正明, 宮嶋雅一, 中島円, 森墾, 國松聡, 新井一, 青木茂樹 , 阿部修 

特発性正常圧水頭症における錐体路微細構造のシャント術前後での変化  
第 46 回日本神経放射線学会, 東京, 2017 年 2 月 17～19 日 
 

188. 原祥子, 成相直, 堀正明, 村田渉, 上田亮, 中澤美咲, 田中洋次, 前原健寿, 青木茂樹 
新規拡散 MRI・NODDI 法によるもやもや病の脳微細構造の検討  
第 46 回日本神経放射線学会, 東京, 2017 年 2 月 17～19 日 
 

189. 高野直, 鈴木通真, 入江隆介, 山本宗孝, 越野沙織, 隈丸加奈子, 堀正明, 大石英則, 青木茂樹 
LVIS Jr. stentによるY-configuratoin stent-assisted coilingのフォローアップにおける Silent 
MRA の有用性 
第 46 回日本神経放射線学会, 東京, 2017 年 2 月 17～19 日 
 

190. 高野直, 鈴木通真, 入江隆介, 山本宗孝, 越野沙織, 隈丸加奈子, 堀正明, 大石英則, 青木茂樹 
Silent MRA によるフローダイバーターステント留置後のフォローアップの可能性 
第 46 回日本神経放射線学会, 東京, 2017 年 2 月 17～19 日 
 

191. 越野沙織, Andica Christina, 萩原彰文, 中澤美咲, 堀正明, 青木茂樹 
Automated Brain Segmentation Based on Tissue Relaxometry with Lower In-plane 
Resolutions 
ISMRM JPC 第１回学術集会, 大阪, 2017 年 2 月 23・24 日 
 

192. 堀正明, 青木茂樹 
Diffusion MR imaging: basics to clinical application in neuroimaging. 
ISMRM JPC 第１回学術集会, 大阪, 2017 年 2 月 23・24 日 
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193. 原祥子, 成相直, 堀正明, 村田渉, 上田亮, 中澤美咲, 田中洋次, 前原健寿, 青木茂樹 
新規拡散 MRI・NODDI 法によるもやもや病の脳微細構造の検討. 
第 40 回日本脳神経 CI 学会総会, 鹿児島, 2017 年 3 月 3・4 日 
 

194. 原祥子, 成相直, 堀正明, 村田渉, 上田亮, 中澤美咲, 田中洋次, 前原健寿, 青木茂樹 
新規拡散 MRI・NODDI 法によるもやもや病の脳微細構造の検討. 
第 42 回日本脳卒中学会学術集会, 大阪, 2017 年 3 月 16 日 
 

195. 髙野直, 鈴木通真, 山本宗孝, 堀正明, 大石英則, 青木茂樹 , 新井一 
Y stent assisted coil embolization 後のフォローアップにおける Silent MRA の有用性(ポスタ
ー賞) 
第 39 回日本脳神経 CI 学会総会, 東京, 2016 年 1 月 29・30 日 

 
196. 鎌形康司, Aurelien Kerever, 横沢俊, 堀正明, 鶴田航平, 田川一彦, 岡澤均, 平澤恵理, 青木茂

樹 
Quantitative Histological Validation of Diffusion Tensor MRI by Two-Photon Microscopy of 
Cleared Mouse Brain (若手奨励賞) 
第 18 回日本ヒト脳機能マッピング学会, 京都, 2016 年 3 月 7・8 日 

 
197. 鈴木健一, 川谷響, 尾崎隼朗, 内藤久士 , 町田修一.  

大学男子ハンドボール選手における無酸素パワーと間欠的運動能力の競技レベル別の検討.  
日本ハンドボール学会第 4 回大会, 東京, 2016 年 2 月 27-28 日 

 
198. 尾崎隼朗, 尾崎美那貴, 町田修一, 内藤久士 .  

出生後 1 年間における全身各部位の筋厚及び皮脂厚の縦断的変化.  
第 14 回日本発育発達学会大会, 兵庫, 2016 年 3 月 14-15 日 

 
199. 尾崎隼朗, 中潟崇, 吉原利典, 棗寿喜, 北田友治, 石原美彦, 石橋雅義, 町田修一, 内藤久士 .  

漸進的なウォーキングプログラムは中高齢者の下肢筋厚及び筋力を増加させる. 
第 23 回日本健康体力栄養学会, 兵庫, 2016 年 3 月 5 日 

 
200. 吉原利典, 尾崎隼朗, 中潟崇, 棗寿喜, 北田友治, 石原美彦, 石橋雅義, 町田修一, 内藤久士 . 

ウォーキングプロラムがロコモティブ・シンドロームの改善に及ぼす効果. 
第 23 回日本健康体力栄養学会, 兵庫, 2016 年 3 月 5 日 

201. 北田友治, 尾崎隼朗, 中潟崇, 吉原利典, 棗寿喜, 石原美彦, 石橋雅義, 町田修一, 内藤久士 .  
脈拍計装着の有無が高齢者におけるウォーキング中の脈拍数管理に及ぼす影響.  
第 23 回日本健康体力栄養学会, 兵庫, 2016 年 3 月 5 日 

 
202. 吉原利典, 都築孝允,柿木亮, 町田修一, 内藤久士 . 

サルコペニアに関わるヒストン修飾の加齢変化.  
第 39 回日本基礎老化学会, 神奈川, 2016 年 5 月 27-28 日 

 
203. 都築孝允, 吉原利典, 後藤佐多良, 内藤久士 . 

一過性の持久的運動は 2 型糖尿病ラットの骨格筋における核内の Nrf2 量を増加させる.  
第 39 回日本基礎老化学会, 神奈川, 2016 年 5 月 27-28 日 

 
204. 中村智洋, 内藤久士 .  

高校生自転車競技選手の 1kmTT を推定する体力テストの検討.  
第 67 回日本体育学会大会, 大阪, 2016 年 8 月 24-26 日 

 
205. 尾崎隼朗, 北田友治, 棗寿喜, 町田修一, 内藤久士 , 形本静夫.  

中高齢サイクリストの最大酸素摂取量と大腿部前面筋厚はトレーニング頻度に依存する. 
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
206. 神庭睦実, 坂本彰宏, 内藤久士 , 形本静夫.  

自転車競技におけるクリティカルパワーと 4km 個人追い抜きのパフォーマンスとの関係.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 
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207. 坂本彰宏, 内藤久士 .  

スラストバックによるパワートレーニング効果の増大化. 
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
208. 野崎理沙, 中野大輝, 高木香奈, 川西範明, 内藤久士 , 町田修一.  

生薬の黄耆がギプス固定による筋萎縮に及ぼす影響. 
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
209. 鄧鵬宇, 周亮福, 伍文権, 陸大江, 鈴木宏哉, 町田修一, 内藤久士 . 

中国の大都市および中都市における青少年の生活習慣と肥満との関連性. 
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
210. 大野佳南子, 町田修一, 内藤久士 .  

月経周期のフェーズが快適自己ペース走に及ぼす影響． 
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
211. 千葉汐里, 大野佳南子, 中野大輝, 尾崎隼朗, 内藤久士 , 町田修一． 

大学生アスリートの月経周期と瞬発力との関係.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
212. 駒野悠太, 三浦裕, 藤井敏雄, 藤原大介, 内藤久士 , 中潟崇, 深尾宏祐, 島田和典 , 代田浩之 .  

樹状細胞の活性に対する高負荷運動の影響.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
213. 棗寿喜, 尾崎隼朗, 柿木亮, 小林裕幸, 内藤久士 .  

筋電気刺激のトレーニング強度の違いが筋肥大および筋力増加に及ぼす影響. 
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
214. 中潟崇, 内藤久士 , 形本静夫. 

ニコチンパッチが運動時の呼吸循環応答に及ぼす影響.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
215. 柿木亮, 関根紀子, 吉原利典, 棗寿喜, 北田友治, 町田修一, 小林裕幸, 内藤久士 .  

レジスタンス運動後のホエイペプチド摂取によるヒト骨格筋 mTOR シグナルに及ぼす性差の
影響.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
216. 張碩文, 吉原利典, 高嶺由梨, 内藤久士 .  

一過性の伸張性運動を行うタイミングの違いが mTOR シグナル伝達に及ぼす影響.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
217. 吉原利典, 都築孝允, 張碩文, 柿木亮, 高嶺由梨, 町田修一, 内藤久士 . 

若年期の運動不足はラットヒラメ筋における廃用性筋萎縮の進行を加速させる.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
218. 吉原育実, 吉原利典, 内藤久士 , 町田修一.  

廃用性筋萎縮前の一過性の運動がラットヒラメ筋における細胞内シグナル伝達系の経時的変
化に及ぼす影響.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
219. 都築孝允, 篠崎昇平, 吉原利典, 後藤佐多良, 金木正夫, 小林裕幸, 内藤久士 .  

運動および運動中止が 2 型糖尿病ラットの骨格筋における S-ニトロソ化 Akt に与える影響.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
220. 高嶺由梨, 吉原利典, 都築孝允, 張碩文, 関根紀子, 町田修一, 内藤久士 .  

高脂肪食およびトレッドミル走が発育期マウスの骨組織に与える影響.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 
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221. 石原美彦, 石崎聡之, 石崎順子, 浜野学, 根岸輝彦, 町田修一, 内藤久士 .  

6 ヶ月間の運動教室が高齢者の身体機能に及ぼす影響.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
222. 北田友治, 河合祥雄, 佐久間和彦, 越川一紀, 仲村明, 内藤久士 . 

呼吸筋トレーニングが高強度自転車運動中の筋酸素動態に及ぼす影響. 
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
223. 中村智洋, 柿木亮, 関根紀子, 小林裕幸, 佐久間和彦, 内藤久士 .  

ACTN3 タンパク質発現量に及ぼす筋線維組成の影響.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
224. 鈴木悠太, 石原美彦, 辻川比呂斗, 内藤久士 , 杉山康司.  

携帯型心拍数記憶装置内蔵 GPS を用いたレジャースキーにおける滑走軌跡、速度変化および
心拍数変動.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
225. 芝口翼, 池崎和海, 森廣壮馬, 吉原利典, 内藤久士 , 後藤勝正, 吉岡利忠, 杉浦崇夫.  

異なる温度刺激の併用が筋再生過程における線維化と筋衛星細胞の動態に及ぼす影響. 
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
226. 森廣壮馬, 杉浦崇夫, 宮田浩文, 池崎和海, 芝口翼, 内藤久士 , 吉原利典, 後藤勝正, 吉岡利忠. 

ラット速筋損傷後の回復過程における筋成長因子に及ぼす異なる温度刺激の影響.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
227. 杉浦崇夫, 森廣壮馬, 池崎和海, 芝口翼, 吉原利典, 内藤久士 , 後藤勝正, 吉岡利忠.  

筋損傷後の回復過程における筋タンパク質分解系の変化.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
228. 池崎和海, 森廣壮馬, 芝口翼, 杉浦崇夫, 内藤久士 , 後藤勝正, 吉原利典, 吉岡利忠, 宮田浩文. 

ラット速筋損傷後の回復過程における筋線維組成に及ぼす異なる温度刺激の影響.  
第 71 回日本体力医学会大会, 岩手, 2016 年 9 月 23-25 日 

 
229. 尾崎隼朗, 中潟崇, 吉原利典, 棗寿喜, 北田友治, 石原美彦, 石橋雅義, 町田修一, 内藤久士 . 

膝伸展筋群の筋サイズ及び筋力の加齢変化とロコモ度別評価. 
第 3 回サルコペニア・フレイル研究会研究発表会, 愛知, 2016 年 11 月 6 日 

 
230. 大澤拓也, 尾崎隼朗, 中潟崇, 吉原利典, 棗寿喜, 石原美彦, 北田友治, 邓鹏宇, 町田修一, 内藤

久士 .  
BMI および体脂肪率で分類された中高齢男女におけるロコモ度・体力的特性.  
日本体育測定評価学会第 16 回大会, 大分, 2017 年 3 月 5 日 

 
231. 中潟崇, 尾崎隼朗, 吉原利典, 大澤拓也, 棗寿喜, 石原美彦, 北田友治, 町田修一, 内藤久士 .  

自体重レジスタンス運動と郵送型支援システムを用いた運動プログラムが中高齢者のロコモ
度に及ぼす影響. 
健康支援学会, 東京, 2017 年 3 月 9-10 日 

 
232. 尾崎隼朗, 中潟崇,吉原利典, 北田友治, 棗寿喜, 石原美彦, 石橋雅義, 町田修一, 内藤久士 .  

ウォーキングおよび階段昇降運動が下肢の筋厚・筋力と身体機能に与える影響. 
健康支援学会, 東京, 2017 年 3 月 9-10 日 

 
233. 大澤拓也, 尾崎隼朗, 中潟崇, 吉原利典, 棗寿喜, 石原美彦, 北田友治, 鄧鹏宇, 町田修一, 内藤

久士 .  
ロコモティブシンドロームの予防・改善を 目的とした 18 か月間の運動教室の介入効果. 
健康支援学会, 東京, 2017 年 3 月 9-10 日 

 
234. 中潟崇, 尾崎隼朗, 吉原利典, 大澤拓也, 棗寿喜, 石原美彦, 北田友治, 町田修一, 内藤久士 .  
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ウォーキングまたは自体重レジスタンス運動が中高齢者の身体組成および血液マーカーに及
ぼす影響.  
第 24 回日本健康体力栄養学会, 東京, 2017 年 3 月 11 日 

 
235. 尾崎隼朗, 中潟崇, 吉原利典, 棗寿喜, 石原美彦, 北田友治, 鄧鹏宇, 大澤拓也, 町田修一, 内藤

久士 .  
中高齢者の全身各部位の筋厚及び最大筋力の加齢変化とその部位差. 
第 24 回日本健康体力栄養学会, 東京, 2017 年 3 月 11 日 

 
236. 石原美彦, 尾崎隼朗, 中潟崇, 吉原利典, 棗寿喜, 北田友治, 大澤拓也, 鄧鵬宇, 石橋雅義, 町

田修一, 内藤久士 . 
中高齢者における日常身体活動とロコモティブシンドロームの関連性. 
第 24 回日本健康体力栄養学会, 東京, 2017 年 3 月 11 日 

 
237. 棗寿喜, 尾崎隼朗, 中潟崇, 吉原利典, 大澤拓, 石原美彦, 北田友治, 邓鵬宇, 町田修一, 内藤久

士 . 
自体重レジスタンス運動と郵送⽀支援形システムを用いた運動プログラムは中⾼高齢者の筋
厚と身体機能を改善する.  
第 24 回日本健康体力栄養学会, 東京, 2017 年 3 月 11 日 

 
238. 吉原利典, 尾崎隼朗, 中潟崇, 棗寿喜, 北田友治, 石原美彦, 大澤拓也, 町田修一, 内藤久士 . 

ロコモティブ・シンドロームに関連する血液パラメータの探索.  
第 24 回日本健康体力栄養学会, 東京, 2017 年 3 月 11 日 
最優秀賞受賞 

 
239. 大澤拓也, 尾崎隼朗, 中潟崇, 吉原利典, 棗寿喜, 石原美彦, 北田友治, 邓鹏宇, 町田修一, 内藤

久士 .  
ロコモ度により自体重レジスタンス運動の効果は異なる.  
第 24 回日本健康体力栄養学会, 東京, 2017 年 3 月 11 日 

 
240. 北田友治, 尾崎隼朗, 中潟崇, 吉原利典, 棗寿喜, 石原美彦, 大澤拓也, 鄧鵬宇, 石橋雅義, 町

田修一, 内藤久士 . 
体重支持指数と身体機能テストの関係. 
第 24 回日本健康体力栄養学会, 東京, 2017 年 3 月 11 日 

 
 
＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 
シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 
 
＜既に実施しているもの＞ 

第２回国際スポートロジー学会学術集会   
日時： 2015 年 9 月 12 日（土） 
会場： 順天堂大学本郷キャンパス 有山登記念館講堂 
会長： 河盛隆造 
ウェブサイト：http://www.international-academy-of-sportology.jp/japanease_html/general_ja.html 
 
Lecture 1 “Does the sports gene affect lifestyle-related diseases?” 
Chair: Shiro Maeda （Prof. Dept of Advanced Genomic and Laboratory Medicine, Graduate 
School of Medicine, University of the Ryukyus, & Visiting Prof. Sportology Center, Juntendo 
Univ. Graduate Sch of Medicine）  
Lecturer: Noriyuki Fuku （Assoc Prof. Juntendo Univ. Graduate Sch of Health and Sports 
Science） 
Lecture 2 “Current state and future directions of cardiac rehabilitation in Japan” 
Chair: Takashi Miida （Prof. Dept of Clinical Laboratory Medicine, Juntendo Univ Graduate 
Sch of Medicine）  
Lecturer: Hiroyuki Daida （Prof. Dept of Cardiovascular Medicine, Juntendo Univ Graduate 
Sch of Medicine） 

http://www.international-academy-of-sportology.jp/japanease_html/general_ja.html
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Lecture 3“Etiology of insulin resistance in non-obese subjects. 
-Juntendo Sportology Center core study- ” 
Chair: Minoru Kubota （  Director, Health care center & clinic,  & Prof. Sch of 
Sociology,  Kwansei Gakuin, Univ）  
Lecturer: Hirotaka Watada （Prof. Dept of Metabolism & Endocrinology, Juntendo Univ 
Graduate Sch of Medicine） 
Lecture 4“Sportology to prevent locomotive syndrome ” 
Chair: Hisashi Naito （Prof. Dep. of Exercise Physiology, Juntendo Univ Graduate Sch of 
Health and Sports Science）  
Lecturer: Muneaki Ishijima （Assoc Prof. Dept of Medicine for Orthopaedics and Motor Organ, 
Juntendo Univ Graduate Sch of Medicine） 
Lecture 5  Mechanical Regulation and Maintenance of Homeostasis 
–Scientific Basis for the Health Promotion by Physical Motility and Exercise. 
Chair: Kazuo Kaneko  (Prof. Dept of Medicine for Orthopaedics and Motor Organ, Juntendo 
Univ Graduate Sch of Medicine）  
Lecturer: Yasuhiro Sawada（Director, Dept of Rehabilitation for the Movement Functions, 
Research Institute, National Rehabilitation Center for Persons with Disabilities） 
 
Lecture 6“Development of a small-molecule AdipoR agonist AdipoRon as exercise mimetics.” 
Chair: Hirotaka Watada（Prof. Dept of Metabolism & Endocrinology, Juntendo Univ Graduate 
Sch of Medicine）  
Lecturer: Toshimasa Yamauchi（Assoc.Prof, Dept.of Diabetes and Metabolic Diseases, Graduate 
Sch of Medicine, The University of Tokyo. &Visiting Prof, Sportology Center, Juntendo Univ 
Graduate Sch of Medicine） 
Lecture 7 “Autophagy in central nervous system neurons. -The LC3 conjugation system is 
involved in lipid droplet formation- ” 
Chair: Takashi Ueno（Affiliate Prof, Research Support Center, Juntendo Univ Graduate Sch of 
Medicine）  
Lecturer: Yasuo Uchiyama（Prof. Dept of Cellular and Molecular Neuropathology, Juntendo 
Univ Graduate Sch of Medicine） 
Lecture 8 “Human brain mapping of autonomic functions. ” 
Chair: Takeshi Iwatsubo（ Dept of Neuropathology Graduate School of Medicine University of 
Tokyo）  
Lecturer: Seiki Konishi（ Prof. Dept of Neurophysiology, Juntendo Univ Graduate Sch of 
Medicine） 
Lecture 9 “Physical exercise and dementia. ” 
Chair: Chair:Takeshi Iwatsubo （ Dept of Neuropathology Graduate School of Medicine 
University of Tokyo）  
Lecturer: Yumiko Motoi（ Assoc Prof. Dept of Diagnosis, Prevention & Treatment of Dementia, 
Juntendo Univ Graduate Sch of Medicine） 
Lecture 10 “MR imaging for sportology; non-invasive visualization of the brain and muscles. ” 
Chair: Takeshi Iwatsubo（ Dept of Neuropathology Graduate School of Medicine University of 
Tokyo）  
Lecturer: Shigeki Aoki（ Prof, Dept of Radiology, Juntendo Univ Graduate Sch of Medicine） 
Special Lecture １ “.Cutting edge of brain science nasd sportology.” 
Chair: Eiki Kominami、（President, Juntendo Univ）  
Lecturer: Yasushi Miyashita, Prof. Juntendo Univ & The Univ of Tokyo: 
Special Lecture 2 “ Advances in Pediatric Sports Medicine Practice in USA.”   
Chair: Yuichiro Yamashiro（Prof. Probiotics Research Laboratory, Juntendo Univ Graduate Sch 
of Medicine）  
Lecturer: Dilip R Patel（ Western Michigan University Homer Stryker MD School of Medicine） 
Special Lecture 3  “ Expectation for Sportology to the success of Tokyo Olympic and 
Paralympics 2020”   
Chair: Ryuzo Kawamori（Director & Prof. Sportology Center, Juntendo Univ Graduate Sch of 
Medicine）  
Lecturer: Masato Mizuno（Expert member, IOC Sport and Environment Commission, Honorary 
member of Japanese Olympic Committee） 
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スポートロジー・カンファレンス 
日 時：  2016 年 12 月 26 日（月） 18：30～20:：00  
場 所：  順天堂大学 Ｄ棟 8 階会議室 
座長 ：順天堂大学大学院 代謝内分泌内科学 准教授   田村 好史  
“Therapeutic impact of the gut-brain axis.” 
Dr. Tony K.T Lam 
Professor & J.K.McIvor (1915-1942) Endowed Chair in Diabetes Research. 
 
 
＜これから実施する予定のもの＞ 
第 3 回国際スポートロジー学会学術集会 
日時： 2017 年 10 月 14 日（土） 
会場： 順天堂大学本郷キャンパス 
会長： 代田 浩之 
ウェブサイト：http://www.c-linkage.co.jp/3ias/index.html 
 
＜スポートロジーセンター ウェブサイト＞ 
http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/sportology/ 
 
 
 

 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的
に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 
 
【主要メディアでの放送】 
1. 河盛隆造「今からできる血糖値を下げるルール」2014.3.3-8 AM5:20-AM5:25 
 
2. 河盛隆造「長野祐也の医療界キーパーソンに聞く」ラジオ日本, 2014.5.5&5.12 
 
3. 西村理明, 田村好史, 伊藤裕, 河盛隆造「血糖値スパイク”が危ない～糖尿病・心筋梗塞の新

対策～」NHKスペシャル, NHK, 2016.10.8 
 
4. 西村理明, 田村好史, 伊藤裕, 河盛隆造「血糖値スパイク”が危ない～糖尿病・心筋梗塞の新

対策～」NHK, 2016; 2016.10.8 
 
5. 代田浩之. テレビ東京 話題の医学（動脈硬化の薬物治療）2016年 8月 7日 
 
6. 代田浩之. ラジオ NIKKEI第 1 循環器の立場からみた心腎連関 2016 年 8月 22日 
 
7. 代田浩之. 読売新聞社 未来貢献プロジェクト スポーツ健康科学と医学・医療 ～スポートロ

ジーを考える～ 2016年 11 月 22日 
 
8. 島田和典. TBS ラジオ「明日も元気」脂質異常症 2016年 7月 4日～7月 8日 
 
9. 島田和典. NHK 出版 今日の健康 禁煙外来 2016 年 5月 
 
10. 島田和典. 放送大学 健康長寿のためのスポートロジー 運動と心血管疾患(１)  運動と心

血管疾患(１) 2015年度 2016年度 
 
11. 舩山学、服部信孝．プレスリリース、遺伝性パーキンソン病の原因遺伝子を新たに発見～ミト

コンドリア発の新しいパーキンソン病発症メカニズムを提唱～、文部科学省、2015 年 1 月 28
日、東京 

 
12. 今居 譲、服部信孝. プレスリリース、晩発性パーキンソン病で神経変性がゆっくり進行す

るメカニズムを解明、～細胞内輸送における LRRK2 の役割～、順天堂大学、2015年 9月 11 日、
東京 

 

http://www.c-linkage.co.jp/3ias/index.html
http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/sportology/
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13. 服部信孝、岡野栄之、赤松和土．プレスリリース、NHK テレビニュース、順天堂大パーキンソ

ン病治療で iPS細胞バンク設立へ、午前 4時 29分、2016年 2月 19日、NHKニュース  
 
14. 服部信孝．オンラインニュース掲載、順天堂大 パーキンソン病治療で iPS細胞バンク設立へ、

NHK, 日経等、平成 28年 2月 19日 
 
15. 臨床研究スマホが変える(順天堂大学) 日本経済新聞 2016 年 7 月 24 日朝刊 
 
【新聞掲載】 
1. 綿田裕孝「名医の診察室」2014 年 8 月 14 日号:17, 東京スポーツ新聞, 東京スポーツ新聞社, 

2014.8.14 
 
2. 綿田裕孝「【解説】若年肥満の糖尿病患者に適している可能性がある」MMJ, 2014; 10(3): 143, 

2014.08.15, 毎日新聞社 
 
3. 綿田裕孝「【解説】注目の SGLT2阻害薬に関し現在示しうる最大限の情報」MMJ, 2014; 10(4): 

191, 2014.10.15, 毎日新聞社 
 
4. *田村好史「やせメタボ 筋肉に特徴」夕刊 読売新聞, 読売新聞社, 2016; 14, 2016.8.3 
 
5. *田村好史「太っていなくても生活習慣病になる」科学新聞, 科学新聞社, 2016; 3595):4, 

2016.8.12 
 
6. *田村好史「（1分で知る）運動 4： 効率的に糖を筋肉に」朝日新聞, 朝日新聞社, 2016; 2016

年 9月 7日号):33, 2016.9.7 
 
7. *田村好史「隠れメタボ、インスリン効きカギ」朝日新聞, 朝日新聞社, 2016; 2016 年 9月 16

日号(2016.9.16 
 
8. *田村好史「隠れメタボ、糖の取り込み弱い」朝日新聞, 朝日新聞社, 2016; 2016年 9月 17 日

号(2016.9.17 
 
9. *田村好史「「隠れメタボ」、筋肉に血糖取り込む力が低かった」朝日新聞, 朝日新聞社, 2016; 

2016年 9月 16日号(2016.9.16 
 
10. *田村好史「意外に多い「やせメタボ」」日本経済新聞, 2016; 7, 2016.10.13 
 
11. *田村好史「糖尿病を防ぐ運動などを学ぶ」中日新聞, 中日新聞東海本社, 2016; 2016 年 11 月

13日号(2016.11.13 
 
12. *田村好史「隠れメタボ 原因は筋肉」山形新聞, 山形新聞社, 2016; 47143):19, 2016.10.5 
 
13. *田村好史「筋肉に脂肪「隠れメタボ」に」信濃毎日新聞, 信濃毎日新聞社, 2016; 2016 年 10

月 31日号):9, 2016.10.31 
 
14. *田村好史「隠れメタボ 原因は筋肉」四国新聞, 四国新聞社, 2016; 2016年 10月 7日号):15, 

2016.10.7 
 
15. *田村好史「「隠れメタボ」原因は筋肉」沖縄タイムス, 沖縄タイムス社, 2016; 2016 年 10 月

2日号):19, 2016.10.2 
 
16. *田村好史「隠れメタボ 筋肉の質低下原因」静岡新聞, 静岡新聞社, 2016; 2016 年 10月 3日

号):23, 2016.10.3 
 
17. *田村好史「隠れメタボ 筋肉に脂肪」河北新報, 河北新報社, 2016; 2016年 9月 24日号):11, 

2016.9.24 
 
18. *田村好史「脂肪、筋肉に蓄積 隠れメタボ」岐阜新聞, 岐阜新聞社, 2016; 2016 年 10月 6日
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号):3, 2016.10.6 

 
19. *田村好史「隠れメタボの原因は筋肉」中部経済新聞, 中部経済新聞社, 2016; 2016 年 10 月

25日号):13, 2016.10.25 
 
20. *田村好史「隠れメタボ 原因は筋肉」山陰中央新報, 山陰中央新報, 2016; 2016 年 9月 27日

号):8, 2016.9.27 
 
21. *田村好史「隠れメタボ 原因は筋肉」埼玉新聞, 埼玉新聞社, 2016; 2016年 12月 7日号):19, 

2016.12.7 
 
22. *田村好史「隠れメタボ 原因は筋肉」大分合同新聞, 大分合同新聞社, 2016; 2016 年 10 月

10日号):5, 2016.10.10 
 
23. *田村好史「隠れメタボ 筋肉に脂肪」中国新聞, 中国新聞社, 2016; 2016年 9月 18日号):11, 

2016.9.18 
 
24. 服部信孝．新聞掲載、「パーキンソン病 水素水で抑制、活性酸素減らし細胞守る、順天堂大、

人でも効果」日経産業新聞、 2015年 1月 16日 
 
25. 服部信孝．新聞掲載、「遺伝性パーキンソン病、順大、原因遺伝子を発見」、日経産業新聞、2015

年 7月 4日 
 
26. 服部信孝．認知症心臓の画像検査に注目、2割占める「レビー小体型」、医療、生活、朝日新聞 

2016 年 3月 22日朝刊 p35 
 
27. 服部信孝．新聞掲載、「認知機能 アロマで刺激、脳の病気リスクを減らす試み、匂いの信号

は直接脳へ 多彩な香り・いつも身近に」日本経済新聞（夕刊）pp9．「くらし」面、2016年 6
月 30日（木曜日） 夕刊 

 
28. 服部信孝．新聞掲載、「パーキンソン病の手術療法「前編」、薬物療法の限界で脳深部刺激療法

に注目」、東京スポーツ、p17、2016年 10月 18日  
 
29. 服部信孝．新聞掲載、パーキンソン病の手術療法「前編」、薬物療法の限界で脳深部刺激療法

に注目、東京スポーツ、p17、2016年 10月 18日 
 
30. 服部信孝．新聞掲載、パーキンソン病の手術療法「後編」、状態が大きく改善する脳深部刺激

療法 適応する人は…、東京スポーツ、p17、2016年 10月 25日 
 
31. 服部信孝．新聞掲載、パーキンソン病治療薬「デュオドーパ」、DBS よりも広く適応できウェア

リングオフを減少、ー治療薬最前線ー、ｐ8、The Doctor 秋季特集、2016年 10月 31日 
 
32. 服部信孝．新聞掲載、パーキンソン病治療薬「デュオドーパ」、DBS よりも広く適応できウェア

リングオフを減少、薬事ニュース、p4、2016年 12月 9日 
 
【企業との連携実績】 
1. 循環器内科学 キリン株式会社との共同研究 

 
2. 脳神経内科学寄付講座・パーキンソン病病態解明研究講座：大塚製薬㈱ 

 
3. 脳神経内科学寄付講座・運動障害疾患病態研究・治療講座：日本メドトロニック（株）、日本

ベーリンガーインゲルハイム（株）、ボストンサイエンティフィック脳神経内科学寄付講座ジ
ャパン（株）、キッセイ薬品工業㈱、協和発酵キリン（株） 

 
4. 脳神経内科学寄付講座・神経再生医療講座（平成 28年 9月で終了）：（株）財宝 

 
 

5. 脳神経内科学寄付講座・多発性硬化症および神経難病治療・研究講座：田辺三菱製薬(株)、水
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素健康医学ラボ（株）、(株)アビスト、メロディアン（株）、（株）健康家族、大和（株）、バイ
オジェン・アイデック・ジャパン（株）、バイエル薬品（株）、日本製薬（株）、旭化成メディ
カル（株）、一般社団法人 日本血液製剤機構、MiZ株式会社、小野薬品工業（株） 
 

6. 脳神経内科学寄付講座・神経変性疾患病態治療探索講座：大日本住友製薬㈱ 
 

 
7. 脳神経内科学寄付講座・認知症・予防・治療学講座：日本メジフィジックス㈱、エーザイ株式

会社 
 
【学会賞受賞】 

1. 第 64回日本体質医学会総会, 大阪府(日本) ,2014年 9月 6日 

河盛隆造：日本人の体質に合った 2型糖尿病、高血圧、高脂血症治療のあり方に関する、基礎
的、臨床的研究（平成 26年度日本体質医学会賞） 

 
2. 第 39回日本脳神経 CI学会総会, 東京, 2016 年 1月 29・30日 

髙野直, 鈴木通真, 山本宗孝, 堀正明, 大石英則, 青木茂樹, 新井一: Y stent assisted coil 
embolization 後のフォローアップにおける Silent MRA の有用性 (ポスター賞) 
 

3. 第 39回日本脳神経 CI学会総会, 東京, 2016 年 1月 29・30日 

中澤美咲, 川崎英生, 佐藤秀二, 濱崎望, 高野直, 熊谷文孝, 萩原彰文, 堀正明, 青木茂樹, 
妹尾敦史：Synthetic MRI による定量値の基礎的検討と転移性脳腫瘍への応用 (ポスター賞) 

 
4. 第 18回日本ヒト脳機能マッピング学会, 京都, 2016年 3月 7・8日 

鎌形康司, Aurelien Kerever, 横沢俊, 堀正明, 鶴田航平, 田川一彦, 岡澤均, 平澤恵理, 青
木茂樹：Quantitative Histological Validation of Diffusion Tensor MRI by Two-Photon 
Microscopy of Cleared Mouse Brain (若手奨励賞) 

 
5. Society of Advanced Medical Imaging 2016, 東京, 2016年 7月 30・31日 

萩原彰文, 堀正明, 中澤美咲, アンディカクリスティナ, 吉田茉莉子, 鎌形康司, 鈴木通真, 
高野直, 川崎英生, 濱崎望, 佐藤秀二, 青木茂樹：Synthetic MRIによる MSプラークの検出能
の評価 (ポスター優秀賞)  

 
6. 第 44回日本磁気共鳴医学会大会, 大宮, 2016 年 9月 9～11日 

アンディカクリスティナ, 萩原彰文, 中澤美咲, 服部亜紀, 村田渉, 高野直, 堀正明, 青木
茂樹：The Advantages of Synthetic MRI in Pediatric Patients (大会長賞優秀賞) 
 

7. 第 44回日本磁気共鳴医学会大会, 大宮, 2016 年 9月 9～11日 
入江隆介, 鎌形康司, Aurelien Kerever, 横沢俊, 大竹陽介, 越智久晃, 田川一彦, 岡澤均, 
高橋康介, 佐藤香菜子, 堀正明, 平澤恵理, 青木茂樹：透明脳マウスにおける次世代拡散
MRI(DKI)と共焦点顕微鏡による神経線維密度の関係 (大会長賞優秀賞) 

 
8. RSNA 102nd Scientific Assembly and Annual Meeting, Chicago, USA, Nov 27-Dec 2, 2016 

Christina A, Hagiwara A, Hori M, Kumamaru KK, Nakazawa M, Takano N, Kamagata K, 
Yoshida M, Aoki S：Overview of Synthetic MRI: Basic, Clinical Applications, and 
Limitations (Certificate of Merit) 
Hagiwara A, Hori M, Andica C, Yoshida M, Kamagata K, Suzuki M, Kumamaru KK, 
Nakazawa M, Aoki S: Multiple sclerosis plaques searched by synthetic MRI. (Student 
Travel Award) 

 
9. 第 46回日本神経放射線学会, 東京, 2017 年 2月 17～19日 

神谷昂平, 入江隆介, 堀正明, 宮嶋雅一, 中島円, 森墾, 國松聡, 新井一, 青木茂樹, 阿部
修：特発性正常圧水頭症における錐体路微細構造のシャント術前後での変化 (会長賞) 

 
10. 第 46 回神経放射線学会，東京，2017 年 2 月 18 日 

Hori M, Kamiya K, Nakanishi A, Fukunaga I, Miyajima M, Nakajima M, Suzuki M, Suzuki 
Y, Irie R, Kamagata K, Arai H, Aoki S.  
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Prospective estimation of mean axon diameter and extra-axonal space of the posterior limb of 
the internal capsule in patients with idiopathic normal pressure hydrocephalus before and 
after a lumboperitoneal shunt by using q-space diffusion MRI. Eur Radiol. 
（平成 28 年度加藤賞） 
 
【特許】 
1. 出願番号 2016-017794；パーキンソン病診断指標；服部信孝、斉木臣二、波田野琢、山城一雄、

石川景一、王子 悠、森 聡生、奥住文美、2016年 2月 2日出願 
 
2. 出願番号 2013-091903；化合物又はその塩、及びパーキンソン病治療薬又は予防薬；井本正哉、

井岡秀二、服部信孝、斉木臣二、吉川（笹澤）有紀子、2016年 7月 30日出願 
 
3. 出願番号 2016-210465：パーキンソン病の重症度判定方法；服部信孝、斉木臣二、波田野琢、

吉川（笹澤）有紀子、青木茂樹、鎌形康司、三浦芳樹、高ひかり、加賀直子、戸田達史、佐竹
渉、2016年 10月 27日出願 

 
4. 出願番号 2014-228827：パーキンソン病診断法；2014年 11月 11日出願 
 
 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

該当しない。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積

㎡

法人番号 131025
プロジェクト番号 S1411006

年度・区分 支出額

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

法　人
負　担

私　学
助　成

共同研
究機関
負担

受託
研究等

寄付金 その他（　　　　　　　　　　） 備　考

平
成
2
6
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

設 備 77,263 31,963 45,300 0 0 0

装 置 75,004 37,502 37,502 0 0 0

研究費 51,762 26,990 24,772 0 0 0 うち一般補助3,403千円

平
成
2
7
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

0

装 置 89,640 44,820 44,820 0 0 0

研究費 69,075 37,467 31,608 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0

うち一般補助8,038千円

平
成
2
8
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0 0

装 置 0 0 0 0 0 0

0 うち一般補助6,609千円

総

額

施 設 0 0 0 0 0

研究費 73,687 42,656 31,031 0 0

0

装 置 164,644 82,322 82,322 0 0 0

設 備 77,263 31,963 45,300 0 0 0

研究費 194,524 107,113 87,411 0 0 0

0 0

施　設　の　名　称 整備年度 研究施設面積 研究室等数 使用者数 事業経費 補助金額

総 計 436,431 221,398 215,033 0 0

補助主体

順天堂大学湯島別館1階 H26 140.32 6室 10名

順天堂大学9号館 S44 379.69 13室 105名
順天堂大学湯島別館2階 H27 175.56 6室 10名

順天堂大学1号館 H4 9.8 1室 20名
順天堂大学B棟 H25 479.85 8室 18名

0
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法人番号 131025
プロジェクト番号 S1411006

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

装置・設備の名称 整備年度 型　　番 台　　数 稼働時間数 事業経費 補助金額 補助主体

（研究装置）
四肢用MRIシステム H26 AIRIS Vento 1 2240 75,999 37,502

44,820ヒューマンカロリーメーターチャンバーシステム H27 FHC-20S 1 320 89,640

（研究設備）
経頭蓋磁気刺激装置 H26 アグスキム２００スクエアー 1 150 26,389 16,282
リアルタイムPCRシステム H26 QuantStudio 7 1 422 11,963 7,380
二重エネルギーX線吸収測定装置 H26 DiscoveryA型X線骨密度測定装置 1 1120 24,840 12,957

（情報処理関係設備）

8,681多用途筋機能評価運動装置 H26 BDX-4 1 1080 14,070

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 28,218 試薬・実験資材 Anti-Semaphorin 3A・Ｃ57ＢＬ/6Ｎ（ＩＧＳ）マウス　オス10Ｗ

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

光　熱　水　費 0

通信運搬費 0

印刷製本費 191 論文掲載費 論文印刷代・別刷り印刷代

旅費交通費 397 学会出張旅費 第61回日本臨床検査医学航空代・宿泊代11/24-25

報酬・委託料 3,305 委託検査料・英文校正 メタボローム解析料金・リポタンパク質解析受託サービス

（会議会合費　） 102 学会参加費 第61回日本臨床検査医学会参加費・第33回日本認知症学会学術集会

計 32,363

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（用品費　） 58 研究機器 MD-MINI dry bath1.5ml用Miniブロック12wellウェル底

（修繕費） 92 ギルソンピペットマン　P-20修理検定・ギルソンピペットマンP-10修理検定

人件費支出
（兼務職員） 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 13,269 オートテンズプロリハビリユニットII一式等

教育研究経費支出 0

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 1,099 学内1人（7月～）

図　　　　書 0

計 13,269

計 6,130 学内4人

ポスト・ドクター 4,818 学内2人（7月～）

研究支援推進経費 213 学内1人（7月～）
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法人番号 131025
プロジェクト番号 S1411006

  平成 年度

H27年度採用のポスト・ドクターの1名を、H28年4月1日より特任助教として採用

  平成 年度

年　　　度 27

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 32,601 試薬・実験器具他 70mmダブルBIコイル・エッペンドルフピペット2-20ul

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

光　熱　水　費 0

通信運搬費 322 運搬・郵送（被験者へ治験資料等） 被験者資料送付・被験者返信料金

印刷製本費 0

旅費交通費 121 研究発表・調査旅費 第56回日本神経学会交通費・宿泊費5/20-22新潟他

報酬・委託料 7,511 被験者謝礼・検体検査委託 心理学実験の被験者・BDHQ栄養調査費用

（賃貸料　） 280 検査機器使用料 f-MRI検査機器使用料（12/18,12/19）

（会議会合費　） 21 学会参加費 第56回日本神経学会参加費・ミッドウィンターセミナー参加費

（修繕費　） 475 機器修理 フローサイトメーター点検・修理他・日本フリーザー社　CLN-500修理

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

計 41,331

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員） 0

教育研究経費支出 0

計 8,246

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品 8,246 ツアイス　顕微鏡用電動ステージセット一式等

図　　　　書 0

リサーチ・アシスタント 0

ポスト・ドクター 19,498 学内6人

研究支援推進経費 0

計 19,498 学内6人

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 24,854 試薬・実験器具他 尿中酸化ストレスマーカー測定カード・特注飼料
ほか

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

光　熱　水　費 0

通信運搬費 6 運搬・郵送（検体郵送等） マウス血液送付宅急便代

印刷製本費 53 論文等印刷 「Bone　Joint　Nerve]別刷作成代100冊・ポスター印刷代

旅費交通費 101 研究発表・調査旅費 学会発表　旅費等

報酬・委託料 29,718 被験者謝礼・検体検査委託 ＤＮＡシークエンス解析・脂質網羅解析委託

（賃貸料　） 259 機器レンタル MRI読影端末レンタル料2016年度分

計 55,048

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（会議会合費　） 28 学会参加費 学会発表　学会参加費　ほか

（修繕費） 29 実験器具修理 ギルソンピペットマンP-200修理・マルチピペット
プ 修

人件費支出
（兼務職員） 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,000 20000 オリンパス生物顕微鏡一式等

教育研究経費支出 0

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0

計 2,000

計 16,639 学内5人

ポスト・ドクター 16,639 学内5人

研究支援推進経費 0



骨格筋機能低下を中心とした臓器障害ネットワーク機構の解明
―要介護者削減を目指して―

概念図

要介護

介護リスク
増加

潜在期 骨格筋機能低下

体制図

メタボリックシンドローム予防
代謝内分泌内科学、循環器内科学

運動生理学

ロコモティブ症候群予防
整形外科・運動器医学

認知機能障害予防
神経学・放射線医学

神経生理学

コアスタディー・データベースの作成 (1~3年次)

理化学研究所 前田博士： バイオインフォマティクス 東京大学 山内博士： 骨格筋代謝機能解析、myokineの解析
東京大学 岩坪博士：Alzeheimer’s Disease Neuroimaging Initiative (ADNI) 大阪大学 北澤博士： 脳機能検査と骨格筋

スポートロジーセンター先進的予防医学ユニット

(3~5年次)
①骨格筋機能」の低下は「いつから・誰に・なぜ」生じるのか？②「骨格筋機能」
のどの構成要素がどのように介護リスクと結び付いているか？

学外研究機関
データとの照合

学外研究サポート

組織図

バイオイメージング
放射線医学
神経生理学

バイオマーカー解析
研究基盤センター
病態解析診断学

各科の連携によ
る機能解析

メタボリック症候群
動脈硬化

脳機能障害
(認知症・脳卒中）

運動器機能低下
（変形性膝関節症・筋力低下）

自立した生活の不能
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